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			天才外科医が異世界で闇医者を始めました。②

			柊むぅ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序　章

			第一話　貴族襲来

			第二話　忍び寄る黒い影

			第三話　エクリクスの刺客

			第四話　薫の失敗

			第五話　ちょっとしたきっかけと歌姫

			第六話　旅立ち、そして……

			番外編　たった一言が言えなくて

		

	
		
			　

			序章

			　

			　真っ暗な部屋の中、薄青色の魔法陣が床にいくつも浮かび上がる。

			　その魔法陣の中心に、真っ白なローブを着た女性が立っていた。魔法陣の光で、金色に輝く髪の毛は幻想的に見える。

			　その女性は目を瞑(つぶ)ったまま、くすりと笑う。

			「うふふ、どうなるのでしょう？　この方は本当に面白い行動をなさいます」

			　そう言葉を紡ぐと、目を開けた。

			　すると、魔法陣全体が強く光り輝き、街全域の姿が現れる。

			「今の私は、傍(ぼう)観(かん)者でしかないですから……。頑張って欲しいものです。あの人と同じであるのなら……なおさら」

			　映像を眺めながら弱々しい声で呟く。誰に言っているわけでもなく、ただ、その映像に映る者を眺めていた。

			「あなたが……イレギュラーな存在であってくれたら……私はあなたの味方となるでしょうね。でも、簡単にそんな人など見つからない。私が生きてるうちに……現れてくれたら……私はあの人の下へ行けるのだから……」

			　女性は映像に映る者に触れる。

			　だが、実体があるわけでもないため、その手はスッと映像を突き抜けてしまう。

			　力だけでは、どうすることもできない。

			　この世界のただの歯車の一部にすぎないということを嫌というほど思い知らされる。

			「私がイレギュラーであったら……」

			　女性は悲しそうな表情をして、いつまでも映像を眺めるのであった。

		

	
		
			　

			第一話　貴族襲来

			　

			　お昼になってようやく、リース治療院の客足が途切れた。

			　薫(かおる)は首を左右にゆっくりと動かしながら、小さく息を吐く。

			　リースはＭＰ切れのため、現在ソファで仮眠中である。よだれを垂らしながら、何やら寝言を言っている。

			　リースは、「えへへ、やったよ、お母さん……」と呟き、にこやかな笑顔を浮かべていた。　そんなリースを、薫(かおる)は微(ほほ)笑(え)ましいなと思いながら見つめる。

			　薫(かおる)は元いた世界で、同僚と一緒に１日中手術や診察を行い、疲れきって泥のように寝ていたのを思い出す。よく仮眠室や自身のデスクに頭から突っ込んで寝ていたものだ。

			　今にすると笑い話だが、なかなかにハードな日々だった。睡眠時間がほとんどない状態でも最高のパフォーマンスを発揮していたが、さすがに体の限度もある。何度も看護師たちから休むように言われて、ようやく休むような生活をしていた。

			　今思えば、周りにも多大な迷惑をかけていたなと苦笑いを浮かべるしかなかった。

			　そんなことを思っていると、リースが目を擦りながら体を起こす。

			「うー、なんとか回復したわ……。でも、まだ眠い……」

			「お疲れ。ちょっと昼休憩しよか？」

			「そうね……。お腹も減ってきたし。何か作るわ……」

			「おう、却下で」

			　薫(かおる)は、リースの言葉に合わせるように言い放った。

			「なんでそんな嫌そうな目してるのよ!!」

			　リースは、薫(かおる)の一言にムスッとした表情になる。

			「自分の料理の腕を見てからそういう発言をして欲しいもんやな……。あれは人の食べていいものやあらへん」

			「ぐぬぬ、言い返せないのが悔しい」

			　リースは胸の前で拳を握りしめた。自覚はあるようだ。

			　薫(かおる)は「とりあえず簡単に食べられるものを買ってくるから、一度治療院を閉めてくれ」と頼む。

			　自分のいないときに何かあったら困るからだ。

			　お昼ご飯を食べてから再度開院させることをリースは了承した。

			　薫(かおる)は買出しついでに、露店のおばちゃんに会いに行く予定だ。噂がよい方向に広がっていることのお礼も兼ねてである。

			　お昼過ぎから再開と書かれた表札を掛け、薫(かおる)は商業区域へと向かった。

			　

			　商業区域へ到着すると、露店で簡単に食べられそうなものを買い、それから露店のおばちゃんの所へと足を運ぶ。

			「おばちゃん、来たでぇ」

			「おや？　お昼に来るとはね。昨日の晩にでも顔を出すかと思ってたよ」

			　そう言って、露店のおばちゃんはクスクスと笑う。

			「ちょっと昨日はバタバタしててなぁ。こっちに来る時間がなかってん」

			　薫(かおる)は申し訳なさそうにしつつ、頭を掻いた。

			「まぁ、いいさ。で？　そっちは順調なのかい？」

			　露店のおばちゃんはそう聞くが、結果はわかっているようだ。

			「まぁ、あれだけ来れば順調やろうな。あいつ１人じゃ回せないくらいやし」

			「それは良かったねぇ」

			「ああ、おばちゃんのおかげや。ありがとな」

			「私は、なんもしちゃいないさ。話好きなただのばあさんだよ」

			「よく言うわ……。ほんまに」

			　２人は顔を見合わせ笑った。

			　それから少しして、１人の客が来た。

			　薫(かおる)は邪魔になってはいけないと思い、少し離れる。

			　その客が露店のおばちゃんに耳打ちをすると、おばちゃんはその客に紙袋を渡した。

			　フードを深々と被った客は、その紙袋を受け取るとそそくさとその場から離れ、人ごみの中に消えていった。

			　薫(かおる)は、情報を持ってきた人かなぁと思う。露店のおばちゃんの方を見ると、少し顔色が悪い。

			「なんや？　悪い話でも入ったか？」

			「……」

			　露店のおばちゃんは、薫(かおる)の言葉に何も言わずに俯く。これは肯定を意味していた。

			「当たりか……」

			「はぁ、本格的にアルガスが動き出すみたいだよ」

			「ふーん、それは怖そうやなぁ」

			「呑気な返しだねぇ。まるで、そんな情報が入るのを予期してたみたいな言い草だね」

			「まぁな。こっちもいろいろと調べながらやけど、だいたいは把握しとるつもりや。おばちゃんには、俺の抜けてる部分を補強してもらうって感じやな。まぁ、ここからは時間との勝負や。あっちも早めに動くやろうしな」

			　薫(かおる)はそう言って、顎(あご)に手を当てる。

			「そこまでわかってるなら話は早そうだね。アルガスの治療院に迷宮熱の薬があるって噂が流れてるらしいわよ。それと、リース治療院の薬は飲むと体調が悪化した。まったく効き目がないって噂もね」

			　露店のおばちゃんは目つきを少し鋭くした。どうやらアルガスが完全にこちらの撒いた餌(えさ)に食らいついたようだ。

			「こりゃ、本格的に攻めてきそうやな。今日の夜は、用心せなあかんやろうなぁ」

			「あんたが心配になってきたよ……。そんなのんびりとして、緊張感のかけらもないねぇ」

			　露店のおばちゃんは、溜め息混じりに薫(かおる)を見る。若(じやつ)干(かん)呆れているといった方がいいだろうか。

			「コレでも心臓バクバクしてるんやけどなぁ」

			「顔と言葉があってないんだよ。まったくもう……」

			　露店のおばちゃんはクスクスと笑う。

			「でも助かったわ。コレで、あいつらが動くのは確定したしな」

			「最後に１つ、エクリクスの連中も昨日この街に入ってきたよ。あいつらと関わるのは、得にもならないからね。本当に気をつけるんだよ」

			「なるほどな。おばちゃん、ありがとな。心配までしてもろうて」

			「いいんだよ、気にしなさんな。あんたを見てると危なっかしくて、つい口を挟みたくなるんだよ」

			「甘やかしてくれてもええんやで？」

			「厳しく躾(しつ)けないとね。あんたみたいな無茶する子はね」

			　そんな馬鹿みたいな話をしながら、薫(かおる)はエクリクスの奴らのことも考えなければならないなと思っていた。

			　エクリクスの奴らとは関わりたくないのだが、治療をした中に２人ほど迷宮熱ではない者がいた。多分１人は、アルガスのところの者で間違いない。あと１人は、エクリクスの者かもしれない。断定はできないが、無きにしも非ずと考えるのが妥当である。

			　昨日のうちにこの街に入ったのなら、迷宮熱の特効薬の話を耳にし、今日リース治療院に探りを入れてきたとも考えられる。

			　もしそうであれば、少々厄(やつ)介(かい)なことになるかもしれないと薫(かおる)は頭を悩ます。

			　自分の情報をエクリクスに流したくないからだ。興味を持たれても困る。それに良い噂がない。裏でよからぬことを企んでいるという認識を持っていた。

			「それじゃあ、俺はこの辺で」

			「またおいで」

			　そう言うと、薫(かおる)は足早に商業区域を後にし、治療区域のリース治療院に戻るのであった。

			　

			　リース治療院の前にはまた列ができていた。

			　薫(かおる)は正面から入るのを諦めて、裏口の方へと回る。

			　ドアを開け中に入ると、リースがソファに体を預け魔力回復のために仮眠を取っていた。

			　その姿を眺めていたら、リースからグゥ〜っと腹の虫が鳴る。その音を聞いた薫(かおる)は、ついつい笑ってしまった。

			　眠りが浅かったのか、リースは耳を真っ赤にさせ、重い瞼(まぶた)を落とさないように薫(かおる)を睨(にら)みつけてきた。

			「遅い！　お腹ペコペコで死んじゃうじゃないの！」

			「すまんすまん。ちょっと野暮用でな。でも、リース普通に寝とったやん……」

			「う、うっさいわね……。ていうか、野暮用ってアルガス伯爵の件なの？」

			「ああ、予想としては、今日中に仕掛けてくると思っとった方がええわ」

			「……」

			　リースの表情が不安げなものに変わる。

			　それを見た薫(かおる)は、おばちゃんからもらった情報を伝える。

			　アルガスが、リース治療院の薬は効かない、自分のところの薬が効くという噂を流したこと。それによって、この後起こりうることを説明した。

			「大丈夫や。こっちも万全の態勢で行くんやからな」

			「うん……わかってるんだけどね。やっぱりいざとなると腰が引けちゃうのよ……」

			「そんなもんやろ。正直、俺も結構ビビってるんやで？」

			　薫(かおる)が肩を竦めると、リースは笑いながら「どの口が言ってるのよ」とツッコミを入れた。少し場が和み、リースの不安も紛れたようだ。

			「そんなことよりもご飯よ！　たくさん食べないとこれから来る患者さんを捌(さば)けないわよ」

			「そうやな。これで足りるか？」

			　薫(かおる)は買ってきたケバブのような食べ物を渡す。

			　ポケット状に開かれたパンに、タレの付いた肉と千切りにされたシャキシャキの野菜がこれでもかとつめ込まれている。その上に特製ソースがたっぷりと垂らしてあり、見るだけでよだれが出そうだ。

			「ああ、ちゃんと仕事して稼いだお金で買う食べ物って最高よね！」

			　嬉しそうに言いながら、リースはケバブを頬張る。

			　薫(かおる)もリースと同じようにかぶりつく。

			　手の平よりも大きいケバブの中身は三層に分かれていた。下から肉、野菜、肉と重なり、特製ソースはゴマのような風味が漂う。

			　最後まで楽しめる絶品のジャンクフードだ。

			　リースも、このケバブにご満悦な様子。大きく口を開けて食べていたため頬にソースがついているが、気にせずむしゃむしゃと食べ進める。

			　満面の笑みで食べているその表情は、なんとも微(ほほ)笑(え)ましい。

			「久々にエテテの肉詰めを食べたわ」

			「へー。そういう名前やったんか、これ。ケバブかと思っとったわ」

			「はいはい。世間知らずなあんたの発言になんて、もうツッコミませんよ～だ。コレは、ケバブなんて名前じゃないわよ」

			　リースはふふ～んといった感じで、薫(かおる)をあしらう。

			「名前がわかっただけでええわ」

			「庶民料理も知らないあんたが怖いわよ」

			「はい。ツッコミ頂きました。リースの負けな」

			　そう言い返すと、薫(かおる)はリースの方を見ずにエテテの肉詰めを頬張る。

			「あんた本当に嫌な奴よね」

			「そうか？　優しい方やと思うで？」

			「どこが？　意地悪しかしてないじゃない！」

			「う～ん、なんというか、いじり甲斐があるとつい……」

			　そう薫(かおる)が言い終わる前にリースのチョップが炸(さく)裂(れつ)する。

			　しかし、痛がったのはチョップをしたリースだった。

			「っ～～～～!?　あんたバッカじゃないの！」

			「あ～すまん。身体強化してるから殴ったりすると痛いで」

			「そういうものは、先に言いなさいよぉ～！　馬鹿～！　ていうか随時強化とかぶっ飛んでるにもほどがあるわよ！」

			「いや～、思いのほか手が早かったからなぁ。言う前に当たったというかなんというか」

			　リースはチョップした右手を摩(さす)りながら、涙目で睨(にら)む。

			　薫(かおる)はやらかしたと思い、頭を下げる。リースがこちらをちらちら見ながらずっと、「痛いよ～痛いよ～」と呪文のように言うからである。薫(かおる)がリース治療院に来たときにしたことなので、仕返しの意味もあるのだろう。

			　あと、殴るならリース自身も強化しないとダメージは通らないの一言に、今度は全力で殴ってやるという怖い言葉が返ってきたが、薫(かおる)は聞かなかったことにした。

			　食事も済み、お茶を飲んで開院の時間を待っていると、外が騒がしくなってきた。

			　遠くの方から馬車の音が聞こえてくる。

			　薫(かおる)は様子を窺うため窓際へと移動して外を見る。

			　すると、先ほどまで並んでいた者たちが、蜘(く)蛛(も)の子を散らしたかのようにその場からいなくなった。

			　薫(かおる)は来たかと思い、リースに気を引き締めるように言う。リースは飲んでいたラックスティーを置いて、深呼吸をする。

			　少しすると店の前に馬車が止まった。

			　執事のような男が馬車の出入り口に立ち、ノックをしてからドアを開けた。

			　すると中から、痩(や)せ細った中年の男が出てきた。白髪混じりの髪は、短く整えられていた。髭を長く蓄え、豪華な法衣には小さな魔法石がちりばめられていた。

			　中年の男は、リース治療院の入り口に向かってゆっくりと歩いてくる。

			　薫(かおる)とリースは、その光景を治療院の中で見ながら小声で話をする。

			「あれがそうか？」

			「ええそうよ。あれがアルガス伯爵よ。あと、アルガスが何をしても絶対に手は出したら駄目よ。いい？」

			「それについては大丈夫や。どっちかっていうと、リースが出しそうやん？」

			　そんな薫(かおる)の冗談半分の言葉にリースは、「そのときは止めてね」と言ってきたため、「マジかよ……」とつい口から漏れてしまった。

			　リースの行動で作戦がパーになる可能性があるので、十分注意を払わないといけないと、薫(かおる)は気を引き締め直す。

			「にしても、また一段と痩(や)せたわね……」

			　リースの言葉に、薫(かおる)はアルガスの姿を見つめる。痩(や)せこけていることは一目見ただけで明らかである。

			「なるほどなぁ。ちょっと症状がヤバそうやな……」

			「？」

			　薫(かおる)の言葉を理解できなかったリースは考えるのを一旦止め、アルガスの方を向いて、そのときを待った。

			　そして、リース治療院のドアが開いた。

			　チリンチリンと扉に付いている鈴の音が院内に響き、アルガスと執事がリース治療院に入ってきた。

			「いや～、これはこれは、大変繁盛しているみたいだなぁ。小娘の分際でよく頑張ってるじゃないか」

			「ええ、おかげさまで今まで生きてきた中で、１番繁盛してるわよ。どっかのお偉いさんのせいで、最近までは商売あがったりだったけどね……」

			「相変わらず口の悪い小娘だな。礼儀作法も知らないのか？」

			「どうでもいいでしょ。そんなこと……」

			　両者、にこやかな表情なのに、互いに牽(けん)制(せい)しあっている。リースも意外と負けてないようだ。今までアルガスの圧力に屈さずに、治療院を切り盛りしてきただけはある。

			　アルガスは店の中を舐めるように見回した。まるで目当てのものを探しているかのようだ。

			　テーブルの上のものを手に取り、じっくり見てそれらしいものでないとわかると元に戻さず、ポイッと地面に捨てた。

			　捨てたものがぶつかり、薬品が入った試験管が割れる。

			　リースはその行動に青筋を立てながらも、じっと堪えていた。

			　貴族に手を出した時点で負けだからだ。

			　リースが変な行動をとらないか、薫(かおる)は若(じやつ)干(かん)心配だったが、今のところはなんとか抑えているようだ。そのうち、堪え切れなくなり手が出るかなと思い、その対処に備える。

			　ふとアルガスの目線が診察台の上に置かれた紙袋に移った。リースがそれに少し反応すると、アルガスは袋を手に取りニヤリと笑う。

			「これが薬か？　小娘」

			「答える義理もないんだけど……」

			「まぁ、その表情でだいたいわかったがなぁ」

			「あ～、もう！　さっさと帰ってくれる！　仕事ができないじゃない！」

			「何だ？　別に俺がいようがいまいが関係なく治療してもいいんだぞ？」

			「患者が入ってこれないことがわかってて、そんなこと言うなんて……。本当に最低ね！」

			「何を言ってるのか理解できんなぁ。まるで、俺がいるから入ってこれないみたいないちゃもんは、よしてくれないかねぇ」

			　唇を噛み、どうにか怒りを抑えるリース。

			　アルガスは薄気味悪い笑みを浮かべ、リースを見つめる。

			　アルガスがいることによって、リース治療院に入ってこれる者はいない。入ってこようものならその者は、この街の治療院すべてが使えなくなってしまう可能性があるからだ。アルガスにはそれほどの力があるため、誰も逆らえないのだ。

			「今までよくもった方じゃないか？　患者が１人も来ない治療院なんぞすぐに潰れてしまうレベルだぞ？　まぁ、小娘のようなプライドの欠片もない奴にしかできないだろうなぁ。俺なら即たたむがなぁ。がはははは。それにそこの男。お前もかわいそうにな。こんな潰れかけの治療院に雇われてなぁ」

			「くっ……！」

			　アルガスは、リースが何もできないのをいいことに言いたい放題だ。リースはただただ、それに耐える。今はまだ駄目だと心に何度も言い聞かせながら。

			「まぁ、今のうちに稼いでいればいいだろう。この先何が起こるかわからないのだからなぁ。そこの男もここが潰れたら、俺の治療院で雇ってやるぞ。金は、ここの３倍は出してやる」

			「何よ！　まるで何かあるみたいな言い草じゃない。それにまだ潰れてないわ。引き抜きとかどんな神経してるのよ」

			「がははは、周りによく思わない奴がいるということだよ。俺は助言してやってるんだ。ありがたく思えよ」

			「よく言うわよ。主犯のくせに」

			「おいおい、よしてくれないか。人を罪人扱いするなど。証拠もないのに」

			　アルガスは蔑(さげす)んだような目線をリースに向ける。

			　そんな２人の会話を薫(かおる)はただ黙って見ていた。

			　アルガスの執事も微動だにしない。ただアルガスが、無茶をしないかを見守っているかのようだった。

			「お前の母親も同じように頑張ってたみたいだが、最終的には原因不明の病で死んでいったなぁ。親子二代で、性懲りもなくよく頑張るものだ。無能の親に似て、頭が悪いのか……」

			「っ……」

			　アルガスが最後まで喋(しやべ)る前に、部屋の温度がスーッと下がる感じがした。

			　アルガスは、リースの触れてはならない部分に触れてしまった。

			　完全に頭に血が上ったリースは瞬間的に魔力強化をし、アルガスの腹部に強烈な正拳突きを繰り出した。とんでもない速さで繰り出された拳にアルガスは反応できず、大きく目を見開く。
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			　リースの拳がアルガスに命中する瞬間に、薫(かおる)と執事が魔力強化で仲裁に入る。先に割り込んだのは薫(かおる)だった。アルガスの腹部に軽く触れ後ろへと離すと、空いた手でリースの拳を止める。

			　執事は後ろによろめいたアルガスを支えた。

			「落ち着こうや、リース」

			「そうですぞ。アルガス様、このようなことはしないと仰ったではありませんか……」

			「「……」」

			　頭に血が上ったリースは、肩で息をしながらアルガスを睨(にら)みつけていた。

			　そんなリースの姿を見て、アルガスは冷や汗を掻く。

			　目の前にいる２人が仲裁に入らなければ、確実に死んでいたかもしれないと思ったからだ。

			　今の体の状態では、リースの攻撃を受けることはまずできない。

			「小娘が！　貴族に手をあげるということが、どういうことかわかっているのか!!」

			「……」

			「手をあげた時点で、お前は罪人なんだよ。まぁ、今回は俺の器のデカさに免じて、お咎(とが)めなしにしてやる。次はないからな!!」

			　アルガスは声を荒らげた。本来ならば一発退場もありえる展開だった。しかし、ここで罰してしまうと薬の精製方法がわからずじまいになるから、そのように言ったのだろう。

			　薫(かおる)は、ほっと胸をなでおろす。

			　瞬間的に魔力を消費したリースを椅子に座らせ、アルガスの方を向く。

			「なぁ、おっさん」

			「お、おっさんだと？」

			「貴様！　アルガス様になんて口の利き方だ！」

			「あ～、それはすまんかったなぁ。俺はこの街の人間やないから、そういうの疎いねん。次から気をつけるわ」

			　薫(かおる)の軽い返しにアルガスは若(じやつ)干(かん)不機嫌になる。

			　その脇で、執事の男は肩を震わせ、怒りに満ちた形相でこちらを睨(にら)んでくる。

			「で、何だ？」

			「あ～、最近腹痛とか便に血液が混ざっとらんか？」

			「っ!?」

			　アルガスはその言葉に目を見開いた。

			「貴様！　無礼であるぞ。初対面でそのようなことを聞くなど……」

			「おい！　バルド、ちょっと黙ってろ。それで何だ？　そんな症状があったらなんだというんだ」

			「いや別に何もないで。体には気をつけえや。でないと……長く生きれへんでって言っとくわ」

			　薫(かおる)はさも意味ありげにアルガスに助言する。その後の展開が、薫(かおる)には手に取るようにわかっていた。

			「お前……この病のこと知ってるのか？」

			　薫(かおる)はアルガスの言葉に釣れたと感じ、片方の口角だけを上げる。

			　はたから見れば、完全に悪人面である。

			「いや～、どうやろうなぁ」

			「旦那様いけません。このようなわけのわからない奴の言うことを聞いては駄目ですぞ！」

			　薫(かおる)は終始笑顔でいた。

			　その余裕とも取れる態度に、何かしらの情報を持っていることはアルガスから見ても明らかである。

			　いや、そう取れるように薫(かおる)が導いているだけなのだ。

			　人という者は単純な生き物で、病などでどうしようもない不安にさらされ、切羽詰まっているときに何か糸口を見つけると執着してしまう。金や権力がある者は、なおさらである。

			　それに、先ほどの薫(かおる)の言葉に思い当たる節があるから余計にだ。アルガス本人にしかわからない部分まで言い当てていたのだから。

			「旦那様、もう少しすればエクリクスからの使者が来ます。それまでの辛抱です」

			「わかっている。そろそろ来るころなのは知っているが……」

			「まぁ、来ても治せんやろうなぁ」

			　薫(かおる)は無慈悲に口を開く。この世界にそういった治療があれば、アリシアの治療法だってある程度は確立されていてもおかしくない。リースからも医学に関する知識がろくにないことは確認済みであった。

			「貴様！　まだ言うか。減らず口を叩けなくして……」

			　バルドの怒りが頂点に達しようとしたとき、アルガスはそれを制止した。薫(かおる)の断言の意味が、何となくだがアルガスにもわかったからだ。エクリクスがアリシアの病を治せなかったという情報はアルガスにも入っていた。

			　それゆえにアルガスも、そこまでエクリクスの者を当てにはしていなかった。よくて、この症状が軽くなればいいとしか思っていない。

			「治せる者を知ってるのか？」

			「どうやろうなぁ。まぁ、そんなことよりそろそろお引き取り願えますかねぇ」

			「そ、そんなことだと」

			「こっちは関係ないしなぁ。それに他人の治療院のものを壊しても、貴族様は何も言われんのんか？」

			「くっ……」

			　アルガスは奥歯を噛み、悔しそうな表情になる。

			　いくら貴族でも、他者のものを勝手に壊したり盗んだりすれば罪に問われる。

			　いろいろと物色したときに壊れたものがあったことを思い出した。

			「あんな安物……」

			「安かろうが高かろうが関係ないやん？　他人のものを壊したんやで？」

			「弁償すればいいだろ」

			「そういう問題やないんやけどなぁ。弁償してくれんでもええよ。その代わり上の者から厳重注意でも受けてもらおうか？　その方が、いろいろとやり難くなるんやないんかなぁ」

			　アルガスは表情を歪める。

			「……」

			「まぁ、そんなことせえへんけどな。やから安心しいや。では、お帰りください」

			　薫(かおる)はそう言うと、笑顔で治療院の出口へと向かい、扉を開けて待つ。

			　今これ以上追及しても情報は出てこないと思い、アルガスは渋々治療院を後にした。

			　バルドは終始、薫(かおる)を睨(にら)みつけながらアルガスに続く。

			　２人がいなくなり院内は静まり返った。

			　薫(かおる)は大きく溜め息を吐き、椅子に体を預ける。

			「あ～、あかん。めっちゃ肝を冷やしたわ……」

			「……」

			「はぁ、少しは頭冷えたか？」

			「別に……」

			「まぁ、落ち着いてから少し話ししよか？　多分、今日はもう患者はこんやろうしなぁ」

			　薫(かおる)は窓の外を見るが、誰１人このリース治療院へ来ようとする者はいない。

			「そうでしょうね……」

			　リースは薫(かおる)の言葉に同調する。並んでいた者たちも次いつアルガスが来るかと思うと、なかなか入りにくいのだろう。皆あたりを観察し、どうするか迷っているようだった。

			「今日は閉めるか？」

			「……うん」

			　リースは弱々しく答える。

			「了解」

			　薫(かおる)は外に出て、看板を本日終了という文字の書かれた方に向ける。

			　周りにいた者はそれに気づき、治療院から去って行った。

			　薫(かおる)は、アルガスの邪魔がなければもっと治療できたのになと思う。こちらの世界に来ても、邪魔する者がいるのかと思うと嫌気がさした。元の世界では、国内での医療行為はできない。

			　医療ミスという、すべての罪をなすりつけられたことが原因だ。医療関係のすべての機関に根回しをされ、気がついたころにはどうすることもできなくなっていた。

			　海外に行けばあるにはあるだろうが、情報社会の今、雇ってくれるところは少ないだろう。

			　邪魔する者はとことん邪魔してくるのだ。

			　薫(かおる)は頭を掻きながら院内に入ると、リースと今日の売り上げを計算し、締めに入った。

			　

			　パカパカと石畳を闊(かつ)歩(ぽ)する馬の足音がリズムよく響く馬車の中で、アルガスは爪を噛み眉を顰(ひそ)めていた。

			　そんな姿をバルドは心配そうに見つめる。

			「旦那様……やはりあの男の言葉が気になりますか？」

			「ああ……あいつは何か知っている。あんなこと言われて気にならない方がおかしいだろ……」

			「ですが、嘘という可能性も……」

			　バルドは、すべてを鵜(う)呑(の)みにするのはと言いたかった。

			「それはないと確信している」

			「と、言いますと？」

			「あいつが言った症状は、俺の病状にすべて当てはまっている……。それに確信を持っているようだ。まぁ、俺の勘だがな……」

			「どうしますか？　薬のついでに奴も捕らえて聞き出しましょうか？」

			「そうだな、１人も２人も変わらんだろ。今日の夜に２人を捕まえて俺の屋敷に連れてこい。くれぐれも周りに気づかれないようにするんだぞ」

			　アルガスは目つきを鋭くして、バルドにそう告げる。

			「承知いたしました」

			「少しでもこの症状を和らげればよいのだがなぁ……。まぁ、過度な期待はするまい。あいつから何の情報も得られなければ、処分して構わん。どうせ、この町の者ではないのだからいなくなっても問題ないだろう？」

			「では、今回は２人の拉致でいきます」

			「バルド、失敗は許さんぞ……」

			「は、はい」

			　アルガスの最後の言葉に、バルドは言葉を詰まらせてしまった。

			　あまりにも冷たい瞳。先ほどとはまるで違う。感情の一欠片も見せないその表情に息を飲んだ。

			　失敗したら自身もただでは済まされないというのは、これだけでわかった。

			　だが、バルドは自分の命などどうでもよいと思っていた。

			　アルガスは若いころにバルドの最愛の娘を救ってくれた。それは、バルドにとって返すことができないほどの恩なのである。だから、どんな無茶でもしなければという使命感が働くのだ。たとえそれが、間違いだとしても。

			　バルドはより一層心を引き締め、今回の作戦にあたることを決意した。

			　

			　閉院後の治療院では、リースがソファに体を沈めていた。

			　まだイライラしているのだろう。眉(み)間(けん)にほんのり縦線を浮かべており、片足が忙しなく上下している。

			「そろそろ、落ち着いたか？」

			「お、落ち着いてるわよ。み、見ればわからない？」

			「そういうふうにはまったく見えへんなぁ？」

			　薫(かおる)はジト目でリースの足を見る。ピクピクとまだ上下しているのだ。

			「うぐ……。だ、だって母さんの悪口を……。それに母さんを追い込んだのもアルガスなのよ！」

			「そのとき、俺がいたわけやないからどんな病気かわからんしなぁ」

			「絶対あいつのせいよ……。あいつの……せいなんだから……」

			　リースは弱々しい声でそう言うと、俯いてしまった。母親のことを思い出したのだろう。

			　薫(かおる)はこのままでは駄目だと思い、話題を逸らす。

			「まぁ、それはさておき。これで、今夜あたりが山やな」

			「来るでしょうね……。ってそうよ！　頭に血が上って忘れてたけど、あんた何やってんの！」

			「ん？　何がや？」

			　薫(かおる)にはリースの言っていることが、よくわからなかった。

			「アルガスに目をつけられるような言い草で、煽ってたじゃないのよ。あからさまにハッタリかましてたじゃないのよ」

			「あ～、あれか」

			「あれか……じゃないわよ！　どうすんのよ？」

			　リースは心配するかのように、薫(かおる)を見つめる。アルガスの病気の情報を持っていなければ、殺されるのは明白だ。

			「まぁ、リースだけやと不安に思ったからかなぁ」

			「わ、私がドジ踏むと思ってんの？」

			「え？」

			　薫(かおる)は、今更何をわかりきったことをという表情で驚く。

			「何よ、その顔は！　あんた本当に腹たつわねぇ……」

			「あははは、冗談やて。あいつの病状がわかったから、手っ取り早く進められへんかなと思っての行動や」

			「え？　どういうことよ」

			　リースは、薫(かおる)の言っていることが理解できずにいた。なので、薫(かおる)はその答えを示した。

			「あいつの病気がわかったんや。治すこともできるってことや」

			「!?　う、嘘……」

			「まぁ、リースが嫌なら治さへんけど。このまま行けば、進行次第で長くは生きられないことは確かやな。遅かれ早かれ、アルガスが死ぬのは確定やろうな」

			　薫(かおる)はそう断言してからリースを見る。

			「……」

			「どないする？」

			「わ、わかんない……」

			「まぁ、せやろなぁ」

			　リースは俯き、悩む。

			「カオル……あんたならどうするのよ？」

			「それを聞いて、俺が答えたらそれにするんか？　まぁ、その返答には、助けると答えるな……。俺は医者やし」

			　それを聞いたリースは、一度頷いてから薫(かおる)を見る。

			「あのね、こんなことがあっても助けるって言えるの？」

			　リースは昔の話を始めた。

			　まだ、リースの母親が生きていたころの話だ。リースの母親はこの大迷宮都市グランパレスができてから数年後に越してきた治療師だった。現在と同じく、格安の治療院で評判もよかった。

			　だが、この街の平均価格よりも低いため、アルガスに目をつけられた。

			　当時もアルガスは、周りの治療院と値段を合わせ、探索者たちの収入が赤字になるかならないかの状況を作っていた。そのため患者のほとんどが、リースの母親が経営する治療院へと殺到したのだ。

			　そこから、小さな嫌がらせが始まったのだが、リースの母親はそれでもずっと価格を変更することなく治療を続けた。アルガスはそれが面白くなく、今度は探索者を使った嫌がらせをし始めた。

			　ここまでは現在のリースと同じである。だが、そこからさらに嫌がらせは酷くなった。治療で使っていた薬草や材料などに毒が混ざっていたというのだ。それを使って治療した患者の病状が悪化し、リースの母親は訴えられてしまった。

			　賠償金を払わされて、今まで来ていた患者からの信用も失った。どうすることもできない状態のまま悩み、試行錯誤している間に体を壊したのだ。

			　アルガスの指示により、リースの母親はどこの治療院でも治療されることなく、そのまま亡くなった。

			　もしも治療を受けていれば、助かったかもしれないのにと。リースはそう言いたいのだ。

			　だから、治療をさせてくれなかったアルガスをリースは憎んでいた。

			「なるほどなぁ……」

			　薫(かおる)はリースの言い分を聞き、思考を走らせる。

			　助言でも何でもいいから、リースは道を示して欲しいようにも見える。

			　下手なことは言えないなと、薫(かおる)は１つ小さく息を吐いた。

			「復讐するってリースが言うなら俺は別に止めへん。けど、それが終わってリースに残るのは虚しさだけかもわからん。これは、俺の考えであって数ある中の１つの答えにすぎんってことは念頭において欲しいんやけどな」

			「うん、わかってる……。聞かせて」

			「俺なら生かして今までの罪を償ってもらうかな……。死んだら、そこで楽になってしまうって思うからや。悪いことをしまくって、楽に逝かせるなんてことは絶対にさせへんかな……」

			「そっか……。少し考えてみるから……時間をもらえるかな」

			「焦らんでええよ。ゆっくり考え」

			　リースはソファに体を預けて考えこんだ。

			　自然と答えが出るまで、薫(かおる)は急かさずに時が流れるのをじっと待つのであった。

			　

			　外の景色は日が傾き、夕焼け空へと変わり始めていた。

			　そこでようやく考えがまとまったのだろう。リースは顔を上げ、薫(かおる)を見る。そして、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

			「カオル、アルガスの病気を治してあげて、それから今までの行為を償ってもらう」

			　リースの目からは強い決心のようなものが窺える。もう、迷っている感じはまったくないようだった。

			　薫(かおる)はその表情に笑顔で応える。

			「あいよ。そんじゃ治す方向でいこか」

			「あんた……本当に軽いわね。私がこんなにも時間をかけて出したことなのに……」

			「そういうふうに振る舞っとかんと不安がる奴がおるからなぁ」

			「な、何よ。それって、私に対して言ってるの？」

			「……」

			　肯定の沈黙である。薫(かおる)は表情を変えずにリースを見る。

			「む、無言でこっち見るのやめなさいよね！　い、言いたいことあるなら言いなさいよ」

			「あははは、ちょっとからかっただけやん」

			　薫(かおる)は冗談めかしくリースに言うが、彼女は頬を真っ赤にさせて抗議する。

			「もう……。でも、あ、ありがと……」

			　リースは、薫(かおる)のそんな言動に救われてもいた。小さな声であったが、そっぽを向きつつ感謝の言葉を述べた。

			「ん？　何か言ったか？」

			「な、何にも言ってないわよ。バ～カ！」

			　恥ずかしさでそのように返したリースだが、その後に薫(かおる)が発した「まぁ、そのありがとうはもらっとくわ」の一言でゆでダコのように真っ赤になった。まさか聞こえているとは思ってもみなかったのだろう。

			　耳まで真っ赤にしながらワーワーと騒いでは、恥ずかしさを隠すついでにボカボカと薫(かおる)の背中を叩く。かなり必死なのが面白い。

			「で？　あ、あんなに痩(や)せた原因って何なのよ」

			　とっとと話題を逸らしたい一心で、リースはアルガスの病気について薫(かおる)に聞いた。

			「説明してわかるか？」

			「わ、わかるように説明してくれないと、わかんないに決まってんでしょ？　前にもあったけど、あんたの言ってることって私の知らない知識なんだから……」

			「はいはい、ええか？　とりあえず病名は【悪性腫瘍（癌(がん)）】や」

			「あくせいしゅよう？」

			「そうや、それでできた箇所によってまた名前が変わってくる」

			　リースは食い入るような目をして薫(かおる)の説明を聞き、理解するために頭をフル回転させる。わからないことや、疑問に思ったことを素直に口に出す。

			「その病気は、あんなふうに痩(や)せたりする病気なの？」

			「そういった症状を引き起こすこともある。アルガスは【大腸癌(がん)】や。すべての悪性腫瘍がそうやないんやけどな。あんなふうに急激に痩(や)せたり、排便に血液が混ざって、下(げ)痢(り)なんかも引き起こしたりするんや。早期発見の難しい病気なんやけど。今回は運が良かったってところやろうな」

			「どうやって、あんたはそれに気づいたのよ？」

			「まぁ、俺は見ればわかるからなぁ」

			　薫(かおる)はちょっとおちゃらけるが、リースは真剣な目でいた。

			「今は茶化さないで」

			「はぁ～、わかった。なんで気がついたかやけど、噂を耳にしたのもあるかな」

			「噂？」

			　リースは訝(いぶか)しげな表情を浮かべ、首を傾げる。

			「そや、最近急激に体重が落ちて姿が激変したってな」

			「それだけで判断したの？」

			「まさかご冗談を。たったそれだけで判断はできへんよ。ちゃんと１個ずつ確かめながらや。当ては何個かあったんやけど、症状を聞いて確信を持ったな」

			　リースは頭を抱える。薫(かおる)の言っていることがありえないからだ。

			「あんた本当におかしいわよ。なんでそんなことがわかるのよ」

			「そりゃ、今までぎょうさん同じような病気見てきたし、治してきたからなぁ。経験の差やないか？　答え合わせも終わってるしな。まぁ、これはリースのおかげで調べられたし」

			「え？　私なんかしたっけ？」

			「こっちの話や」

			　そう言って、笑顔でリースの頭をクシャクシャとする。どうやって知ったかをはぐらかされたリースは、頬をぷくぅ～っと膨らませて不機嫌になる。しかも、薫(かおる)の言ってる意味がわからないままだ。

			　薫(かおる)がリースのおかげと言うには訳がある。リースが殴りかかったとき、アルガスを逃がすため薫(かおる)は彼の腹部に触れたのだ。その一瞬のうちに、『診断』を無(む)詠(えい)唱(しよう)で使い結果を得ていた。

			　あとは、アルガスがどう動くかで、このカードの使い道を決めようと考えていた。結果的には、治す方向になったが、まだ詳しく調べる必要がある。直接肌に触れてないため、細部までチェックできていないからだ。

			　今回の『診断』の結果は、【大腸癌(がん)・ステージⅠ期】と出ていた。しかし、大腸のどの場所に悪性腫瘍ができているのかは今のところわかっていない。病名がわかっただけである。

			　大腸癌(がん)には病期がある。これを表すために使われるのがステージ分類だ。大腸壁の中に癌(がん)がどの程度深く浸(しん)潤(じゆん)しているか、リンパ節転移、遠隔転移の有無によって進行度が規定されている。

			　ステージ分類は、０からⅣ期までの５段階に分かれる。

			　数が増えるごとに進行度が上がる。それにより生存率が下がってくる。

			　０期は、癌(がん)が粘膜にとどまったもの。Ⅰ期は、癌(がん)が大腸壁にとどまるもの。Ⅱ期は、癌(がん)が大腸壁を越えているが、隣接臓器におよんでいないもの。Ⅲ期は、癌(がん)が隣接臓器に浸(しん)潤(じゆん)しているか、リンパ節転移のあるもの。Ⅳ期は、腹膜、肝、肺などへの遠隔転移のあるもの。

			　アルガスの大腸癌(がん)は、ステージⅠ期に該当していた。

			　わかりやすく伝えているつもりだが、リースは思いの外わかっていないようだ。話が右から左に流れているような気がした。まぁ、そういった知識がないのだから仕方のないことなのだが、リースはかなり悔しそうである。

			「うん、わかったわ……。もういいわよ……」

			「……」

			「こ、これ以上言われてもわかんないもん！　どうせ、私は駄目な子ですよ～だ！」

			　いじけるリースは、頭を抱えてもじもじし始めた。パンク寸前のようだ。

			「いや、理解できん方が普通やから。むしろ理解できた方が怖いわ……」

			「と、とりあえず、アルガスの進行が遅いからまだ大丈夫ってことよね？」

			「まぁ、今のところはそうやな。でも、安心はできへん。病気ってのは進行速度もまちまちやからな」

			「すぐに進行しちゃうの？」

			「そんな１日２日でどうこうってわけやないけど……。まぁ、アルガスは治療師やし、身体に変化があって何の対処もしくは薬を飲んでないってことはまず考えられへんやろ。それが効けば話は別やけど、それによって何か他の病気が併発したりすることもあるからなぁ……。何とも言えへんのんや」

			　リースがこれ以上いじけないように、もっと噛み砕いて話す。教えるのは難しいなと思いながら、薫(かおる)は言葉を選ぶ。

			　そんな苦労を知ってか知らずか、リースは理解できたようで、ちょっと嬉しそうにしている。こういった部分は、単純で助かる。

			「早め早めの治療をしないといけないってことよね？」

			「そういうことや。まぁ、今どうこう言っても意味ないから、とりあえず時間が過ぎるのを待つとしようか」

			「そうね……」

			　そう言って２人は、院内の掃除を始めた。薫(かおる)がある程度、リースが考え込んでいる間に片付けていたこともあり、軽く掃除するくらいで終わる。

			　そして、これから起こるであろうことにも備えながら、薫(かおる)は思考を巡らせるのであった。

			　

			　夕日が沈むころ、リース治療院の裏口のドアを叩く音が聞こえた。

			　リースは身体に力が入り、少し強張ったような表情になる。ついにそのときが来てしまったのかというようにも見える。

			　しかし、薫(かおる)はこの時間帯にある助っ人を呼んでいたことを思い出し、裏口へと向かう。

			　裏口のドアを開けるとそこには、鎧を着込んだ少し不機嫌な男と魔法のローブを羽織った上機嫌な女性がいた。

			「すまんすまん。呼んどったのすっかり忘れとったわ」

			　薫(かおる)は本気で忘れていたため、苦笑いを浮かべながら頭を掻いた。

			「カオル……この前はよくも見捨ててくれたな……。マジであのあと大変だったんだぞ!!」

			「いや、ええやん？　痴(ち)話(わ)喧(げん)嘩(か)に俺の入る隙なんてないんやで？」

			「そうよ！　カオルに当たるなんてお門違いよ。言うなら妻である私に言うべきよ！」

			「いや……頼むからリリカはちょっと黙っててくれないか？　話がややこしくなるから……な？」

			「つ、妻に向かって黙ってろって酷いわ……」

			　イルガの他愛もない言葉に、表情を歪め涙目になるリリカ。

			「はぁ……。と、とにかくカオル、お前の言う通りに来てやったぞ。これで、この前の立て替えてもらった金はチャラでいいんだな？」

			「ああ、それでええよ。助かるわぁ～。てか、一段とリリカのはっちゃけっぷりがパワーアップしたな」

			　薫(かおる)は笑顔で見違えるほど変わったリリカを見る。すると、イルガは物凄く不機嫌な表情を浮かべ、恨めしそうに薫(かおる)を睨(にら)む。

			「誰のせいだと思ってるんだよ！」

			「誰のおかげだと思ってるんや？」

			　イルガの言葉に合わせて薫(かおる)は即答する。あのままだったら、一生平行線だったのだから感謝して欲しいくらいだ。これからが大変だろうが、イルガには頑張って欲しい。いろんな意味でだが。

			「マジで殴りたくなってきた。カオル……一発殴ってもいいか？　いいよな？　歯を喰いしばって目瞑(つぶ)ってろ。楽にしてやるから……」

			　指をポキポキと鳴らしながら薫(かおる)に近づいてくるイルガ。これはあきまへんわ……。目がマジです。

			「イルガのおっちゃんも、相変わらずで安心したわ。ちゅうわけで、中に入ってくれ。ここで騒いだらアカンからな」

			　サクッと話題を逸らそうとしたが、イルガの怒りがピークに達しているため、薫(かおる)の言うことが聞こえていない。どうしようかと思っていると、リリカが口を開いた。

			「イルガ……私のこと……嫌いなの？　放ったらかしにされたら……夜の街に消えちゃうんだから……」

			　うるうると今にも泣き出しそうなリリカの声に、イルガは頭の血が一気に下がり、顔を真っ赤にさせてあたふたと彼女を宥め始めた。両思いじゃないか！　爆発しろ。
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			「き、嫌いじゃない……。そ、そういうのは……って夜の街に消えるだと!?　許さんぞリリカ！　そんなこと!!」

			　前半は口ごもって声が小さかったが、後半は大きな声で叫びだしたイルガ。これは完全に近所迷惑である。薫(かおる)が注意しようとした瞬間、それより早く行動に移った者がいた。

			「うるさくしないでって言ってるでしょうがぁああ！」

			「うぼらぁああああ」

			　リースの正拳突きが、隙だらけのイルガの腹部に突き刺さる。魔力強化をしたその一撃で、イルガはくの字になりながら一回転して壁に激突する。顔面は青ざめて、ガクッと意識を失った。

			　あまりにもうるさかったから仕方ない。

			　薫(かおる)は擁護するでもなく、生暖かい目で見ていた。

			　リリカも吹っ飛んでいったイルガに気がつかず、先ほどの自分を心配しての言葉に酔いしれていた。

			　身体をくねらせ、もじもじとしながら「許さない」が「俺以外の男と遊ぶのは許さない」へと変換され、なぜかそこから「お前は、俺のもの」と昇格されているようだ。

			「はぁ、そいつはカオルが呼んだんでしょ？」

			　リースは頭が痛いと言わんばかりに、額に手を当てていた。

			「ああ、そうやけど……。アレ生きとるんか？」

			「死なない程度には手加減してるわよ。隙を狙ってなかったらガードされてたかもしれないけど」

			「じゃあええか。とりあえず中に運ぶわ。それでええか？」

			「はぁ……いいわよ。たく、変な人ばっかりね……。あんたの周りは」

			　リースは大きな溜め息を吐きながら、院内へと消えていった。この先が不安だという気持ちがにじみ出ていた。

			　薫(かおる)はリリカに、先に中へと入らせてからイルガの方を向いた。

			　面倒臭そうにイルガへと近づき、頬を叩きながら起こす。完全に目を回してしまっている。

			「お～い、イルガのおっちゃん」

			「……」

			「起きんとこのままおいてくでぇ～」

			「……」

			　返事がない……ただの屍(しかばね)のようだ……。と、言っている場合でもないので、手っ取り早く起こすために、薫(かおる)はイルガの耳元でささやいた。

			「あ！　リリカが変態に絡まれとるで！　あ！　身体にベタベタとさわっ」

			　薫(かおる)が言い切る前にイルガは眼の色を変えて飛び起きた。

			「どこじゃボケェ!!　殺す!!　カオル、その変態はどこにいる!?」

			　辺りをキョロキョロと見ながら、バスターソードをアイテムボックスから引き抜き、構えて息を荒らげる。そういったことは本人の前でしてあげて欲しいものだ。リリカはその言葉を待っているというのに。

			　薫(かおる)は溜め息を吐きながらイルガの肩に手を置き、話しかける。

			「おはようさん、さっさと中に入るで。皆待っとるからな」

			「あ、あれ!?　リリカは？　変態は？」

			「何寝ぼけてるんや？　さっさと行くで」

			「あ、はい……」

			　腑に落ちない感じのイルガは、首を傾げながら中へと入る。薫(かおる)はそんなイルガに、どうしたものかという目線を浴びせることしかできなかった。

			　全員が治療院の中に入ると、ソファに座って自己紹介を始めた。このままではただの変な人という認定を受けかねないからでもある。

			　リースはリリカと気が合わず、なぜかイルガと意気投合し、２人は話し込んでしまった。

			　そんな２人を、リリカは頬を膨らませて恨めしそうに見つめる。

			　薫(かおる)は、また面倒くさいことが起こるなと思った。

			　イルガの学習能力のなさに悩まされながら、薫(かおる)はリリカにフォローを入れた。

			「で？　カオル、この２人は使えるの？」

			「そ、それなりにはできるとは聞いてるけど、実際は知らへんよ」

			　嘘をついても仕方ないので、薫(かおる)はそのままのことをリースに伝える。戦力外なら帰ってもらってもいいと考えていた。

			「おいおい、なんだ？　一応、これでも俺とリリカは迷宮攻略者だぞ？」

			　イルガは胸を張ってそう言った。かなり自慢げだ。

			「え？　そうなんか？　じゃあ、めっちゃ強いんやないんか？」

			「なんでカオルが驚いてるのよ……。ていうか、大迷宮を攻略したわけじゃないんでしょ？」

			　どの程度の迷宮を攻略したのかを確認する。小規模であれば、そこまで大したことはないからだ。

			「大迷宮は、ここが初めてだ。前に行ったのは中規模クラスだな。それなりに有名なところだぞ？」

			「どこを攻略したの？」

			「この大陸の最西端に位置する【ライアス迷宮】よ。私の未来の旦那よ？　強いに決まってるじゃない。２人とも疑ってるの？」

			　リリカにジトッとした目で見つめられるが、薫(かおる)にはその迷宮がどれだけ凄いかなどはわからない。まったくもってそこらへんの情報が欠落しているからだ。

			「ラ、ライアス迷宮!?　本当にあそこを、あんたたち２人で攻略したの？」

			　リースはリリカの言葉に目をパチクリさせる。その表情から、凄いところを攻略したのだろうなと容易に想像できた。

			「攻略には半年ほど掛かったがなぁ。なんとか攻略して報奨金も出たぞ。まぁ、地位と土地はいらないからもらわなかったがなぁ」

			「リース、俺には中規模とかそういうのわからんのんやけど、凄いんか？」

			　その発言に、どうしてそんなことも知らないんだという目線が一斉に向けられた。

			「あんたはほんとに……」

			「「カオルらしい……」」

			「酷い言われようやな……。まぁ、別にええけど」

			　３人ともこういった薫(かおる)の無知なところを知っているため、仕方がないかと説明してくれるようだ。ありがたい限りである。

			「そういえば、前に話したよな？」

			「俺が聞いたのは、迷宮を攻略すると金とか地位がもらえるってことだけやしなぁ」

			「ん？　そうだったか？」

			　イルガは一通り教えたはずだが、という表情をする。しかし、そこらへんについては、まったく教えてもらってない。そんな薫(かおる)の目線に気がついたイルガは、頭を掻きながら苦笑いをする。

			「そうやで……。思い返しても教えてもらってへん。酷い言われようやったけど、教えてもらってないから知らんわ」

			「あははは、すまんすまん。まぁ、時間もまだあることだし、ちょっと説明してやるか」

			「頼むわぁ。あと、わかりやすくな」

			「はいはい、とりあえず、迷宮は生き物っていうことは……知らないよな？」

			「おう、知らん」

			　薫(かおる)は自信満々に返す。下手に知ったかぶって、あとで知らないことが露呈しては意味がない。

			「そう返ってくると思ってたけど……。こんな初歩的なことを知らないなんておかしな話だな。普通は、子供のころに親から教わることだぞ？　どんな辺境で生まれたんだよ」

			「まぁ、それは置いといて。迷宮が生き物ってどういうことや？」

			　迷宮は、人を食らうために生まれると言われている。

			　なぜ生まれるかは現在も把握できていない。どんな場所にできるかもわからないからたちが悪い。

			　また、人が迷宮に入らないと、モンスターを迷宮外に召喚して周りを襲うとされている。要は、人という餌(えさ)をおびきよせるために、迷宮はモンスターを召喚するのだ。

			　早めに攻略してしまえば、あとは安心して放置できる。

			　だが、何年かに一度はその迷宮に潜って調査をしないといけない。

			　今のところ、復活したという報告はされてないが、何があるかわからないため、そう決められているのだ。

			　迷宮の中には異例として扱われているものもある。

			　このグランパレスの大迷宮も、その１つである。

			　発見当時、迷宮街に放たれる魔物が異常だったのだ。グランパレスの眼の前に広がるササラ大草原に、火龍などがいたと言われている。

			「そんなところに、よくこんな都市作れたな」

			「あははは、そりゃできたさ。なんせ、最大級と言われた大迷宮を攻略した当時、最強と謳われた冒険者ギルドのコミュニティが徴集されたんだからな」

			「へぇ～、また凄い化物やったんやろうなぁ。火龍とかを倒すくらいの奴らやろ？」

			「ああ、あれはまさしく最強という言葉にふさわしい人たちだ」

			　憧れも入っているように思えるその言葉に、薫(かおる)は一度見てみたいという興味が湧く。

			　イルガはついでに冒険者ギルドや他のギルドの話もしてくれた。

			　冒険者ギルドは、この大陸のほとんどに張り巡らされている最大級のギルドである。

			　冒険者ギルドの中に、探索者ギルドも入っている。その他に商人ギルドや治療師ギルドなどもある。

			　まず、冒険者ギルドは市民や国からの依頼によって冒険者を派遣する。依頼内容によってランク分けされ、一定以上のランクの者でなければ受けられない依頼もある。

			　ランクは上から、ＳＳＳ、ＳＳ、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの８段階となっている。

			　探索者ギルドのランクは冒険者ギルドと同等なので、どちらかが上がれば、もう一方も自動的に上がる。

			　冒険者ギルドで発行されるカードには、迷宮攻略などの情報が記載され、複製や偽造もできない。完全なる管理がなされ、どこの冒険者ギルドに行っても使うことができる。

			　一方、探索者ギルドは迷宮の攻略を目標に動く者たちの集まりである。

			　メインは探索者として動くが、街々で依頼があれば冒険者としての仕事もするといった感じである。

			「冒険者ギルドはこんな感じだ……。わかったか？」

			「ああ、大丈夫や。で？　コミュニティってのは簡単に作れるんか？」

			「いや、最低でもＣランクまで上げないと作ることはできないな」

			「最初のころは１人で頑張れってことか？」

			　薫(かおる)が首を傾げていると、イルガは諦めたかのように答えてくれた。

			　Ｄランクまでは冒険者ギルドが後ろ盾となり、新米冒険者を守ることが決まっている。Ｃランクで一人前という取り決めができるまでは、新米冒険者たちがコミュニティを作ってもすぐに死人が出てしまうという事例が数多く発生したためであった。

			　コミュニティを持つことで、心が大きくなり無理をしてしまうということがある。

			　なので、Ｃランクまではコミュニティを作ることができない。

			　Ｃランク以上の者が作ったコミュニティに入ることはできるのだが、自身もＣランクになる前に入るのは推奨されていない。なぜなら、使い捨ての駒にされてしまうことがあるからだ。

			　その話を聞いた薫(かおる)は、ようはＣランクがいろいろと動きまわる制限のボーダーラインと理解した。

			「Ｃランクねぇ。めんどそうやなぁ」

			「カオル、Ｃランクがどれくらい凄いかわかってないから、そう言えるんだぞ」

			「俺は探索とかはええわ。のんびりと治療しながら暮らすからなぁ」

			　薫(かおる)は基本的に迷宮に潜ったり、未開の地に足を踏み入れたりすることなど考えていなかった。潜るときがあれば、そのときはそのときだ。

			　しかし、前聞いたときより迷宮に関しての情報が手に入った。

			　これで、この街を出て、次の街に行くときに気をつける１つのラインがわかった。

			　街がある、すなわち迷宮がある。攻略されているかは不明だが。

			　また、モンスターが街道や山にいるならば、その近くに迷宮があり、人という餌(えさ)を欲している。

			　薫(かおる)は１つ疑問を持った。迷宮が発生して、そのまま放置し続けるとどうなるのかだ。

			　だいたいの予想はつくのだが、答え合わせのために聞くことにした。

			「迷宮を放置し続けると、どうなるんや？」

			「ああ、それも昔試したらしいんだが、悲惨だったらしいぞ。迷宮が進化して層が深くなり、召喚されるモンスターが最下層じゃないと出てこないモンスターになったらしい」

			「えぐすぎやな……」

			　薫(かおる)は、火龍などが飛来する迷宮の入り口を想像して溜め息を零した。

			「相当な被害が出たらしい。今も放置されてる迷宮はあるが、ボーダーラインを超えないようにするのが現状だ」

			「まぁ、対処してるんならええんやろうけど。これやと、国同士の争いとかも起こらんやろうなぁ」

			「昔はあったが、今は大陸を一国がまとめているから問題はない……」

			「ん？　統一でもしたんか？」

			　ふとした疑問を薫(かおる)が口にすると、呆れながらもイルガが説明をしてくれた。

			　数年前までは、この大陸は７つの国に分かれていたらしい。

			　治療国家エイルガーデン、首都はエクリクス。

			　雷の王国デルドライド、首都はトライトライド。

			　炎の王国フェルディリア、首都はナイトハルバ。

			　氷の王国アインスシュカリブ、首都はグラスハイド。

			　風の王国フランベルグ、首都はスピカ。

			　魔導大国シャルディアーツ、首都は、シャルディラン。

			　軍事国家レイディルリークス、首都はレイディルガルド。

			　そして６つの国は、たった数日で一国によって崩壊した。

			　軍事国家レイディルリークスの皇帝のスキルによってである。

			　そのスキルは力を持っていたすべての者に制限を掛けるものだった。本来の力が出せなくなった国を治めていた者たちは、一国を除いてすべての権利を放棄した。いや、そうせざるを得なかった。

			　力がないまま歯向かうことは、確実に死を意味したからだ。

			　しかしながら、５つの大国の王たちは、民が暴動を起こさないようにかなり手を焼いたという。民の中には、レイディルリークスに戦争をふっかけようとする者もいたが、それで故郷が滅んでしまったら本末転倒である。

			　皆、渋々統一を受け入れ、現在は落ち着きを取り戻している。

			　レイディルリークスが国を統一したのちに、元々治めている地域は元の国の王に任せるとしたからでもある。

			　なぜこのようにしたかは、一国だけすべてを放棄しなかった国があったからである。

			　それは、魔導大国シャルディアーツであった。シャルディアーツは、レイディルリークスとの戦争を引き起こした。

			　結果はレイディルリークスの圧勝であった。シャルディアーツは領土のほとんどを奪われ、痩(や)せ果てた領土のみが返還され、楯突くとこうなるという見せしめとして残されたという。

			　それを聞いた薫(かおる)は、なんとも言えない行動に走ったなと思案する。

			　能力に制限がかかるのならば、負け戦でしかない。完全に愚策である。

			　しかし、シャルディアーツの行動が、他の国への圧政を防いだ要因なのだからなんとも言えないのだ。

			　レイディルリークスも多分、これ以上の戦争をすることを善しとしなかったのだろう。

			　そのまま圧政を行えば、他の国が共闘し、数にものを言わせて攻めこまれかねないからだ。

			　それに、今は安定しているが、これからどうなるかはわからない。

			　皇帝のスキルの効果がなくなれば、確実に崩壊は免れないだろう。今までの行いがすべて自分自身に返ってくるのだから。

			　そこまでちゃんと考えて今の統一国家を運営しているのなら、平和なのかもしれないと薫(かおる)は思うのだった。

			「結果はどうあれ、今はそれでなんとか纏(まと)まっとるんやろ？」

			「そうだな……」

			「それまで平和やったかは知らんけど、この街とかを見てると平和そうやで？」

			「統一前と比べると……。少し窮屈にはなったか」

			「それ以外は変わらへんのんか？」

			　薫(かおる)の疑問にイルガは頷く。

			「なら、今統一してる奴らがちゃんとしてればええやん。ただ、道を踏み外すんなら、そんときに皆でそれを正すまでやな。こっちはそういったことがないか、ちゃんと見とかなあかんってところやろ？」

			「薫(かおる)は変わってるな。そんなふうに考えたことはなかったぞ」

			「人それぞれやし、そんなもんやて」

			　そう言うと、薫(かおる)は窓際へと向かった。一服しながら気持ちを落ち着かせる。

			　辺りは暗くなり、人通りも少なくなってきていた。煙を吐き夜闇に吸い込まれていくのを目で追う。

			　そろそろかなぁと思いながら、煙草を消して窓を閉め、皆に気を引き締めるように告げる。

			　嵐の前の静けさのような気がして、薫(かおる)の心はざわつくのであった。

		

	
		
			　

			第二話　忍び寄る黒い影

			　

			　治療区域の裏路地に、真っ黒のローブを頭から被った人影が５つ伸びていた。

			　他の者に気がつかれないように気配を殺している。

			　そんな中、リーダー格の者が集まった者たちにゆっくりと話しかける。

			「お前ら……全員揃ったな？」

			　リーダー格の声に応えるように、４つの影の首が縦に動く。

			「今回の目標は、２人の治療師と迷宮熱の特効薬だ。はっきりと言っておくが、この山はでかい……。今まで以上にだ。報酬も今までで最高額が提示されている。アルガス様の精鋭部隊としても、絶対に失敗の許されないものと言ってもいい。作戦はいつも通りだ。気合を入れていけ！」

			　４人は頷いたあとに路地から出て、散り散りにリース治療院へと向かった。

			　その場に残ったリーダー格の者は路地から出る前にローブを脱ぎ、一般市民と変わらない出で立ちに変装する。普通に人混みに入れば、見分けることはまずできないだろう。

			　そして、作戦を決行するため夜の街にまぎれた。

			　

			　アルガスの部隊が去ったあと、闇の中から２人組の男たちが姿を現す。

			「これは面白くなりそうだぜ。くっくっく」

			「そうですね。まさかアルガスを消す用事が、迷宮熱の特効薬に化けるとは運がいい。実に運がいい♪」

			「エクリクスの老害どもに一泡吹かせられるぞ？　汚れ仕事からこれでおさらばだ。あ〜、あいつらの悔しがる顔が見れると思うとワクワクするぜ。とりあえず、今の奴らが上手いことやれば、治療師たちはアルガスのところへ行くぜ。そうだなぁ、アルガスが聞き出したところを狙って自白剤でも飲ませるか……。病気はこの薬で治るって言えば、飛び付くだろうぜ」

			　灰色のフードを目深に被った男は、懐から取り出した瓶を握りながら下品に笑う。

			「貴方(あなた)は、本当に怖い人ですね。あの薬は、廃人になるんですよ？　まぁ、こっちからしたら知ったこっちゃないけどね♪　手紙に書いてあった病状から見て、前来た者と同じ症状ですので治療魔法は効かないでしょうから、消えてもらった方がエクリクスのためというものです」

			「美味(おい)しい話でもねぇのになぁ。くっくっく。貴族だからって優遇されると思ってやがる。本当、俺らからしたら金を運ぶだけの間抜けな存在なのによぉ」

			「そうですね。それじゃあ、のんびりと待ちましょうか」

			　２人組は不気味に笑い、夜闇に溶け込むかのように消えていくのであった。

			　

			　22時を回ったころだろうか。

			　リース治療院の扉を叩く音がする。

			「す、すみません。誰かいらっしゃいますか？　お願いです！　た、助けてください」

			　切羽詰まった声が治療院内にも聞こえてきた。

			　リースは飛び起きて、アルガスの者の奇襲だと思い身構える。そして、ゆっくりと扉に近づき、中から話しかけた。

			「ど、どうなされたんですか？」

			「娘が……迷宮熱に罹(かか)ったんです。衰弱していて、私にはどうすることもできません。ここに、迷宮熱の薬があると聞いてきたんです！」

			　リースは扉を少し開けて、その者の姿を見る。

			　院前にいたのは、一般的な女性だった。そして、女性の腕の中には苦しむ少女がいた。呼吸は荒く、額には大量の汗を掻いている。

			　少女に目をやったリースは、本当の病人だとすぐさま判断した。かなり衰弱しているため、緊急を要する。

			　リースは一度扉を閉め、薫(かおる)を呼んだ。

			　万が一、アルガスの手先であったときのことを考え、気を緩めずに行動する。

			　リースは薫(かおる)と一緒に再び扉を開けると、苦しむ少女の具合を見るため治療院内へと通す。

			「ど、どうなんでしょうか？　娘は……大丈夫なんでしょうか？」

			　女性は表情を青くして薫(かおる)とリースに問いかけてくる。不安でたまらないのだろう。

			「大丈夫ですよ。今、薬と体力回復魔法を施しますので」

			　リースはすぐに少女をベッドに寝かせて、処置の準備をする。

			　薫(かおる)は、リースの治療姿を見ながら辺りを警戒していた。

			　しかし、リースが体力回復魔法を少女に掛けようとした瞬間、女性の背中から院内いっぱいに煙幕のようなものがシューッと音を立て広がった。

			　リースと女性は、何がなんだかわからずにパニック状態になる。

			　辺りは真っ白で、１メートル先すら見えない状況だった。

			　そして、裏口のドアがドンッと無理やり開けられる音が聞こえた。ドタドタと数人がこちらへ走ってくる音が響く。

			　その物音にリースは青ざめ、どうしていいかわからず悲鳴をあげようとしたとき、薫(かおる)の手がリースに伸びる。

			　リースの身体を引き寄せた薫(かおる)は、そのまま戦闘態勢に入る。

			　黒い影が、薫(かおる)とリースの背後から襲いかかった。

			　当たれば確実に意識を奪われる、そんな一撃。

			　黒い影の者は薄っすらと口角を上げ、薫(かおる)の首を確実に捉えて打ち抜いた。

			　薫(かおる)はそのまま力なく地面へと倒れていく。

			　だが、その倒れゆく薫(かおる)の姿が残像のようにぐにゃりとねじ曲がり、霧のように拡散された。

			　黒い影の者は目を見開き、辺りを見渡そうとしたときには既に薫(かおる)に背後を取られ、首根っこを掴まれて床に叩き付けられる。

			　院内に鈍く重い音が響き、黒い影の者は床に倒れたままピクリとも動かない。

			　薫(かおる)のカウンタースキル『合気道』が炸(さく)裂(れつ)したのだ。

			「いや～、危なかったわぁ……。持っててよかった完全カウンタースキルってね」

			「「!?」」

			　薫(かおる)の呑気な声のあとに、院内の温度が一瞬にして下がった。薫(かおる)はでたらめな魔力強化の威圧を敵のみに向ける。

			　院内にいた他の黒い影たちは、煙のおかげで薫(かおる)には見えていないものの、あまりにも桁外れな威圧に意識を持っていかれないようにするだけで精一杯だった。

			「さぁ、どないする？　もう何人かいるんやろ？　あ～、でも動けへんやろうなぁ」

			　視界の悪い中、薫(かおる)の声が響く。

			　余裕のある声に、黒い影たちは嫌な汗を掻く。

			「こ、この化物め!!　き、聞いてないぞ……。こんな奴だなんて！」

			「そんな化物とか褒め言葉やめ～や」

			　そう言いながらも、薫(かおる)の目はまったく笑っていない。さらに魔力を込める。

			「ぐっ!?」

			　声にならないうめき声が上がる。黒い影たちは、どうすることもできない状況に顔を顰(しか)める。

			　最初の威圧よりも恐怖心が増す。そして、当てられ続けているだけで、脂汗が額に浮かび上がってくる。膝が笑い歩くことすらままならない。

			　今すぐこの空間から逃げ出したいという気持ちに心が飲み込まれていく。

			　黒い影たちがそんなことを考えているうちに、煙がだんだんと薄くなってきた。

			　この煙幕は、魔法の一種のようだ。院内だけに発生させていたのだが、術者の意識を奪ったことでゆっくりと消えていく。

			　薫(かおる)の威圧のせいで、体の動きが止まっている２人は、待機していたイルガとリリカに背後から殴られて、意識を失った。

			「ふ～ん、一応それなりの使い手みたいね。イルガには負けるけど」

			「そうか？　雑魚にしか見えなかったぞ？」

			「ちゃんと相手の技量を見極めないと痛い目に遭うよ」

			「わ、わかってるから、そんな目で見ないでくれ……」

			　苦笑いを浮かべるイルガ。リリカのジト目が効いているのだろう。

			「カオルの威圧で、動きに制限が付いてたからそう思うだけよ」

			「ま、まさかとは思うが……カオルの魔力ってかなりヤバイレベルなのか？」

			「多分だけど、Ａランクくらいの魔力を持ってるんじゃない？　腹立たしいけど私より１ランク上だと思う……」

			「マジかよ……」

			　イルガは嫌な情報を聞いたと言わんばかりに、顔を顰(しか)めて薫(かおる)を見る。

			「マジよ。でも、本人は自覚がないみたいなのがまたアレよね……」

			　２人は溜め息を吐きながら、薫(かおる)の潜在能力が自分たちよりも確実に上だと思い始めるのであった。

			　

			　リース治療院がよく見える高い屋根の上で、黒い影の者が２人、監視役として待機していた。

			　院内で起きている騒ぎが、そろそろ収まったであろうと思い様子を窺う。

			　だが、一向に仲間が出てくる気配がない。それにだんだんと疑問を持ち始める。

			　そして、嫌な予感がしたときには既に遅かった。

			　黒い影の者の背後にはラルフ、ダリア、シュミットが、気配を完全に消して立っていた。２人の能力を一瞬で無力化する。

			「いや～、やっぱりこうも警戒心が違う方へ向いてる相手だと、楽に仕事ができるねぇ。さて、ダリア、シュミット、こいつらを罪人の館へ連れていってくれるか？　あと、カイン様への連絡も頼む」

			　ラルフがそう言うと、ダリアとシュミットが肩を竦めながら「了解」と返す。

			　そして、気を失った黒い影たちを抱えると、２人はその場から一瞬で姿を消した。

			　２人を見送ったラルフは頭を掻きながらリース治療院へと向かう。

			　薫(かおる)の力がどの程度かを測りたかったのもあるが、リースの護衛役なのに薫(かおる)にリースを任せてしまったことを、後で何か言われるだろうなと思いながら、薄暗い中を屋根伝いに駆けていった。

			　

			　院内では、黒い影を纏(まと)った３人が地べたに転がっている。

			　かなり異様な光景なのだが、薫(かおる)は何もないかのように行動していた。

			「はい。これで、もう大丈夫やからな」

			　薫(かおる)は苦しんでいた少女に、魔法と薬で処置した。

			　小さな少女は呼吸も安定し、母親の胸の中で安らかな寝顔で眠っていた。

			「あ、ありがとうございます。あの……後ろの３人はいったい」

			「気にせんでええよ。迷宮熱の特効薬を盗みに来たアホどもやから」

			「そ、それじゃあ、あのときに情報をくれた人たちの……」

			「ほう……どんなこと言われたんや？」

			　母親は、娘の症状が悪化し、困っていたときに家を訪ねてきた者の話をした。見ず知らずの男性からこの治療院のことを聞いたという。この時間でも見てくれるかもしれないと教えられ来たらしい。

			　作戦を遂行するための駒として一般人を使ったのだろうと、薫(かおる)は推測する。

			　最初の煙が出たのも、設置型の魔法か何かをあらかじめこの親子に仕掛けていた可能性もあった。

			「なるほどなぁ。でも処置できてよかったわ。一応、この薬をもう２日間飲んでくれ。それで完治すると思うから」

			「本当にありがとうございます。何度お礼を言っても言いきれないです」

			　そんなやりとりをしていると、裏口からラルフが帰ってきた。

			　ダリア、シュミットは、黒い影たちを罪人の館へと連れていって遅れるとのこと。

			「すいません、カオル様。護衛の任務があったのに、リースさんをカオル様に任せてしまって」

			「別に構へんよ」

			　薫(かおる)はからからと笑いながら、そう言った。

			　ホッと胸をなで下ろすラルフだったが、その瞬間ゾクっと体温が強制的に下がったような感覚に襲われる。ふと薫(かおる)の方を見ると、

			「次、試すようなことしたら容(よう)赦(しや)なく、しばくからな……」

			「ははは……肝に銘じておきます」

			　一瞬の出来事ではあったが、心臓を握り潰されそうな感覚に陥(おちい)った。ラルフは脂汗が額に浮かび、苦笑いすることしかできなかった。

			「それじゃあ、お大事にな。ちゃんと寝かせるんやで」

			「はい」

			「カオル、あんた私の治療院を自分の所有物のように扱ってるじゃない」

			「そんなことないで？　リースが平常心で治療できそうにないからやっただけや」

			「で、できるし！　できたもん！」

			　頬を膨らませて抗議するリースだが、薫(かおる)はソッと視線を足元へと向ける。

			「膝が笑いすぎて生まれたての子鹿状態でよう言えたな……」

			「うぅ……」

			　リースは顔を真っ赤にし、今にも殴りかかろうとしたが、思うように力が入らずにふらふらとする。なんとも滑稽な状態だった。

			　そんな中、ラルフは黒い影の者が着ているローブのフードを剥ぎ取る。

			　すると、母親が驚きを口にする。

			「こ、この人です。ここに来たらいいって言った人です！」

			「ビンゴやなぁ。それは確実か？」

			「はい。間違いないです」

			「それじゃあ、後日証言してくれるとありがたいんやけど、ええかな？」

			　薫(かおる)がそう言うと、母親は快く受けてくれた。

			　今日は夜も遅いので、母親と娘は帰した。意外と近くに家があるようだ。

			「カオル様、一応この者たちに魔力拘束具をつけました。これで魔力を使うことはできない状況なので安心してください」

			「要するに逃げられへんのんやろ？」

			「そうですね。簡単に言ったらそうなります」

			　薫(かおる)とラルフがそんな話をしている最中に、イルガとリリカはのんびりと椅子にもたれ、茶を飲んでリラックスしていた。

			　その後はラルフに拷(ごう)問(もん)を任せて、黒の影を纏(まと)った者たちから情報を聞き出すことにした。

			　初めは口を割らなかったが、薫(かおる)の「死なない程度の重傷なら何度だって治せるから、適度に吐くまで続けてもいい」の言葉に３人とも青ざめた。さらに笑顔のラルフに骨を折られ、とうとう白状した。結局、嘘かどうかを確かめるため、数回骨を砕かれていたが。

			　いや……たしかに治せるとは言ったが、躊(ちゆう)躇(ちよ)なくやるのはどうかと思う……。

			　顔をクシャクシャにして大の大人が泣き喚いていた。

			　回答は変わらず、嘘でないことがわかった。

			　アルガスから、薫(かおる)とリースを拉致して特効薬の精製方法を盗むことを命じられたことまで洗いざらい吐いた。自分たちの身分も、アルガスの精鋭部隊ということや、言わなくていい昔の悪事までもだった。

			　ラルフの拷(ごう)問(もん)に耐えられる自信は皆無なのだろう。

			　いや、薫(かおる)の回復魔法があるからできる永久の拷(ごう)問(もん)だからこそというべきか。

			　それを受けたくないなら喋(しやべ)るしかない。なんともかわいそうな奴らなのだろうかと、薫(かおる)はちょっと同情してしまう。まぁ、悪いことをしたのだから、それなりの罰は受けるのは当然なのだが。

			　途中、ダリアとシュミットは、「戦利品♪　大漁大漁♪」と言いながら、黒い影の法衣を纏(まと)って帰ってきた。

			「凄いですよ、ラルフ。この法衣かなりレアなやつでした」

			　そう言いながら、シュミットはラルフにその法衣の概要を説明した。

			　この黒い影の法衣は、鴉羽の法衣と言う。隠密性の高いスキルが付いており、人に察知されづらい防具だ。

			　それを聞いた薫(かおる)はあくどい笑顔を浮かべたまま、脳をフル回転させる。

			「では、この者たちは用済みなんで罪人の館へ連れていきますね」

			「構わんよ〜。情報も得たことやしな。まさかこうもペラペラと喋(しやべ)るとは……主人のために死ぬくらいの覚悟を持っとるかと思っとったわ」

			　こういう奴らは口が固いものだと、薫(かおる)は思っていた。しかし、今回は例外だろう。あんな拷(ごう)問(もん)を受けたのだから。

			「カオル、俺らはこれで終わりだよな？」

			「うーん。そうやなぁ……」

			　薫(かおる)は少し考えたあと言葉を続ける。

			「もうちょい付き合ってくれるとありがたいんやけど」

			「構わんが……。少し、面倒くさそうなのに巻き込まれてる予感がするからなぁ」

			「じゃあ、こっからは依頼や」

			　薫(かおる)が、イルガとリリカに耳元で金額を提示した瞬間、２人とも「ぜひやらせてくれ」「私たち、親友じゃない♪」とお目々をリラマークにして薫(かおる)の肩を掴んだ。

			　あまりの変わりように薫(かおる)の表情は少し引きつった。

			　イルガとリリカは、グランパレスに来て早々、迷宮熱で所持金が吹っ飛んでいたため、今は少しでも稼ぎたかったのだ。彼らにとってこれ幸いなのである。

			　薫(かおる)は、床に転がって涙を流している者たちから鴉羽の法衣を剥ぎとった。

			　それをイルガ、リリカ、ラルフへと渡す。

			　しかし、薫(かおる)には１つ懸念があった。こうして剥ぎとったものは、盗難などの罪にはならないのかということだ。

			　イルガは、それについては何もないと答えた。襲われている時点で、殺されても文句は言えないらしい。まぁ、自業自得だなと思う。

			　それに、現行犯しか罪に問えないというのもある。それ以外は、賞金が付くほどの悪事を働かないかぎりは捕まえられないのだとか。

			　なんともガバガバな体制なのだろうかと薫(かおる)は思う。

			　しかし、これでもまだいい方かなとも思わざるをえない。裁けない者がいるのであれば、大問題だからだ。

			　軽犯罪（窃(せつ)盗(とう)など）は、基本、やられた側が罰を与えたりして、罪人の館を使うことは被害者の裁量次第となっている。捕まれば、ボコボコにされるのはまず間違いないだろうが、かなり曖(あい)昧(まい)だ。

			　適切に裁けないのであれば、報復をする者が確実に出てくる。

			　なので、捕まるとかなり厳しい罰が待っているのだとか。

			　罰の内容については、一般の人たちにもそれほど広く浸透はしていないが、罪人の館へと入れられた者は、重罪であれば確実に出てこられることはないと言われている。出てこられたとしても、奴(ど)隷(れい)へと変わり、今まで固めてきた地位などはすべて奪われ、惨めに一生を誰かの下で働くことになる。

			　奴(ど)隷(れい)も拾われる者により、戦闘奴(ど)隷(れい)、生活奴(ど)隷(れい)、永久奴(ど)隷(れい)に分かれる。

			　戦闘奴(ど)隷(れい)は、冒険者もしくは探索者と一緒に迷宮や未開の地へと駆り出される。

			　レベルが低い場合は捨て駒のように扱われるが、使える者はかなり優遇される。

			　生活奴(ど)隷(れい)は、名前の通り生活一般に使われる奴(ど)隷(れい)だ。

			　商人が買えば、物資を運ばされ、貴族などが買えば、使用人とされるなど買い手によってその者の人生が大きく左右される。

			　そして、最後の永久奴(ど)隷(れい)は炭鉱で採掘を死ぬまでやらされたり、水商売などで使われる。

			　使い捨てとされ、人としての尊厳は皆無とされている。

			　あまり大きなことはしないでおこうと薫(かおる)は胸に誓った。

			　捕まったりすれば、人生が終わる。

			「さて、そしたら今からアルガス邸へ行って一本釣りでもするか」

			　薫(かおる)は皆に、自分とリースが捕らえられた形でアルガス邸に行くという作戦を伝える。

			「ちょ、ちょっと待ってください。現状、かなりの証拠が出揃いました。それに当初の計画とかなり状況が変わってます。これ以上しなくても爵位は確実に落ちます」

			　ラルフは慌てて薫(かおる)を止める。これ以上は危ないという判断だ。

			「まぁ、それはええんやけど……。もう１個あんねん」

			「な、何があるんですか？」

			　薫(かおる)はアルガスの病気のことを皆に話した。

			　リースが、アルガスに生きて罪を償って欲しいことも。

			　それには、アルガスのところに行かなければ話にならないということを伝えると、ラルフたちは渋い顔をする。あまり良いことではないということは明白だからだ。

			　これは薫(かおる)とリースのわがままだ。動けないのであれば、ここでラルフたちは引いてもらっても良いと言ったら、カインからの命令のためそれはできないと断られた。

			　そのため、ラルフ、ダリア、シュミットは渋々了承した。

			　イルガとリリカは、お金が手に入るので即答であった。

			「すまんなぁ。もうちょっとだけ付き合うてくれると助かる」

			「ごめんなさい。私のわがままだから……」

			「しかし、カオルはそんなものも治せるのか？」

			「まぁ、今回の迷宮熱の薬だって俺が精製したものやからなぁ」

			「「はぁ!?」」

			　イルガとリリカは呆気にとられ、言葉を失う。

			　ラルフたちは、カインから先にその情報をもらっていたからそこまでは驚かなかったが、最初に聞いたときは開いた口が塞がらなかった。追い打ちのように、アリシアの病気も治したと言ったときは腰を抜かすほど驚いた。

			　今まで、治療法らしい治療法がなかった迷宮熱の特効薬を作り、不治の病とされていたアリシアの病気すら治す。そんな薫(かおる)に末恐ろしさが込み上げてくる。

			　それだけでも凄いのに、今度はアルガスの病気すら治すと言っているのだから、もう呆れるしかない。皆考えることを止めていた。

			「それじゃあ、ささっと治して帰るとしよか。何事もなく終わればええんやけど……」

			「え？」

			　薫(かおる)の最後の言葉にリースは一瞬疑問を抱いたが、アルガスの一件で一杯一杯だったため、それはすぐにどこかへいってしまった。

			　ラルフたちに少し準備の時間をくれと言われ、薫(かおる)はそれを了承した。

			　ラルフたちが院を出ていったあと、イルガとリリカは薫(かおる)に忠告した。

			　これ以上踏み込むと、薫(かおる)自身が死ぬかもしれないと。

			　薫(かおる)は、殺されることがあることをすっかり忘れていた。

			　そう、元いた世界とは違う。情けなどかければ、自身の命が危なくなるのである。

			　数日前にもイルガとリリカにそのことで、こっ酷く説教を食らったのだ。薫(かおる)も覚悟を決めておくことが大事と言われていた。

			　もしも、自分が情けをかけて殺さなかった者に、自身の大切な者を傷つけ殺されたりしたらどうするんだとも言われた。

			　言いたいことはわかったが、なかなか割り切れないのも事実。

			　日本とは比べものにならないほど、この世界は生と死が近いのだ。

			　特別な力と知識を持つ薫(かおる)は、その存在が知られれば高確率で死亡率が跳ね上がる。

			　そして周りにも被害が出る。

			　そのときが来たら心を決めなければと、薫(かおる)は胸に刻んだ。

			　その後、準備を終えたラルフたちと合流し、アルガス邸に乗り込むのであった。

			　

			　夜の12時くらいだろうか。

			　豪邸の執務室で、今か今かと待ち通しい表情を浮かべるアルガス。

			　時計を見ながら、自身の精鋭部隊の帰りを待つ。

			「アルガス様、そろそろ休まれた方が……」

			「バルド、こんな良い気分のときに水を差すな」

			「も、申し訳ございません」

			「お前がよく支えてくれていることはわかっている。娘の恩があるとしてもだ……。だが、今日という日は俺の新たな門出だ。この街と言わず、この大陸のすべてに影響を与えることができるんだぞ？　迷宮熱の特効薬の精製方法さえわかれば、俺は歴史に名を残す偉大なる治療師だ。アルガスという名がこの世界に未来永劫刻まれる。そんなときに休んでなどいられるか……」

			　アルガスは不敵に笑って、その最高の瞬間を待ち詫びていた。

			　失敗などありえないと命じたということは、死ぬ気で命じられたことを遂行しろということだ。今までで１番の大仕事だ。精鋭部隊もそれがわかっている。彼らは、ランクＢのリーダーを頭に集められた隠密行動が得意なスキル持ちだ。

			「わかりました。では、この薬だけでも飲んでおいてください」

			「わかった」

			　そう言うと、アルガスは薬を口に放り込む。

			　薬を飲んだことにホッとするバルド。

			　しかし今飲んだ薬は、ただの時間稼ぎにしかならない。病気自体をどうこうできるものではないからだ。

			　少しして、使用人が執務室の扉をノックして入ってきた。使用人の表情を見て、アルガスは不敵な笑みを浮かべる。

			「帰ってきたか……」

			　使用人は、アルガスの言葉にコクリと頷く。

			　それを見たバルドは、アルガスに一礼をしてから言葉を紡ぐ。

			「こちらに連れてまいりますので暫しお待ちください」

			「ああ、早くするのだぞ」

			　アルガスは待ちきれないと言わんばかりに、バルドを急かす。

			　バルドは、使用人と一緒に屋敷の裏口まで向かった。

			　鴉羽の法衣を身につけた５人が裏口の前に集まり、薫(かおる)とリースを担いでいるのを目にする。

			　２人の拉致に成功したのを確認し、ようやくバルドは肩の荷が下りた。

			　これで、アルガスの病気の情報も手に入るかもしれない。

			「よくやった、お前たち。そのままアルガス様の下へ運べ」

			　鴉羽の法衣を着た者たちは一礼し、裏口から屋敷に入っていく。

			　バルドは何の疑いもなくその者たちを連れ、アルガスの下へと向かった。

			　そう、何の疑いもしなかったのだ。普通ならありえないことだが、この屋敷に入るためには、特殊な魔法の言葉を唱えなければ裏口まで入ってこられない。

			　それを知る者は、精鋭部隊の隊長しかいない。また、精鋭部隊の顔をバルドは知らないというのもある。

			　裏で数々の工作や汚れ仕事を請け負っていた者たちの顔は、アルガス以外知らない。

			　どこで情報が漏れるかわからないからでもある。

			　バルドと精鋭部隊は、アルガスのいる部屋へと入る。

			　アルガスは彼らを見ると、満面の笑みから一瞬で青ざめる。そして、奥歯を食いしばり、怒りに満ちた表情へと変わった。

			「バルドおお！　そいつらは、俺の部隊ではない殺せえええ!!」

			「!?」

			　アルガスの焦りがひしひしと伝わってくる大声に、バルドはすぐに精鋭部隊へと体を向ける。

			　すべてを理解したが出遅れたのは言うまでもない。

			　一瞬の隙が、アルガスたちの勝機を完全に潰す。

			　ラルフ、ダリア、シュミットが一斉にバルドを取り押さえた。床に押さえ付けたまま、ラルフが口を開く。

			「ご苦労様。執事の爺さん」

			　バルドは苦虫を噛み潰したような表情で、ラルフたちを睨(にら)みつける。

			「くそが……あいつらはどうした！」

			　バルドはもがきながら、そう口にした。

			　仮にも、アルガスに仕えている中での精鋭部隊だ。簡単に負けるような奴らではない。

			　だが、現に目の前にいる奴らは、精鋭部隊にだけ渡されていた鴉羽の法衣を着用している。あってはならないことが、目の前で起こっていた。

			　作戦はどうなったのか、精鋭部隊はどうなったのかとバルドは思考を走らせるが、最悪な結果しか思い浮かばない。

			「あいつらなら、全員捕らえて罪人の館に送っといたよ」

			　ラルフはあっさりとアルガスたちに答えを提示する。あざ笑うかのような表情でである。

			「!?」

			「あと、あいつら全部情報吐いたぜ。今回の悪巧みもな。もう伯爵の地位は、なくなるだろうよ」

			「……」

			　アルガスたちは開いた口が塞がらなかった。

			　バルドは、今目の前で起こってる現実が、夢であって欲しいと心の中で思う。

			「もう……お終いじゃ……。アルガス様、すみません」

			　ガクリと項垂れたバルドは、かすれた声で悔しそうに呟く。

			　しかし、アルガスはバルドとは対照的だった。

			「俺は、そんな奴らは知らんぞ。そんな証拠にもならんことを並べられてもな……」

			　その言葉を聞いて、薫(かおる)は大きな溜め息を吐く。

			「一応は、おっさんの下で働いとった奴らやろ？　トカゲの尻尾(しつぽ)切りとか……。あいつらも切られると思ったから、簡単に口を割ったんやろうなぁ」

			　明らかに皮肉であった。上に立つ者として無能だと。信頼すらされていなかったと。

			　アルガスは一瞬青筋を立てたが、すぐにそれを引っ込める。

			「俺は関係ない！　言いがかりだ。それにそいつらが俺の部下である証拠もない！」

			　表情にこそ出してはいないが、アルガスの言葉に焦りが含まれているのは容易にわかった。

			　薫(かおる)からしたら、もっとポーカーフェイスを貫いて欲しいものだった。これでは、自分が犯人ですよと言っているのと変わらない。いや、このようなことが今までなかったのだろう。ここまで追いつめられることが。

			　用心して精鋭部隊を送り込んだにもかかわらず失敗に終わり、尚且つ今目の前にいる者たちはすべての悪事を知っているのだ。

			　アルガスは思考を走らせていた。

			　この場を切り抜けるための最善の一手を。

			　今まで、このような失敗がなかったわけではないが、そんなときは精鋭部隊ですべて解決できた。しかし、その精鋭部隊がいない。自分一人で、この人数をどうにかしようということは、まず不可能だ。八方塞がりのこの状況。時間が経つにつれて、どんどん自身が苦しくなる。

			　そんなアルガスに追い打ちを掛けるかのように、薫(かおる)は口を開く。

			「上に立つ者としては、最低な奴やな。責任の取り方も知らんのんか？　向いてないんやないか？　その地位」

			「だ、黙れ!!」

			　薫(かおる)の声のトーンは少し下がり、軽くあざ笑うかのようだった。

			　アルガスは、今すぐに薫(かおる)の息の根を止め、減らず口を叩けないようにしてやろうかと睨(にら)みつける。

			　その変わりように、薫(かおる)は軽く深呼吸してから言う。

			「そもそもの間違いは、特効薬を盗もうとしたことや。他人の実績を簡単に奪っても、おっさん自身になんも身につかん。要するに、ハリボテなんや。薄っぺらいプライドで今まで積み上げてきたんやったら、一瞬で崩れるのは目に見えとるやん」

			「俺のどこが薄っぺらいだぁあああ！　俺は伯爵だぞ！」

			　怒りに任せ、大きな声で叫ぶアルガス。薫(かおる)の言葉がかなり効いたのだろう。額に血管が浮き出ている。

			「そんなもんただの飾りや。伯爵やからなんや？　それで皆がついてくるんか？　俺から見たら、そこら辺にいるただの治療師とかわらんわ」

			「俺がただの……治療師だと……」

			　アルガスは目を見開く。伯爵の地位を持ち、治療師としてこのグランパレス内では上に位置している。普通の者では、なかなか辿り着けない回復魔法を使えるというのに。

			　薫(かおる)は、肩を震わせるアルガスに残念そうな目を向ける。

			「飛び抜けた治療魔法を使えるわけでもない……。特効薬を作る知識もないやん……。そこら辺で、毎日一生懸命頑張ってる治療師と大差ない。おまけに今の治療魔法のみで満足して、上で胡座(あぐら)かいて何もせんかったら、腕も上がらんしな。雇われてる奴らの成長も乏しいやろ。一部はそんなあんたを見て、ああならんようにって、いろいろと頑張るかもしれへんけど。あと、この分野は、永久に終わらない研究の１つや。日々進歩していかなあかん。それを止めたら、何もかもが止まってしまうんや。それすらわからんのんやったら……。辞めた方ががええよ。あんたは向いてへんわ」

			「くぅ……」

			「別に努力しろとか言わへん。まぁ、努力せん奴についていきたくないやろ。この治療師の下だったら、新たな技術を研究できるとかないんやし。それに、こんなことしでかすんやから完全に泥舟や。得るものがまったくない。そして、魅力すら皆無や。あぁ、唯一あるのはあんたの金と権力ぐらいやなぁ。それ目当てに群がる害虫がいるくらいか」

			　薫(かおる)は冷ややかな目をして、アルガスの総評価を言い放った。

			「……」

			　アルガスは、薫(かおる)の言葉に返すことができなかった。現にリースから特効薬の精製方法を盗み、自身の手柄にしようとしているのだから当然だろう。自身ではそのような発明はできない。

			「あ～、言いたいこと言ったら、ほんの少しすっきりしたわぁ。まだまだ言い足りんけどなぁ……。てか、ほんまにクズしかおらへんのんか？　溜め息しか出えへんわ」

			「カオル、あんたってほんと容(よう)赦(しや)ないわね……」

			　リースは呆れ顔で薫(かおる)を見る。えげつないことをサラッと言っているのが余計、アルガスの精神に堪えそうだと思ってしまう。

			「リースも言いたいことあるんやったら、ガツンと言ったれ」

			　薫(かおる)はどす黒い笑顔をリースに向けた。そんな笑顔でこちらを見ないでいただきたい。鬼か、お前は。

			　リースは薫(かおる)の側まで来て、呆れながら溜め息を吐く。そして、揺れる気持ちを引き締める。

			「アルガス……あんたのことは絶対に許さない。ちゃんと自分のしたことの罪を償ってもらうから覚悟しといてよね」

			　力強い目で、リースはアルガスを見る。

			　しかし、アルガスはその言葉を聞いて笑い出した。

			「はははは、罪を償えだと？　どうせ、俺はもう長くない。自分の体のことは自身が１番知っておる。そんなものどう償えと言うんだ！　この病が治るのなら考えてやってもいいがな！　どうせ、無理なのもわかっている！　どうすることもできないことをな！」

			「本当に上からの物言いやなぁ。まぁ、それなら俺が治したるから、なんも心配せんで償ってくれ。残りの人生をすべて賭けて、死に物狂いでな」

			「「はぁ？」」

			　アルガスとバルドは、なんとも間抜けな声を上げる。

			　薫(かおる)の後ろにいる皆が、大きな溜め息を吐く。見事に皆の行動が一致してなんとも言えない空気が広がる。

			　そして、皆ドッと疲れたと言わんばかりの表情をした。

			「いや〜、もうそっちを追い詰める情報は持っとるから、別にここに来なくてもよかったんや。かなり予定が狂っとるけどな」

			「……」

			「どんな言い訳するのか気になってなぁ。返答は最悪やったけどな。正直、治してもまた同じことやりそうで不安だらけや。まぁ、それをさせるとは言ってないけどなぁ」

			　薫(かおる)は怒気を纏(まと)い、アルガスを睨(にら)みつける。

			「っ……。ほ、本当に病気は治るのか？」

			「ああ、今のところは問題ないで。治す代わりに、ちゃんと償ってもらうけどな。リースに感謝しとけよ。生きて償わせたいって言うたからそうするだけや。そうでなければ、何にも手を出さずに、そのまんまにすることになっとったしな」

			　薫(かおる)の言葉を聞き、アルガスは驚く。

			「小娘が……!?」

			「このまま死なれたら後味悪いじゃない。そう簡単に楽になれないことは覚悟しときなさいよ」

			「そういうことや。治す代価は、爵位の返納と今までの悪事の精算ってところやな。それ以上に落ちる可能性はあるけど。まぁ、生きてればなんとかできるんやから、自力でなんとかしてくれ」

			「アルガス様！　信用してはなりません!!　こやつらの言うことを飲めばすべてを失います!!」

			　バルドは、アルガスに向かって叫ぶ。しかし、薫(かおる)は話を続ける。

			「別に信用しようがしまいが関係あらへん。治したいか、治したくないかや。地位がないからどうだっていうんや。そんなもんにしがみついてても、何にもならへんやろ？　アホなんかお前？　それにな、そんなもん結果だした者が他人から認められたことによってもらうもんや。何もしてない分際で、地位はそのままでとか頭湧いてるんか？　すべてをゼロに戻して……。いや、今からならマイナススタートやろうけど。そこから這い上がるんが普通やないんか？　信用も紙くず同然なんやからな。あと言うとくぞ、お前らはしてはいけない大罪を犯してるんや。それだけは忘れんなや」

			「……」

			　アルガスは無言のまま俯いた。

			「若造が……黙って聞いていれば!!　言いたいことを言いおって!!」

			「頼む……。罪はすべて償う……」

			「ア、アルガス様!?」

			　バルドは目をひん剥いてアルガスを見る。それが、どういうことなのかわかっているのですかと言わんばかりなのである。今持っているものをすべて捨てて、生を掴むということに他ならない。

			「バルド……よい。これ以上は……もう詰んでいる」

			「……」

			「カオルと言ったな……。すべての罪は償おう。落ちるところまでな……」

			　アルガスは、すべてを受け入れたような表情をしていた。これ以上は、何をしてももうどうしようもないということがわかっているのだろう。

			「そしたら、交渉成立やな」

			　薫(かおる)がそういった瞬間、どこからともなく声がする。

			「勝手に治されたら困るぜ。くっくっく」

			　その声は、邪悪に満ちた感覚を植え付けるものであった。

		

	
		
			　

			第三話　エクリクスの刺客

			　

			　広い執務室に響き渡るその声に、皆身構える。

			　薫(かおる)は、リースをかばいながら辺りを見回す。姿はまったく見えない。ラルフたちも薫(かおる)とリースの盾となるようにフォーメーションを組み、いつでも来いと構える。

			　最初に動いたのは、イルガだった。

			「そこか！」

			　イルガは鋭い目つきで執務室の壁にバスターソードを叩き込む。魔力強化で闘気のような靄(もや)を体に纏(まと)っていた。

			　ズドンとけたたましい大きな音を立て、壁に巨大な穴があく。

			「くっくっく、意外と優秀なのが揃ってるね……。危なかったよ、マジで」

			　床に伸びていた影がゆっくりと動き始める。

			「イルガ、これ闇魔法よ。やっかいね……」

			「相性は最悪だな……。さて、どう切り抜けるか」

			　２人は背中合わせになり、小声で作戦を伝える。

			「カオルたちはちょっと下がってなさい！　でかいの一発いくわよ」

			　リリカはアイテムボックスから杖を取り出した。色は白銀で、先端にルビーのような真っ赤に輝く大きな宝石がついている。

			　その杖から、異常な魔力を感じる。

			　街中でどんなアホな規模の魔法を執行するつもりだと、薫(かおる)は冷や汗を掻く。

			　ラルフはその規模がわかったのか、即座にアイテムボックスからこれまたルビーの原石を取り出して地面に叩きつけた。薫(かおる)たちの足元に真っ赤な魔法陣が展開され、一瞬でそれは障壁となる。

			　バルドも即座にアルガスの下へと行き、同じ行動をとっていた。

			　これは相当なことが起こりそうだと、薫(かおる)は苦笑いするしかなかった。

			「中級炎魔法――『フレイム・ノヴァ』」

			　リリカが魔法を唱えると、魔法陣が５つ展開された。大気が一気に上昇して辺りは一瞬で火の海になり、そして次の瞬間、大気は一瞬で圧縮して爆発する。それも縦方向にである。部屋の天井を貫き、１００メートルくらいの火柱が上がった。

			「ちっ、手応えがなかったわね……。本体はいないみたい」

			「いや、いないみたい……。じゃあらへんやろ！　お前、こんな街中でなんちゅうもんぶっぱなしてんねん！」

			「え～、だ、だって、闇魔法は本体を捕えないとどうすることもできないから、仕方ないじゃない……。そ、それに、縦方向に打ち上げたんだから被害が出ないようにもしたし……」

			「いや、そういう問題やあらへん。これ以上そのレベルの魔法をぶっぱなすと、借金で身を滅ぼすぞ……」

			「うぅ～、たしかに……。気をつける」

			　薫(かおる)のド正論に、リリカはちょっと不(ふ)貞(て)腐(くさ)れていじけそうになる。

			　しかし、攻撃魔法というものを初めてみたが、ありえないレベルだった。

			　軽く現代の小型ミサイルのような威力。あれで中級魔法なのだから、その上にある上級魔法は核兵器並みなのではないかと推測してしまう。そんなものを打ち込まれれば、大抵の人間は死に至るだろう。

			　エゲツナイにも程がある。それを、躊(ちゆう)躇(ちよ)なくぶっ放しているのだから、この世界はかなりカオスに満ちあふれているのかもしれない。

			「リリカさん、凄いですね……。あれ炎魔法の中級最終である単体超火力特化の魔法じゃあないですか！」

			「まぁ、これくらいできて当然よ……。火力特化だし……。制御も難しいもん……」

			　ラルフに凄いと言われて喜びたいものの、薫(かおる)の目線に微動だにできないリリカ。

			　リースに至っては、目が点のまま静止していた。

			　あのレベルの攻撃魔法を初めて見たのだろう。あまりにも刺激が強すぎたようだ。

			「さて、ちょっともったいないですが……。アレを使いますか」

			　ラルフはポケットから水晶球を取り出した。

			「さぁ、姿を見せろ」

			　そう言うと、水晶球が光り輝き続けて、暗闇から１人のフード付きのローブを着た男を引きずり出す。

			「ちっ、面倒なものを使ってくれたな……」

			「こんなことで使いたくなかったんですけどね……。シュミット、ダリア行きますよ」

			「「了解！」」

			　ラルフたちは連携してその男へと攻撃を仕掛ける。

			　スピードに乗ったラルフの蹴りをその男はギリギリで躱(かわ)して、バク転で後退する。しかし、すぐ後ろでシュミットが双剣を抜き、斬りかかる。男は体をくねらせ、その攻撃を躱(かわ)したもののかすり傷を負う。そして、着地した先に敷かれた魔法陣により電撃をくらい、倒れこんだ。

			　見事な連携プレイに、さすがオルビス商会の特殊部隊と薫(かおる)は感心する。

			　１つも無駄のない動きで、敵を自分たちの思い通りに動かさせて確実に仕留めにいく。

			　これをやれと言われても、すぐにできるようなものではない。

			　仲間との信頼関係や相手の技のレパートリーなどを、ちゃんと把握しておかないとできない芸当である。まるで、映画などに出てくる特殊部隊を肉眼で見ているように思えて、薫(かおる)はゾクッとする。

			「確保成功だよ。ラルフ」

			「ナイスだったよ。ダリア」

			「クソ……私のところで終わらせる予定だったのに……。精進が足りませんね」

			　３人は、魔法陣の上で電撃を浴びせられ、うめき声を上げる者を見下ろした。

			「さて……君はどこから来たのかな？」

			「ん？　ラルフ、駄目！　こいつ何か仕掛けてる」

			　電撃を浴びていた者が不敵に笑う。

			「やばい！　皆、一旦離れろ！」

			　ラルフがそう言ったときには、もう遅かった。

			　黒いコウモリのようなものが、部屋へと大量に飛来する。

			　そして、全員に襲いかかった。

			「ちょ、ちょっと何これ!?」

			「リリカ、大丈夫か！」

			「こんの～、『サークルフレイム』って、あれ……？」

			　リリカは魔法を使ったにもかかわらず、何も起きない。杖に集中した魔力もすぐに拡散してしまい、魔法式が展開されない。

			「くっ、まさか……魔法妨害!?　どこでこんな面倒なものを手に入れたのよ……。もう！　無理やりこじ開けたら、ＭＰ切れで倒れちゃうじゃない！」

			　苛(いら)立(だ)つリリカを横目に、イルガは目の前を飛んでいるコウモリたちを切り刻み倒していく。

			　かすり傷を負ったリリカの首筋に、呪印のようなものが浮かび上がるのをイルガは見つける。

			「くっそ……高火力のリリカが使い物にならないか……。無理やり使えば、根こそぎＭＰを持ってかれる……」

			「ま、魔力使わなくても、あ、ある程度戦えるもん。や、役立たずじゃないもん!!　てか、イルガ、酷いよ！　残念な子みたいな言い方しないでよ！」

			　イルガの使い物にならないの一言で、大ダメージを受けるリリカ。こんな状況でもまだ余裕があるようにも見えた。涙目ではあるが。

			「イルガのおっちゃん、リリカは大丈夫なんか？」

			　イルガは苦虫を噛み潰したような表情をして答えた。

			「魔法は使えないから、素の戦闘技術のみでの対抗になる……。かなり厳しい展開だ。護衛の３人も魔法は妨害されてるから、どこまでできるかはわからん」

			「きついな……。勝てる勝算はあるんか？」

			「ある……と言いたいが、かなり厳しい状況だ」

			　イルガの表情から相当面倒なことになっているのが、容易にわかった。どう動くかと思考を走らせていると、薫(かおる)自身にもその呪印が浮かび上がる。

			「参りましたね……。水晶を使って、出てきたのが１人でしたから、単独かと思ってました。他にも隠れてましたか……。迂(う)闊(かつ)でした」

			「周りにそんな気配はなかったはずよ……。でも厄(やつ)介(かい)ね」

			「魔法の妨害は痛いですね……。どうします、シュミット」

			「魔法なしで行くしかないでしょう……。素の力が試されますね……」

			　ラルフたちは、ちょっと苦い表情になる。

			　先ほどまで魔法陣の上でうずくまっていた男は立ち上がり、苛(いら)立(だ)ちをあらわにした。

			「おい、加勢するのがおせ～んだよ、アウラ」

			　すると、影からもう１人男が現れる。

			「人数的に、こっちが不利なんですから仕方ないでしょう、コウダー」

			　影からぬるりと姿を現したのは、コウダーと呼ばれる最初に出てきた者と同じ服装のアウラという者だった。

			「７対２では、さすがに私たちでも負けるのは目に見えてるから、私が作戦を立てたというのに……その物言いとはまったく……。コウダー、ちょっとは頭を使ってくださいよ」

			「わかってるよ……。でも、あいつらも油断したんだから結果オーライだろ？」

			「まぁ、そういうことにしときましょうか……。では、皆さんもう１つ制限をかけさせてもらいます」

			　アウラがそう言うと、コウモリたちが一瞬で弾け飛び、黄色い光となる。

			　ラルフたちや、イルガはその光景に身構えたが、既に遅かった。

			「『麻痺拘束(パラライズ・バインド)』」

			　魔力妨害の呪印に反応するように黄色く光る。

			「おいおいおい、麻(ま)痺(ひ)まで食らうとどうしようもできないぜ……」

			　イルガの表情が、今度は本気でヤバイというものに変わる。魔法妨害だけならどうにかなると思っていたが、これは計算外だったのだろう。リリカも同じ表情をしている。

			　身動きが取れなくなったら、あとはなぶり殺されるだけだからである。

			　どうすることもできない状況へと変わってしまい、皆の奥歯を噛む力が強まる。

			　そんなとき、リースが動いた。無理やり『麻痺治療(パラライズ・キユア)』を使用したようだ。

			　妨害の上から執行すると、ＭＰを異常なほど持っていかれた。妨害状況で魔法を無理やり執行すると、体に相当な負担をかけるのだ。

			「カオル、あんたぼけっとしてないで、早く皆の麻(ま)痺(ひ)を解除しに行くわよ！」

			　白衣を靡(なび)かせ、イルガたちの下へと走りだすリース。

			　薫(かおる)も妨害の上から『麻痺治療(パラライズ・キユア)』を使用する。使った瞬間、とんでもない量のＭＰが飛んだ。そして、後頭部を金属バットで殴られたような感覚を覚える。薫(かおる)は痛みに耐えて、正面を向く。

			　その瞬間、リースが向かう先の地面が歪んだ。

			「リース、１人で向かうな！」

			「え？」

			　薫(かおる)の声に驚き、リースはその場で動きを止める。

			　すると、リースの一歩先で紫色の魔法陣が浮かび上がった。

			「いやぁ〜、残念残念。もうちょっとだったんですがねぇ」

			「おっしいなぁ。銀髪、いい判断だったぜ。くっくっく」

			　不気味に笑う２人。リースに声を掛けて静止させなければ確実に何かしらの魔法を食らっていただろう。

			　薫(かおる)は嫌な汗を掻きながら、２人を睨(にら)む。

			　この２人がどこの誰なのかはだいたい見当はついていた。いや、そうでなければいいなというのが正しいか。

			「最悪なタイミングやでほんまに……。これだけは、回避したかったんやけどなぁ」

			　頭を掻きながら薫(かおる)の表情が険しくなる。

			　目の前の２人は、この状況で威圧を使い、さらなる制限をかけていく。

			　詰めの甘さはまったくない。こういったことをするプロのようだ。

			　魔法妨害で、イルガも魔力を上手く練れず、２人の威圧に押し負けている。ラルフたちも言わずもがな。

			　本来の皆であれば動き回れるのだろうが、魔法妨害と麻(ま)痺(ひ)のコンボでこの威圧に耐えられていない。

			　リースにいたっては、麻(ま)痺(ひ)は解いたはずなのに、恐怖心により声すら出せない状態になっていた。

			「おやぁ？　そこの銀髪は、俺らが何者なのかわかってるような口ぶりだねぇ」

			「エクリクスの奴らやろ？　あと、お前は昼前に治療しに来とったやないか……」

			　薫(かおる)の言葉に、クツクツと笑うコウダー。

			「ご名答。素晴らしいですねぇ。あなたの魔力には驚かされましたよ。回復速度が普通の治療師の何十倍だったからねぇ。そして、追加効果付きといった感じでしょうかねぇ？」

			　アウラは気色の悪い笑顔で、薫(かおる)を見る。

			　それだけで異様な寒気が薫(かおる)を襲う。

			　薫(かおる)は内心焦っていた。エクリクスが何らかのアクションを起こすことは、あらかじめわかっていた。しかし、よりにもよって、アルガス邸での襲撃という形で出くわすとは思わなかったのだ。

			　仲間全員を無傷でどうにかする方法がないか模(も)索(さく)するが、どんな行動を取っても誰かが傷ついてしまう。

			　患者の治療には、どんな状況でも頭が回るくせに、こんな状況ではまったくと言っていいほど頭が回らない。アホだなと自身をあざ笑う。

			　今回の作戦も、自分が招いてやったこと。イルガたちからも言われた。

			　死に直面する確率が上がることを。それを招いて周りを巻き込むこともだ。

			　薫(かおる)は苛(いら)立(だ)つ感情を鎮めるため、思考を止めた。でなければ、悪い方にばかり考えがいってしまう。どうすることもできずに、ただあの２人にいいように使われて死ぬしかないと。

			　少しでも冷静になるように、深く深く深呼吸する。

			　この絶体絶命の状況を打破するための最善の一手を模(も)索(さく)するために。

			「お前ら、俺の屋敷で勝手なことをしおって！」

			　そんなとき、アルガスが声を上げた。

			「おいおい、金づるがなんか言ってるぜ？　てか、お前が治ったらこっちが困るんだよ。エクリクスで治ったのならまだいいが、それ以外の奴に治されたらエクリクスの株が駄々下がりじゃね～かよ！　それでなくてもこの前の一件で、始末し損ねた奴らもいるのによぉ〜」

			「か、金づる？　お、お前、何言ってるんだ？」

			　アルガスは、コウダーの言っていることがわからなかった。いや、わかりたくなかったと言う方が正しいだろう。

			「くっくっく、こいつまさか俺らが病気を何とかしに来たとでも思ってんのかよ。あ～、腹いてぇぜ。なぁ、アウラ？」

			「そんなに笑ったら失礼ですよ、コウダー。まぁ、簡単な話ですよ。エクリクスの看板に泥がつく前に排除してしまえば汚れはつきません。汚物は黙って消えてください、ということですよ」

			「なっ!?」

			　エクリクスの２人の言葉に、アルガスは青ざめていく。

			「そ、そんなことをペラペラと喋(しやべ)って、お前らも終わりだぞ!!」

			「金づるの分際で、何強がってるんですかねぇ？　ここにいる全員始末するからいいんですよ。死人に口なし、調べてもわからないように毒殺しますのでねぇ」

			「くっくっく、まずはお前からだ！　おっさん」

			「ひぃっ」

			　コウダーは一瞬でアルガスとの間合いを詰める。

			　次の瞬間、その間に体を滑り込ませ、アルガスを守るように身を盾にするバルドの姿があった。コウモリの攻撃をくらっていなかったのだろう。麻(ま)痺(ひ)状態でもなかった。

			「アルガス様に指一本触れることは、このバルドが許さぬ！」

			　コウダーの手がアルガスに伸びるのを、バルドは鮮やかに打ち払う。

			　接近戦はそこまで得意ではないかと思った瞬間、バルドの考えの甘さが露呈する。今まで、２人が魔法ばかりを使っていたので、武に関しては自身の方が上であると思っていたのだ。

			「くっくっく、残念だったな。『猛毒の呪縛(ポイズンバインド)』」

			　コウダーは、バルドの体の隙間からアルガスに直接魔法を撃つ。放たれた魔法はアルガスに当たり、アルガスは急に腹を抱え床に倒れた。

			「アルガス様!!　アルガス様!!」

			「ぐあああっくぁあああ」

			　アルガスはその場で倒れこみ、額に脂汗を浮かべ悶え苦しむ。

			　コウダーは、不敵な笑みで楽しそうに話す。

			「俺のこの『猛毒の呪縛(ポイズンバインド)』は、新しい魔法なんだぜ。最初は、同じ症状の患者を見てたんだがよぉ。死んだ人間から採取した血液やらなんやらを調べたんだよ。そしたら、俺の部下だった奴が同じ病気になったんだ。これは、使えそうだと思ったんだよ。地位を上げるために、邪魔な奴を殺すのには持ってこいだろ？　なんせ、病気で死ぬんだからよぉ。まぁ、調べるのも面倒だったから、そのまま魔法式にその血を媒(ばい)体(たい)として組み込んだんだよ。そうしたら呆気ないほど簡単に使えるようになっちまったからな。くっくっく」

			　悪魔のように笑うコウダーに、アルガスとバルドは顔を顰(しか)める。

			　バルドは倒れたアルガスに近づき支えるが、見る見る容体は悪くなる一方だ。

			「本当に稀ですよねぇ。普通に機能するはずのない魔法式ですし。まぁ、そのせいで汚れ仕事に回されたんですけどねぇ」

			「うっせぇな。いいんだよ。これが終われば晴れて、くっくっく」

			「はいはい、では、特効薬の作り方をご存知の２人以外は死んでもらいましょうか……。邪魔なだけですしね」

			　アウラは、ゴミでも見るような目を薫(かおる)とリース以外に向けた。コウダーは舌なめずりをして、アウラの言葉に続く。

			「この後も仕事が残ってんだよ。仕上げにオルビスだったか？　あそこの娘の始末だ。ここに着いたとたん、治っただのって噂聞いて焦ったぜ。まぁ、この魔法を使って実は治ってなかったってことにして、毒殺するから問題ないがな。俺らはこの仕事を完了すれば、晴れて幹部入り間違いなしだぜ。くっくっく」

			　オルビスという言葉に薫(かおる)がピクッと反応するやいなや、様子が激変する。

			　薫(かおる)の中の何かが弾け飛ぶ。

			　静かに殺意を向けながら言葉を紡ぐ。

			「今、なんて言うたんや？　オルビスって言ったよなぁ？」

			「あん？　それがどうしたって言うんだよ、銀髪。オルビスの娘の始末だって言ったんだよ」

			「……っぺん言うてみろや！」

			「「っ!?」」

			　２人がまた同じように言おうとした瞬間、この世のものとは思えない恐怖と重圧に晒される。まるで、雪山に放り込まれたかのように、凍てつく寒さで動けなくなった。

			　２人の表情は見る見る強張り、なぜこのような場所にいるのか？　と脳が混乱を起こす。動きたいけど動けない。目に見えない拘束具が付いているように思えた。

			　声を発することもままならず、心臓を鷲掴みされているかのような感覚に陥(おちい)る。

			　薫(かおる)は蛇口を最大に開けるイメージで、魔力を使い続ける。妨害の呪印が、薫(かおる)の魔力によって消し飛んだ。そして、そのまま薫(かおる)は湯水の如く魔力を垂れ流し続ける。

			　その影響で、仲間全員の意識を刈り取ってしまっていた。

			　薫(かおる)はゆっくりと２人に近づき始める。

			「もういっぺん言うてみろや……」

			　トーンの低いその声に、２人は精神をガリガリとすり減らされる。

			　薫(かおる)と目が合った瞬間、２人は絶句した。その目には、酷く冷たく底知れぬ闇が宿っていたからだ。

			　２人はガチガチと歯を震わせ、音を奏でる。そのまま気絶したら、どれほど楽だろうかと思ってしまう。

			「あと、なんて言ったか？　病気治す治療師が、なんで病原を作っとんねん!!」

			　威圧で足が竦んで動けないアウラの顔面を目掛けて、薫(かおる)は凄まじい速度で拳を繰り出した。

			　コウダーの肉眼ではその動きを追うことができず、気がついたときには、ズドンッと物凄い音とともに、空圧が通り過ぎていった。

			　一度目の音の後に、さらに２回ほど壁を突き破るような音が響き渡り、コウダーは背筋が凍りつく。

			　薫(かおる)の腕から血飛沫が飛び散り、顔を汚した。殴った右手は腕からひしゃげており、原形をとどめていない。感情のみで纏(まと)った魔力が、アウラの防御に回した魔力に一瞬負けたことによって、ダメージを受けたのだ。

			　纏(まと)う魔力が負けていると感じた薫(かおる)は、即座に魔力を腕に集中させて、アウラを無理やり撃ち抜いていた。

			「な、何なんだ、お前は……」

			　コウダーには、薫(かおる)が悪魔のようにしか見えなかった。エメラルドグリーンに光る目は、夜闇に薄っすらと浮かび、不気味でしかない。

			　次の瞬間、薫(かおる)は右腕に『完全治癒(エクスキユア)』を掛け、一瞬でぐちゃぐちゃになった腕を元通りにする。まるで、時間が巻き戻るかのごとくである。

			　その瞬間だけ、薫(かおる)の威圧がほんの少し緩んだ。

			　コウダーはその隙を見逃さずに魔法を唱える。

			「し、死ねぇええええ!!　銀髪!!　『猛毒の呪縛(ポイズンバインド)』」

			　コウダーが出した魔法は薫(かおる)に直撃する。いや、避けようとすらしなかった。

			　勝ちを確信し、コウダーの表情に笑みが戻る。

			　だがしかし、次の瞬間信じられない光景が目の前で起こった。

			「『診断』『解(かい)析(せき)』『薬剤錬成』」

			　薫(かおる)は瞬く間に掛けられた魔法を診断し、わかった毒素の解(かい)析(せき)をする。そして一瞬で、解毒の成分を薬へと変換させた。出来上がった薬を飲み込み、減った体力を『アポロンの光』で全回復させる。

			　掛ければ勝ちが確定する最強の魔法と思っていたものが、あっさりと対処されてしまったことに、コウダーは愕(がく)然(ぜん)とする。

			「ば、化け物め！　なんでお前が、大神官様と同じ最上級の魔法を使えるんだよ!!　『影隠れ(シヤドウアウト)』」

			　コウダーは悪態をつきながら、魔法を発動させ、地面の影に体を沈ませる。一旦引いて、態勢を立て直すためだ。

			「お前の相手なんてしてられるか！　俺は、さっさと退散するぜ！」

			　コウダーが沈みきる前に、薫(かおる)は再度右手を振り翳(かざ)し、沈んでいく地面に拳をぶち込む。

			　ズドンッと物凄い衝撃がして、薫(かおる)を中心に５メートルほどの半円形の穴が出来上がる。

			　コウダーは、地面の影から強制的に空中に放り出された。ありえない魔法キャンセル方法に、目が点になる。

			「そ、そんなのありかよ!!」

			「とりあえず、二度と俺の前に来れないようにしたるわ……」

			「くっ!!　や、やめ……」

			　コウダーが言い終える前に、薫(かおる)は空中で彼の胸ぐらを掴み、背中から地面に叩きつけた。凄まじい音とともにまた地面をえぐりあげる。

			「ぐふぅ……」

			　コウダーの口から詰まった息が漏れる。叩きつけられたまま襟を締めあげられたのだ。

			「し、死ぬ……」

			「アリシアに指一本触れてみろ……殺すぞ」

			　薫(かおる)と目が合ったコウダーは凍りつく。絶対に怒らせてはいけない者の逆(げき)鱗(りん)に触れてしまった、と言ったらいいだろうか。

			　コウダーはなんとか震える身体に鞭(むち)を打ち、声を振り絞る。

			「もう、関わらないがら……。だ、だずげでぇ……」

			　このままでは本当に死んでしまうと思い、必死に訴える。

			　薫(かおる)は無言のまま、ポーンとコウダーを空中に投げ飛ばす。そして、落下してきたところに回し蹴りを入れ、アウラの方へふっ飛ばした。

			　腹部に薫(かおる)の回し蹴りを受けたコウダーは、遠心力の力も加わり、くの字になりながら飛んでいく。

			　轟音とともに、アウラと同じく３枚の壁を突き抜け、４枚目の壁にめり込み止まる。

			　２人とも壁にめり込んだまま、ピクリとも動けずに失神していた。

			　薫(かおる)の攻撃を食らう瞬間、条件反射で守りにすべての魔力を回したせいもあり、魔力欠乏症で強制睡眠状態に陥(おちい)ったのだ。

			　薫(かおる)の体から夥(おびただ)しい魔力が、蒸気のように放出される。

			　その状態にかなりの違和感を覚える。

			　そう、一度だけ使った『異空間手術室』で感じたとき以来の脱力感だった。

			　脳は冷静さを取り戻していくが、魔力放出が治らない。

			「あ、あれ？　あかん……制御できへん」

			　どうすればいいかわからず、薫(かおる)はその場にへたり込む。

			　このまま垂れ流し続けていると、死ぬかなと思いながら辺りを見回す。エクリクスの奴らが襲ってきてから、まだそれほど経っていない。

			　周りに倒れている皆を見て、間抜けな声が出る。

			「うわぁ……忘れとった。皆気絶しとるやん……。ちゃちゃっと治せばわからんかなぁ。絶対バレるやろうからバレたら頭下げるか……。その前に、俺がどうなるかわからんけどなぁ。どうしたもんかなぁ……。はぁ……」

			　薫(かおる)は仲間の下へ行き『完全治癒(エクスキユア)』と体力全回復の『アポロンの光』を使う。そして『麻痺治療(パラライズ・キユア)』で麻(ま)痺(ひ)も治す。まだ脱力感があるものの、アルガスの下へ向かう。

			　コウダーの魔法を受けて、５分くらい経っただろうか。顔色は優れないが、何かがおかしいことに気づく。

			　毒素の進行が遅いのだ。

			　脱力感に苛(さいな)まれる中、薫(かおる)は倒れているアルガスに『診断』と『解(かい)析(せき)』を掛ける。

			　すると２つの結果が出た。

			　１つ目は、

			・病名：大腸癌(がん)（Ｓ状結腸癌(がん)）

			　大腸にできる悪性腫瘍。場所により癌(がん)の名前が変わる。

			・症状：血便、便通異常（下(げ)痢(り)、便秘など）、腹痛、腹部膨満、貧血などがある。放置していると進行する。

			　リンパ節に転移すると、さらに他の臓器に転移し、様々な病気を併発する。

			　現時点で治すことはできない。死ぬのを待つのみ。

			・進行度：ステージ分類Ⅰ期

			・特効薬：なし。ただし、進行を遅らせる【時の丸薬】が有効とされる。

			　２つ目は、

			・病名：ガフテリア

			　ジフテリアの一種でジフテリア菌が出すジフテリア毒素の強力版。

			　主にこの菌は、細胞のタンパク質合成を阻(そ)害(がい)する。それにより、心筋障害、腎障害、精神障害などを発生させる。

			　ジフテリア毒素ならば１〜２週間で死亡してしまうが、この異世界産のガフテリア毒素は、体内に入り３時間で死に至る。

			・特効薬：ジフテリアと同じで、ペニシリンといった抗生物質で治る。

			　デクスゴーレムの雫に含まれる成分の、パニッシュガンという成分の方が効果は高く、即効性が高い。飲めば瞬時に体の全身に浸透し、毒素を出す菌を死滅させる。

			　現時点でアルガスの罹(かか)っている病気が開示され、薫(かおる)はもう１つの疑問を調べる。

			　なぜ毒素の進行が遅いのかだ。

			・薬：時の丸薬

			・効果：体内でのみスロウ効果がある。進行性の病などを一定期間低速にする。とても高価な品物。

			「これのおかげか……。治療薬として飲んでたんやろうな。まずは、解毒せんとな」

			　薫(かおる)はガフテリア毒素を取り除く薬を精製し、アルガスに飲ませようとしたが、気を失っていて飲ませることができなかった。

			　そのため、医療魔法の『点滴』で体内に薬を入れる。

			　即効性の高い薬なだけに、体に入った瞬間、血液に乗って全身へと行き渡ったようだ。アルガスの顔色は、『点滴』を使い始めてすぐに和らいだ。

			　それを見て薫(かおる)は一息つくが、相変わらず夥(おびただ)しい魔力が出続ける状況は変わらない。

			　薫(かおる)はふらつき後ろに倒れそうになる。

			　そのとき、スッと背後から支えてくれる暖かな温もりを感じた。

			「危ないですよ。このまま放置していたら、生命力まで持っていかれますから」

			「え？」

			　振り返るとそこには見覚えのある女性がいた。

			　真っ白なローブを羽織り、フードからは金髪が覗いていた。赤と青のオッドアイという珍しい瞳を薫(かおる)に向けて、ニッコリと笑う。
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			「あ、あれ？　どうしてここに？」

			「ビックリしましたか？　一度しかお会いしていませんから、忘れられていると思ってましたよ」

			「え、えっと!?　はい!?　って、どないなっとるんや？」

			　薫(かおる)は若(じやつ)干(かん)パニック状態になっていた。

			　目の前にいる女性は商業区域で、薫(かおる)をアリシアに引き合わせるきっかけを作った女性であった。相変わらず綺麗で、オッドアイに引き込まれるような感覚に陥(おちい)る。

			　そして、もう１つ聞き覚えのある声も聞こえてくる。

			「カオル様！　大丈夫ですか？　って、全然大丈夫そうじゃないですね……」

			「はぁ!?　カインさんまでどうして？」

			　いるはずのない存在に薫(かおる)は目を見開いた。

			　商会からの帰りなのか、カインはスーツ姿で腰にレイピアを下げている。

			「アルガス邸に来る前に、ラルフたちから連絡をもらったんです。最悪の事態に備えられるようにってね」

			　薫(かおる)の無事な姿？　を見て、カインは胸を撫で下ろしていた。

			「あと、この街で物凄い魔力を感知したら、私も出なければなりませんからね」

			　薫(かおる)の視線に気づいたのか、女性は真っ白なローブの裾をつまんで綺麗にお辞儀をする。

			「申し遅れました。私は、ディアラ・ラングリットと言います」

			「カオル様とは、顔見知りと聞いてますよ。私たちが初めてカオル様に会ったほんの少し前に出会ったと」

			「まぁ、そうなんやけど……」

			　顔見知りには違いないが、話をしたというより助言をされたという方が正しいだろう。だが、不思議な女性だっただけに、薫(かおる)はディアラをしっかりと覚えていた。まさか、こんなところで会うとは思いもしなかったが。

			「とりあえず、今から魔力を制御しましょうか。話はそれからですね」

			「ど、どうやってするんや？」

			「私にお任せください。これまでも何度か経験してますから」

			「は、はぁ」

			　なんとも間抜けな声が出る薫(かおる)に、カインは顔を伏せて笑いを堪える。こんな薫(かおる)を見るのは、初めてだったからでもある。

			「はい、深呼吸しながらゆっくりとイメージして、魔力の源が溢れるのを堰き止める感じで……」

			「ああ」

			　薫(かおる)は、ディアラに言われた通りにイメージをする。溢れ出る魔力を無理やり堰き止めるが、なかなか止まらずゴリ押し感覚で行う。

			「そのまま、身体を巡回させて纏(まと)う感じにするの……」

			「……」

			「もう少し精度を上げて」

			　溢れ出すだけだった魔力が、薫(かおる)の体に纏(まと)わりつき始めた。

			　だが、まだまだ不安定な感じが否めない。まだ漏れがあるように感じる。

			「粗いけど、これくらいだったら大丈夫でしょう。『魔力矯正(マジツクリング)』」

			　ディアラがスキルを唱えると、薫(かおる)の体の周りに白いリング状の輪が何重にも重なり、不安定に揺らぐ魔力を矯正するかのように締め付ける。

			　ピタッと、不安定だった薫(かおる)の魔力が安定した。そして、体内に治まっていく。

			「もう大丈夫よ。次からは、ちゃんと制御できるようにしてから使うようにね」

			　ディアラは薫(かおる)を指差し、ウインクを送る。ちょっとおちゃめな感じがしてならない。

			「ほんまに助かったわ……。ありがとな」

			　薫(かおる)はお礼の言葉を口にするが、いったい何者なんだという思いから、ディアラを見つめてしまう。

			　そして、そのまま綺麗なオッドアイに引き寄せられる。

			「ディアラさん、綺麗な瞳やな」

			「お世辞を言っても何も出ませんよ？」

			　笑いながら、ディアラはそう返す。

			　薫(かおる)は素直にそう思ったのだ。なぜ、口走ってしまったかはわからないが。

			「すまんけど、これからアルガスの治療したいんやけどええか？」

			「え？　治るのですか？」

			「治せるから治すんや。それで、１個お願いがあるんやけど……。仲間のこと頼めるやろか？」

			　薫(かおる)のお願いに、ディアラは何の迷いもなしに答える。

			「そんなことでしたらお安い御用ですよ」

			「カ、カオル様、一応言っておきますが……ディアラ様は、この街の最高責任者ですよ」

			「え？　マジで!?」

			「マジですよ」

			　今の返しからしても、薫(かおる)にはそのような人物とは思えなかった。

			　むしろ軽すぎて、ついツッコミを入れてしまいそうになる。

			　気さくだが、神秘的な女性。いや、何か違うものに見えてきさえする。だが、今はそんなことを考えている場合ではない。アルガスの治療をどうにかしなければならないのだ。

			　薫(かおる)は呼吸を整え、魔力を練る。自身の高ぶった心を一気に鎮めて、冷静な判断ができるようにする。そして、今回の手術で必要な設備をイメージした。

			　そのイメージを言霊に乗せ、右手を前に翳(かざ)す。

			「固有スキル……『異空間手術室』」

			　金色のオーラが発生すると、空間がねじ曲がり稲妻がほとばしった。

			　バキバキと異質な音を立て、薫(かおる)の目の前に手術室が現れた。

			　一瞬で魔力を大量に失うのを感じる。

			　気分は最悪であった。今回も１週間で戻ればいいなと思うが、それ以上かかる可能性の方が高い。

			　今使った『異空間手術室』以外にも、それと同等以上の魔力を垂れ流していたからだ。仕方がないと思い、薫(かおる)は腹をくくって一息吐く。

			　その光景を見ていたディアラは絶句していた。

			　このような固有スキルを見たことがなかったからだ。

			　ディアラはそわそわして、何か聞きたそうな雰囲気を醸(かも)し出していた。終わったらゆっくり話すよと薫(かおる)が言うと、パァーッと明るい表情に変わった。

			　薫(かおる)は手術室からストレッチャーを持ち出し、アルガスをそれに乗せ手術室へと入る。薫(かおる)の姿が、手術室へと消えると自動的にドアが閉まった。

			「不思議な人ね。旦那になんとなく似てるわ」

			「カオル様がですか？」

			　カインは、ディアラの言葉に驚きの眼差しを向ける。

			「魔力の質もね」

			「そ、それはまた恐ろしいですね……」

			「出会った当時くらいはあるかしら。でも、残念。あの人が、あんなことにならなければ、カオルさんといい友になれたんじゃないかしら……」

			「……」

			　今の発言は、薫(かおる)の魔力が化け物級であると捉えても申し分ない言葉であった。

			　なぜなら、ディアラは現グランパレスの最高責任者で、この大陸で唯一無二にして最強という名を与えられたコミュニティ【時空の旅団】の副団長だ。全盛期より少し衰えてはいるが、魔眼の魔女など数々の二つ名を保有し、恐れられていた存在でもある。現最強という言葉が最もふさわしいと言える人物なのだ。

			「ディアラ様、そろそろ指揮を執ってもらってもよろしいですか？」

			「だ、怠いから嫌です……。やりたくない。眠いし……」

			　急にやる気のない声を上げるディアラ。スッとその場に座り込む。

			「一応……ディアラ様がこの街の最高責任者なんですから、頑張ってください」

			「カイン、あなた代わりに私の仕事してみなさい。大変なのがわかりますから！　制約さえなければ、私は自由なんですからね……」

			「あはは、遠慮しておきます。さすがに、魔眼のない私ではこの街を統制するなんて不可能ですから。あと言葉遣いが戻ってますよ」

			「田舎出だからいいんです。堅苦しいのは嫌いです」

			　頬を膨らませ、悪態を吐きながらもディアラは、最高責任者としてテキパキと周りに指示を出す。

			　警備兵はせっせとディアラの指示に従い、イルガたちを安全な施設へと運んでいく。

			　エクリクスの２人は軽い回復魔法を掛けられ、罪人の館へと連行された。

			　途中、バルドが目を覚まし、アルガスの姿が見当たらずに叫んでいたが、ディアラの言葉によって静まった。

			　バルドは手術室の入り口で、主人であるアルガスの帰りを待つことしかできなかった。

			　

			　手術室の中はアリシアのときより倍以上広い。

			　天井懸(けん)架(か)式の巨大な液晶モニターが４枚、自在に移動可能な状態になっている。そこにはアルガスのデータが映し出されていた。

			　薫(かおる)は、アルガスを手術台へと移し、手術衣に着替えさせ準備をする。

			　今回の手術は、腹(ふく)腔(くう)鏡(きよう)下(か)手術だ。

			　お腹に小さな孔を数カ所開け、そこからお腹に炭酸ガスを注入し、内部を膨らませる。すると、お腹の中に空間が生まれるので、その空間内にカメラ、メスなどの専用器具を投入し手術を行う。

			　メリットとしては、手術跡が微小なため出血を抑えられ、また手術後の痛みも少ないので回復が早いことがあげられる。

			　デメリットは、開腹手術よりも時間がかかるという点だ。

			　合併症に罹(かか)ったりもするが、きちんと行えばそのようなことは稀である。

			　また、癒(ゆ)着(ちやく)が酷い場合などは、開腹手術に切り替えなければならない。

			　モニター画面に映し出される二次元平面画像だけを見ながら行う手術なので、外科医師にとって難易度は高く、高度な技術が必要となる。

			　したがって、手術はどこの病院でもできるものではなく、腹(ふく)腔(くう)鏡(きよう)下(か)手術のトレーニングを積んだ外科医師のみが行うことができる。

			　通常この手術は、執刀医が３人必要となる。１人は腹(ふく)腔(くう)鏡(きよう)を持つ者、あとの２人が手術をする。

			　しかし、異空間手術の特殊能力で、手術補助が付いている。これにより、薫(かおる)１人で手術することが可能になっている。

			　手術の準備が整ったところでアルガスが目を覚ました。

			　見たこともない器具に一瞬パニックになる。

			「ど、どこだここは!?」

			「俺のスキルで作った空間の中って言ったらええんやろうか？」

			「こ、これがスキルで作った空間だ……と!?」

			「まぁ、今は気にするな。それよりさっさと治療をするからな」

			「……」

			　不安そうな表情を浮かべるアルガスに、薫(かおる)は紙を渡す。

			　内容は、治ったらすべての罪を償う、というもの。それと手術の同意を求める欄だった。

			「これに名前書いたら絶対に死なせへんから」

			「こんなものまで用意してるとは……用意周到にも程があるだろう」

			「一応、これで飯食ってるからなぁ」

			「お前は何者なんだ………」

			　この異空間もそうだが、ありえない知識を持ち合わせている薫(かおる)のことが、アルガスは不思議でたまらない。

			　この世界で、アルガスの病気を治すことのできる者は絶対にいないからだ。エクリクスの大神官ですらそうだ。回復魔法には限界がある。

			　それはずっと昔からわかっていることだ。

			　こんなときに、知りたいという欲求が働いてしまう。治療師としての性(さが)なのか、今までそういったことの貪欲さが、欠けていたのもあるのかもしれない。どれだけ調べても答えに辿り着くことのできない漆黒の道。それがこの世界の治療だ。

			「知らんでええこともあるんやで？　厄(やつ)介(かい)なことに巻き込まれたくなければやけどな」

			「……」

			　薫(かおる)がそう言うと、アルガスはそれ以上追及はしなかった。いや、知ったところでそれを理解できないと悟ったのかもしれない。

			　その後、薫(かおる)はアルガスに病気のことと、どのような治療をするかを説明する。

			　アルガスは目を丸くして驚いていた。

			　薫(かおる)は、あれやこれと質問されるのが面倒だったので、聞かれる前に話を切った。

			　アルガスは不安ながらも同意書にサインをする。

			「これでいいか？」

			「ああ、これで成立や」

			　そう言うと、薫(かおる)はアルガスの現在の状態を調べにかかる。

			　アルガスは緊張しているようだが、薫(かおる)はそのまま準備を進める。

			「寝てる間に終わるから大丈夫や」

			「……ああ」

			　薫(かおる)はアルガスに『解(かい)析(せき)』を掛け、情報を開示させる。

			　

			・名前：アルガス・ダービー

			・種族：人間族

			・職業：治療師

			・ＬＶ：56

			・ＨＰ：２５０／５００

			・ＭＰ：７００／１５００

			・状態：大腸癌(がん)、体内スロウ

			・魔法：回復魔法・中、薬剤魔法・全

			・スキル：癒やしの加護（回復魔法の効果上昇）

			　

			　アルガスの情報を確認し終え、薫(かおる)は手術可能と判断した。

			　アルガスの体力が気になったので、体力全回復の『アポロンの光』で体力を全回復させ、体力定期回復の『アポロンの加護』を使い、万全の状態にする。

			　顎(あご)が外れそうになるアルガスを他所に、薫(かおる)は作業を続ける。

			　使ってはならないレベルの魔法のオンパレードなのだから、当然といえば当然。だが、万全の態勢で臨まなければ、予期せぬ事態になったとき対処できない。

			「それじゃあ、始めるで？　麻酔が効き始めたら、そのまま抗わんことや。痛みも何も感じんから安心してええよ」

			　アルガスはゆっくりと頷くが、麻酔という名の未知の恐怖が襲う。

			　説明は聞いたが、そのようなことが本当にできるのだろうかと不安に思ってしまうのだ。麻酔に関して何も知らないのだから仕方がない。アリシアのときと同じだ。

			　アルガスが頷いたのを確認してから麻酔の準備を進める。

			「医療魔法――『心電図・ベクトル１』」

			「医療魔法――『血圧計・ベクトル１』」

			　薫(かおる)の手の平に小さな青白いシールが現れる。アルガスの体にそれを貼ると、ステータス画面に血圧と心電図の波長が目視できる。

			　ピッ……ピッ……っと、規則正しく脈打つのを確認する。

			　アルガスは、心電図の波打つ映像を興味ありげに見る。それはなんだと言わんばかりの目線に薫(かおる)は苦笑いになる。

			　だが、それに答えることなく次へと進む。今はそのような時間はない。

			「医療魔法――『全身麻酔・ベクトル１』」

			　ほわっと青白い光がアルガスの体全体に纏(まと)う。ゆっくりと薬が全身に回っていく。

			　目がとろんとして、アルガスはそのまま目を瞑(つぶ)る。麻酔による睡魔には抗うことなどできない。

			　薫(かおる)はさらに医療魔法をかけていく。

			「医療魔法――『酸素マスク・ベクトル１』」

			　アルガスの口元に薄く蒼い膜が張られる。医療魔法で非脱分極性の筋(きん)弛(し)緩(かん)薬(やく)（筋を完全に麻(ま)痺(ひ)させる薬）を投与し、様子を見る。

			　薫(かおる)はアルガスに呼名反応と睫毛反射の消失を確認する。

			「医療魔法――『人工呼吸器・ベクトル１』」

			　アルガスの口が開き、気道が確保される。光のチューブのようなものがアルガスの口の中に流れこむ。光のチューブは、どんどん喉の奥へと進んでいく。

			　気管に挿管されるとそこで止まり、ステータス画面の呼吸炭酸ガスモニターで[image: co2.png]が呼出されているかを確認する。

			「くっそ……医療魔法の消費で脳がくらくらするわ……。まだや、ここで倒れるわけにはいかへん」

			　薫(かおる)は額に手を置き、大きく深呼吸して脳を強制的に落ち着かせる。落ち着いたのを確認してから準備を進めた。

			　光のチューブが分裂して麻酔回路を作る。医療魔法の全身麻酔とこの麻酔回路が連動する。吸入酸素濃度と吸入麻酔薬濃度を調整し、人工呼吸を開始させる。

			　適正な換気が行われているかも確認する。最大気道内圧、一回換気量、アルガスの胸郭の動き、呼気炭酸ガスモニターすべてを薫(かおる)は確認し終えた。最後に、瞳(どう)孔(こう)を観察してメパッチ（角膜保護用テープ）を貼る。

			「さぁ、始めようか……いつも通りや。気合入れていこうか！」

			　深呼吸してからそう言うと、薫(かおる)はメスを取り、お腹に３ミリから10ミリの孔を開ける。スーッとメスを入れると、真っ赤な鮮血がお腹から流れる。

			　薫(かおる)は、トロッカーと呼ばれる細長い筒を先ほど切開した皮膚の孔に差し込む。そしてトロッカーに、炭酸ガスを出す器具を慎重に通し、お腹の内側に炭酸ガスを注入する。

			　少しするとお腹が膨れていく。体内で空間ができたのだ。

			　薫(かおる)は手術補助の効果で、炭酸ガスを出す器具を固定させる。固定されたのを確認してから、また同じように３ミリから10ミリの孔を４箇所開ける。

			　トロッカーを差し込み、今度は腹(ふく)腔(くう)鏡(きよう)と呼ばれるカメラ（電子スコープ）を入れる。

			　ステータス画面と大きなモニターに内部の映像が表示される。

			　精密に動くことを確認し、２つの孔に鉗(かん)子(し)と呼ばれる長くて細い手の役割をする器具をトロッカーに通す。

			　最後の孔に超音波凝固切開装置を挿入する。

			　これは特殊な止血装置で、普通の開腹手術のようにお腹の中に手を入れて、血管を糸で縛ることなく、凝固止血をしながら切り離すことができる器具である。

			　この操作を数ミリずつ何度も丁寧に繰り返すことで、お腹の中で大腸などを周囲の臓器から切り離すことができる。

			　すべての器具の準備ができた薫(かおる)は、アルガスの容態を確認しながら癌(がん)ができているＳ状結腸を目指す。

			　薫(かおる)は額から汗を流し、モニターを見つめる。

			　体内の臓器を傷つけないように細心の注意を払いながら進めた。

			「あかんな……頭がクラクラするわ……。もっとや……もっと集中せなあかん」

			　大量に魔力を放出したのが原因なのはわかっているが、さすがにここまで集中力を乱されるとは思いもしなかった。だが、薫(かおる)はそんな状況下で自身の体をコントロールしていく。患者の命を第一に考えるために。

			　薫(かおる)が脳内で思考を走らせると、手術補助で薫(かおる)の行って欲しい場所へと腹(ふく)腔(くう)鏡(きよう)が進んでいき、映像を映し出す。薫(かおる)のイメージと寸分の狂いもなかった。

			　鉗(かん)子(し)で邪魔な臓器を掻き分けながら、大腸のＳ状結腸に辿り着く。

			　そして、病巣より少し多めに取り、超音波凝固切開装置を用い、ミリ単位で切開していく。

			　多めにとるのは訳がある。癌(がん)細胞が大腸に残らないようにするためでもある。万が一残っていると、癌(がん)が再発する恐れがあるからだ。慎重に大腸に連なる血管などを凝固しながら切開していく。

			　全神経を手術に使いながらモニターで、麻酔量、血圧、心電図を確認する。

			　たった１人で、膨(ぼう)大(だい)な情報量を処理し続けているのだ。とうに体の限界はきていた。

			　だが、失敗の許されない人の命が掛かった手術だ。薫(かおる)は集中力を切らさず、焦らずに進めていく。

			　どんな小さな違和感すら見逃さないという気迫のようなものが感じられた。

			　超音波凝固切開装置で、癌(がん)に罹(かか)った部分の摘出に成功すると、その部分をトロッカーの下まで鉗(かん)子(し)でつまみ持ってくる。

			　そして、摘出した部分を体外に出すためにお腹を４センチほどメスで切開する。麻酔の量を上げ、体にダメージを与えないようにした。

			　その孔から、癌(がん)に罹(かか)っていた部分を体外に取り出し、切り離された大腸を正確に縫い合わせていく。

			　最後に解(かい)析(せき)を掛け、癌(がん)細胞が残ってないかを確認し、切開した部分も縫い合わせる。

			　すべてが終わると、薫(かおる)は麻酔を止めてアルガスの覚(かく)醒(せい)に入る。

			　麻酔深度を調整し、メパッチを外す。覚(かく)醒(せい)時に中等度以上の疼(とう)痛(つう)が予測されるため覚(かく)醒(せい)前に鎮痛薬を投与する。人工呼吸の酸素を１００％として、補助呼吸または調整呼吸をさせる。

			　アルガスが自発呼吸をしだしたところで、薫(かおる)は呼びかける。まだ意識は回復しない。

			　意識が回復するまでに、薫(かおる)はアルガスが術後飲む薬の精製をした。

			　この手術室から出たあと、薫(かおる)は動くことができる気がしなかった。そのため薬を作り置きして、誰かに頼めばいいかと考えていた。

			　薬の精製を終え少しすると、薄っすらとだがアルガスの意識が回復してきた。

			　アルガスをストレッチャーに乗せ替え、薫(かおる)は手術室を後にした。

			　手術室から薫(かおる)が出てくると、バルドがぐしゃぐしゃの顔で出迎えた。

			　その後ろから、カインとディアラが呆れながら見ている。

			「ア、アルガス様は、無事なんだろうな？」

			「ええい！　鬱(うつ)陶(とう)しいわ！」

			　薫(かおる)に掴みかかり、ゆさゆさとかなり強めに揺すってきたため、薫(かおる)は苛(いら)立(だ)ちと気分の悪さについシバいてしまったのだ。

			　凄まじいスピードで地面にめり込むバルドだが、何とか立ち上がり薫(かおる)の報告を聞く。

			　もう、安心していいということと、罪を償うという同意書を見せた。

			　バルドは、またその場で男泣きし喜んでいた。

			「カオル様、もう大丈夫なんですか？」

			「悪い部分は、全部摘出したからな。問題ないと思うで」

			「カオルさんは、未知の病気を治せるのですね。凄いですね！」

			「ああ、うん。まぁ、これが仕事やからな……」

			　薫(かおる)は頭を掻き、薬の説明をしてカインに渡す。その横でディアラは興奮気味に薫(かおる)の話を聞いていた。

			　すべてが終わったと思った瞬間、気を張っていた糸がプツンと切れる。

			　薫(かおる)が最後に見たのは、焦って支えるカインとディアラの表情だった。

			　

			　眼が覚めるとオルビス邸の客室だった。

			　右手が、柔らかく温かいものに包まれている感覚がした。そちらに目をやると、アリシアが薫(かおる)の手を握り眠っていた。
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			　時折、「カオル様〜、カオル様〜」と呪文のように唱えていたが、聞かなかったことにした。

			　しかし、エクリクスの者の襲撃を打破できたのは、アリシアが切っ掛けなんだよなと考えた瞬間、薫(かおる)は顔が熱くなった。

			　思っていた以上にアリシアの存在が、薫(かおる)にとって大きなものになっていた。

			　それを自覚したのは、エクリクスの者との戦いのときだった。

			「こっぱずかしくて言えね～な……」

			　そう呟いて、頭を掻いているとアリシアが目を覚ました。

			「おはよう、アリシアちゃ……」

			「うわぁぁぁん。やっと目を覚ましてくれました。このままずっと起きないかと思ったんですよ！」

			　目が合った瞬間、アリシアは生き別れた親にでも会ったかのような喜びの表情で、薫(かおる)に抱きついた。アリシアはわんわん泣いている。

			　心配をかけてしまったんだなと思い、薫(かおる)は謝罪をしながらアリシアの頭を撫でる。

			　泣き止むまでそれを続けていると、アリシアはこちらをじっと見つめてきた。目を充血させ、スンッと鼻を啜りながら。

			「心配かけてもうて、すまんかったな」

			「そ、そうですよ。１週間も寝続けてたんですからね！」

			「は？　１週間も!?」

			「はい、すっごくすっごく心配したんですからね！」

			　目覚めてすぐに、薫(かおる)は驚愕の事実を聞かされる。

			　気を失ったあと、薫(かおる)はカインの馬車でここまで運ばれた。深夜にもかかわらず、カインは治療師を呼び、薫(かおる)に回復魔法を施してもらったのだ。

			「カインさんにも礼を言わなあかんな……」

			　自身が思うよりとんでもなく迷惑をかけたことがわかり、薫(かおる)は頭が痛くなる。

			　そんなふうに思っていたら、扉をノックして入ってくる者がいた。

			「カオル様、目を覚ましたんですね！」

			　現れたのはカリンだった。相変わらずのテンションに少し安心してしまう。

			「カリンにも迷惑かけてしもうたな」

			「私はいいんですよ。それより、アリシアお嬢様ですよ！」

			　カリンは聞いてくださいと言わんばかりに、薫(かおる)に詰め寄った。

			　薫(かおる)がこちらに運ばれてすぐにアリシアも起きてきて、薫(かおる)の容態を見るや泣きながらずっと離れなかったらしい。

			　そして、このまま薫(かおる)が起きなかったら生きてる意味がないとか言い出したとか。

			　それには薫(かおる)も「おう……」と苦笑いになる。

			　アリシアはと言うと、顔を真っ赤にさせて聞かないでと薫(かおる)の耳を塞ぎにかかるが、薫(かおる)はそれを阻止してカリンの長話を聞くことにした。

			　アリシアは居た堪れなくなり、布団に頭を突っ込み現実逃避した。

			　なんとも可愛らしくお尻だけ出ている。頭隠してなんとやらというやつだ。

			　カリンは問答無用でペラペラとしゃべり続ける。

			　それを笑いながら聞く薫(かおる)。

			　特にアリシアの問題行動が加速していくさまが異様に可愛かったが、カリンの止めの一撃で、アリシアはノックアウトされた。

			　それは、魘(うな)されていた薫(かおる)が汗を掻いていたため、カリンが拭いてあげましょうと言って、悪い顔をしたことから始まる。

			　アリシアは、カリンがよからぬことを考えているに違いないと察知し、湯とタオルと着替えを持ってきたあと、カリンを部屋から追い出した。

			　薫(かおる)を守るためと思ってやったのだが、これが罠であった。

			　アリシアは、薫(かおる)の額の汗を拭き取る。そして、体を拭くため布団をのけてシャツのボタンを外す。

			　何やらドキドキしてしまい、よからぬことをしている感覚に陥(おちい)ってしまった。体を拭きながら薫(かおる)を見つめるアリシア。そっと薫(かおる)の胸に抱きつく形で、顔を埋めた。

			　その瞬間であった。

			「カリン……見ちゃいました♪　うふふ」

			「な、な、何してるんですか!?」

			　カリンは窓ガラスに張り付き、満面の笑みでアリシアを見つめていた。

			　ボンッと、アリシアは恥ずかしさのあまり真っ赤になり、ワタワタした状態でバランスを崩して薫(かおる)と一緒にベッドに倒れた。

			　ゴスンとアリシアの頭がベッドの頭に当たり、ピクリとも動かなくなる。

			　カリンはからかいすぎたと思い、急いで部屋に入ってアリシアの容態を見る。

			　すると、なんとも幸せそうな顔で気絶していた。

			　カリンは心配して損したと思い、さっさと薫(かおる)の汗を拭き取り着替えさせてから、アリシアを回収して部屋を後にしたという。

			　薫(かおる)が口元を押さえながら笑いを堪えていると、アリシアが布団からピョコッと顔を出した。

			「わ、笑うなら笑ってください。ちょ、ちょっと魔が差しただけです！」

			「いや、ほんまにおもろい行動とるな、アリシアちゃんは」

			「あれ？　そんなに笑っていていいんですか、カオル様？」

			「ん？」

			　カリンは、知ってるんですよと勝ち誇った表情を薫(かおる)に向けた。

			　まぁ、よからぬことを考えているのはまるわかりな分、何の情報をにぎっているのやらと、薫(かおる)はカリンの言葉を待つ。別に隠すようなことなど特になかったがと思いながら。

			「聞きましたよ〜。今回の事件の打開した切っ掛けって、アリシアお嬢様だそうですね。うふふ、知ってるんですよ！　わ・た・し♪」

			「なっ!?　お前それどこで！」

			「どういうことですか？」

			　薫(かおる)の若(じやつ)干(かん)慌てた様子に、アリシアはきょとんとした表情で聞く。

			　カリンは、アリシアに最高の笑顔で答える。

			「実はですね〜」

			　カリンは鬼の首でも取ったかのように、楽しげに話す。エクリクスを倒した切っ掛けが、アリシアを殺すと言われたからだということを。

			　アリシアには、思い当たる節があった。

			　お見舞いにやってきた人たちが、アリシアを見て「なるほどねぇ〜」などと言って帰っていったのだ。

			　そのとき、薫(かおる)は面会謝絶状態にされていたので、皆に会うことはなかった。

			　カリンは不思議に思い、お見舞いに来たイルガとリリカに話を聞いていたのだ。

			　薫(かおる)は顔を真っ赤にし、頭を掻く。

			「あ、あんときは、無我夢中やったしなぁ。否定はせえへんよ。アリシアは、俺にとっては特別な人やからな」

			「カオル様もまた、アリシアお嬢様のことを……。うふふ、って、え〜!!　なんですかぁ！　その返しは！　いじり甲斐が全然ないじゃないですか!!　やだぁ～!!」

			　カリンの発言に、薫(かおる)は軽いチョップを頭部に叩き込む。

			　縮こまって「痛いよぉ～」と言いながらも、すぐに回復した。恐ろしいメイドである。

			　しかしそんな中、アリシアの様子はちょっと違った。

			「カ、カオル様がぁ〜、私を、と、特別ぅ〜」

			　薫(かおる)の言葉を聞いて、アリシアの頭から湯気が出始める。そして、「キュ〜」っと言いながら、ベッドに倒れこんでしまった。

			　そんなアリシアに、２人は心配そうな目を向ける。カリンにいたっては、薫(かおる)をからかえばアリシアにもダメージが入ってしまうことを失念していたのである。

			　アリシアは目をぐるぐる回し、至福の笑みで枕を抱き締め、気を失っていた。

			　そんなアリシアを見ながら、薫(かおる)とカリンは大いに笑うのであった。

		

	
		
			　

			第四話　薫の失敗

			　

			　夕暮れどきの厨房で、アリシアは幸せ死にしそうな笑顔で料理をしていた。

			「特別な人〜♪　特別な人〜♪」と、鼻歌まじりにオムレツを作る。

			　手馴れた手つきで、小さなフライパンを振りながら野菜とミンチを炒めていた。

			　薫(かおる)に食べてもらいたいがために、カリンに料理のコツを聞き何度も作った。

			　何もできない存在は嫌だったアリシアが、薫(かおる)に何かしらの恩返しをしたくての行動だった。

			　カリンは、そんな可愛らしいアリシアの行動に心を打たれ、もとい楽しそうだから一肌脱いだというわけだ。

			　案の定、アリシアのいろんな一面が見られて、カリンは大変ご満悦だった。

			　その結果、１人の犠牲者を出してしまったのだが、それも仕方ないだろう。

			　アリシアが料理を作っている間に、薫(かおる)はカインの下を訪れていた。

			　カインは書斎で、特効薬を量産するための書類をまとめていた。

			「カインさん、心配かけて申し訳ない」

			　薫(かおる)は深々と頭を下げる。

			「どうってことありませんよ。さぁ、頭を上げてください」

			　カインはそう告げると、薫(かおる)をソファへと案内した。

			　薫(かおる)が今何を知りたいかを把握しているかのように、カインは話を進めてくれる。非常にありがたい。

			　そう、薫(かおる)が眠っている間に何が起こったかをである。

			　

			　薫(かおる)が倒れたあと、アルガスとバルドは罪人の館へと連れていかれた。２人は素直に罪を認めたという。それに関わった者、すべてに罰がくだったらしい。アルガスは爵位を失い、ただの治療師まで落ちた。

			　今回は、度が過ぎたとディアラが言っていたそうだ。ディアラの持つ魔眼という特殊スキルは、この街で起こる悪事などをすべて読み取ることができるらしい。これは、魔眼の能力のうちの１つで他にもあるとか。

			　しかし、基本放置主義のディアラなので、今回も当人同士で片を付けるべきかなと傍(ぼう)観(かん)していた。だが、薫(かおる)の爆発的な魔力に重い腰を上げたのだという。街に甚大な被害が出ることが、明らかであったからだ。

			　現に薫(かおる)の放出した魔力と威圧は、周りの貴族たちの屋敷にも被害を出していた。それもかなりの損害らしい。冷や汗を掻く薫(かおる)に、あまり心配しないでくれとカインは話してくれた。

			「なんか、大変なことをしたような感じが否めないんやけど……」

			「いや、十分街の機能に甚大な被害を出してるから大丈夫ですよ」

			　カインは笑顔を見せるが、言葉には棘がある。

			「申し訳ない……」

			　カインは咳払いをして話を戻す。イルガたちは、どうなったかだ。

			　それもカインが答えてくれた。

			　全員ピンピンしているとのこと。イルガとリリカは依頼料よろしくということを薫(かおる)に伝えてくれと言っていたそうだ。いつもの宿屋に来てくれれば、夜ならいるからということらしい。案外ちゃっかりしているなと思いながら、カインの話を聞く。

			　リースは、アルガスの工作から抜け出し、治療院は繁盛している。

			　これも何よりである。

			「カオル様、ディアラ様から爵位を与えたいと言われてるんですが……」

			「俺はいらんから、リースにでもやってくれ」

			　薫(かおる)は即答する。

			　予想通りの反応に、カインは溜め息を吐いた。

			　薫(かおる)のことだからこの話を蹴るであろうことは、最初からわかっていた。

			　この場に止まると、エクリクスからまた新たな刺客が来て、周りに迷惑が掛かるのが嫌というのもあった。

			「それに、いろいろと世界を見てみたいってのもあるからなぁ」

			「では、冒険者として旅をするということですね」

			「そんな感じや」

			「エクリクスに関わりたくないというのが……本音ですよね？」

			　カインは両手を組んで顎(あご)に当てたまま、薫(かおる)の真意を問う。

			「まぁなぁ、でも旅をしてみたいってのも本音やで？」

			　薫(かおる)はのんびり旅をして、見たこともないこの異世界を堪能する気でいた。

			　カインは薫(かおる)の目を見て、楽しむ気満々な雰囲気に苦笑いするのであった。

			「そう言えば、エクリクスの奴らはどうなったんや？」

			「ああ、それなんですが……」

			　ちょっと言いにくそうにカインは口を開く。

			　罪人の館に連行され、翌日に尋問にかけられる予定だった。

			　しかし、夜中にエクリクスの２人は、原因不明の人体発火をして死亡した。夜中だったため発見が遅れ、早朝になってしまった。なぜ、そのようなことが起こったのかは現在調査中とのこと。

			　そして不自然なのが、治療師ギルドに２人のことを調べに行っても、情報がないと言われたことだった。カインは、治療師ギルドとエクリクスが何らかの形で、隠蔽しているのではないかと推測をしていた。

			「なんかありそうやな。まぁ、俺は入ってないから平気やけど……」

			「なので、治療師ギルドに入るのでしたら、十分注意してください。その他のギルドでしたらそこまで注意しなくてもいいんですが……」

			「治療師ギルドは、特殊なんか？」

			「そうですね。かなり変わったギルドです」

			　そう言って、カインはギルドの違いを教えてくれた。

			　治療師ギルド以外は、登録無料でギルドカードが配布される。カードをなくすと再発行にお金が掛かるくらいだ。それと、ギルドの施設を使うことができて情報などが見られる。強制的に、どこかへ行けなどということはなく、基本的に助け合いで皆が動く形になっている。

			「なるほどな。そういう気楽そうなの好きやで」

			「で、治療師ギルドなんですが……」

			　治療師ギルドは、登録に年間費を払う必要があり、払わなければ登録が抹消される。ギルドに入るとその証として腕輪が発行される。

			　治療師ギルドが特殊と言われるのは、強制派遣があるからだ。

			　強制の名の通り、断ることができない。

			　しかし、例外もある。

			　それは、治療師ギルドに指定金額を５年に一度払うことで、強制派遣は免れることができる。

			　リースやアルガスがそういった分類になる。

			　また、エクリクスの治療師は強制派遣することができない。

			　エクリクスの許可がいるのだ。

			　なので、治療師ギルドがエクリクスの治療師に派遣を頼むときは、大災害などの緊急時や、大迷宮の発生時のみである。エクリクスの治療師は利益のある所へは行くが、ない場所には行かない。治療師ギルドの要請があろうとなかろうと、といった感じだ。

			　これを聞くだけで、両者の力関係が見て取れる。エクリクスの治療師を一度呼ぶと莫大な金額がかかる。そして、最先端の回復魔法を使える者は、希少なのだ。

			　そして、その支払いは治療師ギルドが出す。

			　簡単には呼べないので、基本的には治療師ギルドに所属している者で賄う形を取っている。

			「かなり面倒くさいんやな。それなら、ギルドに入らんで活動した方がええ気がするな」

			「それもちょっと難があるんですよ……」

			　治療師ギルドに入らずに開院するのは、年間のお金が払えない者である。

			　その者に治療師としての素質がないとも言われる。治療師ギルドに属してない者が、治療院を出すことはできるが、信用問題で患者が来ないことがほとんどで、開院しても潰れる。

			　上手くいっても、なんらかの形で潰れてしまうらしい。

			「なんか、それもそれで裏で動いてそうやな」

			「あははは。まぁ、そうじゃないかと思うんですが……。なかなか証拠が掴めないらしいです」

			「利点がないやん……。金払うんが、アホらしいんやけど」

			「利点もあるにはあるんですよ」

			　治療師ギルドに登録することの利点は、エクリクスから治療師が来て、新たな回復魔法など定期的に講習を開いて教えてくれるといったものだ。それを習った者がすべて使えるわけではないが、その人に合ったレベルの回復魔法を教えてくれたりもする。

			　リースがアルガスを怒らせた原因も、この講習でリースが新たに回復魔法を習得したためであった。

			「なるほどなぁ」

			「これくらいですかね。後は、明日にでも皆さんに直接聞きに行かれれば、詳細を教えてくれると思いますよ」

			　薫(かおる)はソファに体を預け、考えこむように天井を見上げる。

			　少しするとドアを叩く音がして、カリンが笑顔でお食事の準備ができましたと言ってきた。

			　カインは少し溜め息を吐いて、カリンを見る。

			　寝ている間に何かしらあったのだろうと薫(かおる)は思う。カインの表情が優れない。

			　考えても仕方ないと思い、薫(かおる)とカインはダイニングへと向かった。

			　ダイニングに着くとアリシアが笑顔で配膳をしていた。

			　薫(かおる)はあまり見ない光景に少し驚く。

			　今まではこっそり手伝ったり、料理をしても恥ずかしさのあまり、姿を隠しながらだったからだ。

			「カオル様、今日は私が一品だけ作りました。そ、その食べてもらえますか？」

			　アリシアはもじもじしながら、薫(かおる)を見つめる。その上目遣いは反則だ。

			「ああ、いただくわ。すごく綺麗にできとるな」

			　そう言いながら、薫(かおる)とカインは席に着く。遅れて、サラもやってきた。

			　アリシアはお皿を置くと、カリンのいる台所へと料理を取りに消えていった。するとなぜかサラは、カインを見ながら口元を押さえて、笑いを堪えているように見える。

			　薫(かおる)は頭の上にクエスチョンマークを出しながら、目線をカインに向けると、死んだ魚のような目になり、口からエクトプラズムを出していた。

			　薫(かおる)は勢いよくラックスティーを吹き出し、咽(む)せる。その顔はなんだ！

			　魂の抜け具合いが尋常ではない。いったい何があったらそのような表情になるのか激しく知りたい。

			　今までに見たこともないその崩れた表情は、あまりにもインパクトが強すぎた。

			　薫(かおる)のそんな疑問にサラが答えた。

			「うふふ、じ、実はね。こ、ここ数日、うふふ、ずっとカインこれ食べてるのよ」

			　サラはオムレツを指さし、口に手を当て笑いながら教えてくれた。

			「なんや。そうやったんか……。でも、ここまで酷い顔になるか？」

			　アリシアが作ってくれたものならば、血の涙を流しながら味わうと思っていたのだが、少し様子が違ったのだ。

			　どうやら失敗作もちゃんと食べたらしい。

			　さすが、親バカだ。多分美味(おい)しくなくても美味(おい)しいと言いはったのだろうと薫(かおる)は当たりをつける。

			　サラは話を続けた。

			　初めは、涙を流しながら応援していたのだが、カリンが「失敗しても、お嬢様が作った料理を粗末にする旦那様ではない」とか言って、かなりの回数失敗したようだ。

			　しかし、その失敗はカリンのちょっとしたイタズラでもあった。

			　アリシアは意外と筋がよく、物覚えも早かった。

			　それじゃあつまらないということで、失敗してショボンとしている可愛らしいアリシアの顔が見たいがために、わざと失敗するように教えていたのだ。

			　そして、その失敗したオムレツを朝昼晩とカインは食べていたようだ。

			　最初の方は、言わずもがな味はお察しである。

			　回数を重ねるうちに、カリンの匙加減でよくなっていったが、その前にカインの胃と精神がギブアップとなった。

			　ご愁傷さまです。話を聞いて、薫(かおる)は手を合わせる。

			　かなりの犠牲を払い、今この目の前にオムレツがあるのだと思うと若(じやつ)干(かん)泣けてくる。

			　しかし、普通に作って失敗しそうなのは、焼き加減と具の味付けくらいだと思うのだが、何を失敗したのかとオムレツを見る。

			　じっくり見る……じっくり見るがわからない。

			　そんなことをしているうちに、アリシアが台所から戻ってきた。

			　薫(かおる)の様子を見て、アリシアは首を傾げる。

			　全員が席に着き食事を始めた。

			　薫(かおる)がオムレツに手を伸ばすと、その動きに合わせてアリシアの目線がスーッと動く。

			　なにこの可愛い生き物。ちょっと面白い。

			　取り分けて、自分の皿に入れる。いたって普通のオムレツだ。中身は、肉のミンチと微塵切りにした野菜を炒めたものが入っていた。

			　スプーンですくい口に運ぶ。

			「うん、美味(うま)いなこれ」

			「よ、よかったです。カ、カオル様、いっぱい食べてくださいね」

			　アリシアはほっと胸を撫で下ろした。

			「ああ、そうさせてもらうわ」

			　薫(かおる)から美味(おい)しいと言われ、喜びが表情から溢れ出ていた。

			　サラは、よかったわねと言いながら、オムレツを笑顔で食していた。

			　味は申し分ない。口に含むと上質な肉汁が口一杯に広がり、飴色に焼かれた野菜の歯応えが、シャリシャリとしてよい。

			　味付けもしつこくなく、素材の味を引き立てて、野菜本来の甘みを感じられた。アリシアが作ったにしては、上出来と言えた。

			「カオル様はいいですよねぇ……。私は、これになる前の段階から食べているんですよ？」

			「ちょ、ちょっと、お父様！　それは、内緒って言ったじゃないですか！」

			　慌てふためくアリシアだが、既に遅かった。

			　カインはオムレツ恐怖症に罹(かか)っていた。

			　サラとカリンは、その光景を笑いながら見ている。

			　いや、止めろよと言いたかったが、和やかな食卓だったので、薫(かおる)はそのまま場の空気を楽しんだ。

			　カインは、その後もアリシアをからかいながら楽しむが、プク～ッと膨れたアリシアのオムレツ攻撃に、悲鳴を上げながら猛ダッシュで逃げる。カインさんがんばれと心の中で思いながら、薫(かおる)はオムレツをまた頬張った。

			　

			　食事を終え、薫(かおる)は部屋に戻った。明日は皆の下へ行き、話をする予定だ。

			　目覚めたばかりで、少し頭の回転が遅いが支障はない。眠り続けたおかげもあり、魔力欠乏症もない。

			　薫(かおる)はベッドに入りゆっくりと意識を手放し、夢の世界へと落ちていった。

			　翌朝目覚めると、薫(かおる)は今日行く先の順番を考える。

			　リースのところへ最初に行くことを決める。治療院が開くと仕事で大変になるだろうし、先に行っておいた方がよい。

			　その次にディアラのところに向かう。約束もあるし、聞きたいこともある。その後は、露店のおばちゃんのところへ行って、いろいろと世話になった分お金を少し落とすかなと考える。最後にイルガたちのところだ。夜にならないと迷宮から帰ってこないと言っていたから最後にする。

			　今日の行動が決まったところで着替える。

			　いつも通り、アロハシャツの上に白衣を着て、フレアタイプのズボンにブーツを履く。格好から見て本当に医者なのか怪しい。下ろしている髪の毛を手でかき上げ、オールバックにして支度はできた。すると、ドアをノックする音が聞こえ、返事をするとアリシアが部屋に入ってきた。薫(かおる)の外に出かける姿を見て、心配そうな顔で言う。

			「カオル様、どこかに出かけられるのですか？」

			「ああ、寝とった期間の穴埋めするから、ちょっと出てくる。夜には帰るからな」

			「昨日、目覚めたばかりなのにすぐにそんな……」

			　そっとアリシアの頭を撫で、止めようとしているのを遮(さえぎ)る。

			「大丈夫や。自分の体調は、ようわかっとるから」

			「卑(ひ)怯(きよう)です。そうやって……す、好きにすればいいんです！」

			　プイッと背中を向け、「知らないんだからね！　でも……物凄く心配してるんですよ」オーラを、存分に醸(かも)し出していた。ちゃっかり撫でられる範囲での行動なことに、つい笑ってしまう。

			　やれやれと、薫(かおる)はアリシアをそっと後ろから抱きしめる。

			「もうちょっとだけ心配かけるけど、これ終わったらゆっくりと身体休めるから、それまで見守ってくれるとありがたいんやけど、駄目やろか？」

			「っ～～～～～～～～～～～～～～～!?」

			　抱きしめられたアリシアは、キュ～ッと言いながら顔を真っ赤にさせ、「ぜ、絶対ですよ。や、約束ですからね！」と早口で言った。

			　そっとアリシアから離れ、頭をポンポンと優しく叩き、薫(かおる)は部屋を後にする。

			　部屋を出ると、カリンが舌を出して「見ちゃいました♪」とウザ顔で言ってきた。ヒューヒューと茶化してきたので、軽くチョップをお見舞いする。

			　カリンは食らった瞬間「あふん」と声を上げ、頭を抱えてその場にしゃがみ込んだ。大粒の涙を浮かべながら薫(かおる)を見るが、自業自得なので薫(かおる)は何も言わずにその場から立ち去る。構っても疲れるだけなのが本音である。

			　後ろで、カリンは何やらブーイングをしていたが、絶対に振り返ってはいけない。

			　薫(かおる)が振り返れば、カリンの思う壺なのだからと無視を決め込み、リース治療院へと向かうのであった。

			　

			　治療院の前には数人が並んでおり、開くのを待っていた。

			　しかし、まだ開くまでには時間がある。

			　患者の出で立ちに以前と変わった点が見受けられた。この前は、顔を隠してコソコソとしていたが、もうそんなことはないようだ。

			　少しずつ、周りも変わり始めているのだなと思う。

			　薫(かおる)は裏口の方へと回ると、ドアを叩きリースの名前を呼ぶ。

			　すると、目の下にクマのできたリースが、なんとも言えない表情で現れる。

			　薫(かおる)は一瞬目が点になり、何も言わずにそっとドアを閉めようとする。

			　だがしかし、リースはそれを阻止した。

			　絶対に関わってはいけないと、薫(かおる)の本能が警(けい)鐘(しよう)を鳴らす。リースの顔を見れば明らかだ。本気で目がやばい。

			　リースは薫(かおる)の肩を掴み、逃がさないようにする。

			「あんた、これから暇でしょ？　暇って言って！　お願いよぉ～、私これ以上働くと死んじゃうからだずげでぇ～」

			　必死すぎるリースに、薫(かおる)はどうするか悩んだ末に口を開いた。

			「あいにく暇やないんや……。忙しそうやから出直すわ」

			　薫(かおる)は真面目な表情でそう答える。いや、いじり甲斐がありそうだなという思いがあることはいなめない。それに、１ついい案が浮かんだため、それを実行するための布石でもあった。

			　リースは薫(かおる)から断られてもなお、涙目になりながら頼んでくる。まるでホラーに出てくるゾンビのようにも見えた。やだ……怖い。

			「お願いよぉ～。後でちゃんとお返しするからぁ〜」

			「そうやな。じゃあ、１個頼みたいことあるから、それを絶対に断らないって言うんなら手貸したるけど……どないする？」

			　ちょっと悪い顔をしているが、今のリースには見えていない。

			　現状捌(さば)けないほどの患者が来ているのだから、猫の手でも悪魔の手でも借りたいところなのだ。その結果、どうなるかはわからないが……。

			「わかったいいわよ。なんなら、一筆書いてもいいわ。だからお願いよ～」

			「了解。じゃあ、治療院を開けてくれ。さっさと終わらさんと、次の場所に回れんからな」

			　薫(かおる)の言葉に、リースはパァーッと表情が明るくなる。

			　これで、なんとかなると思っているのだろう。まぁ、本当に捌(さば)ききれるのだからリースにとってはいい取引だったのだろう。

			　リースは大急ぎで紙に一筆書くと、薫(かおる)に渡す。これで逃げられないわよという目線を向けている。いや、逃げられなくなったのはそっち、とは薫(かおる)はさすがに言えなかった。

			　薫(かおる)は受け取った紙をアイテムボックスに入れ、大切に保管する。そして、治療室へと向かう。

			「薬はどないなっとるんや？」

			「オルビス商会から、毎朝届けてもらってるわ」

			「試験的に運用しとる感じか……。まぁ、そこら辺は後でええか」

			　薫(かおる)は少し考えを巡らしていたが、患者が入ってきたので止める。

			　１人１人丁寧に診察して、回復魔法は驚きの速さというリースと真逆な治療を行う。普通は、診察が短く回復魔法が長いのが一般的なのである。

			　そして案の定、リースは途中でくたばっていた。

			　並んでいた人があっという間にいなくなり、休憩できる時間がとれた。

			　そこを狙って薫(かおる)は先ほどの話を持ちだした。

			「そんじゃあ、リース１個頼まれてくれ」

			「とてつもなく、嫌な予感しかしないんだけれど……。ああ、私は魔が差して悪魔と取引してしまったという後悔の念しかないわ……」

			「ええ話かもしれへんやん？　ネガティブ思考はあかんで」

			「じゃあ、聞くけど何？」

			　薫(かおる)は、リースに特効薬の流通・精製権を渡す話をする。それにより、リースは爵位を授かるということも。

			　すると、リースは治療院全体に響き渡る大きな声を上げる。

			「あんたばっかじゃないの!!」

			「至って普通やけど？」

			　薫(かおる)は、何をそんなに驚いているのだと言わんばかりであった。

			「馬鹿よ。迷宮熱の特効薬の精製方法と権利を譲渡するってことでしょ？」

			「ああ、それであっとるけど？」

			「軽い……軽いにもほどがあるわよ！」

			　リースは不機嫌になった。自身で精製したわけでもないのに、その恩恵が自分にくることが嫌なのだ。

			「私は嫌よ。ちゃんと自身で作り出して見せるんだから……」

			「勝手な真似はしないでってか？　そこら辺もようわかっとるよ」

			「じゃあ、なんで？」

			「そうやなぁ、治療師全員の意識改革が必要なんじゃないかなって思ってな。他の治療師を見てみ。アルガスみたいな奴の言いなりになって、向上心のかけらもないやん。けど、リースはそこで踠(もが)いて頑張っとったから、その向上心を周りに伝染(うつ)して欲しいんや」

			　リースは、薫(かおる)の言葉を心の中で繰り返し噛み砕き、何が言いたいかを考える。そして、真意を探っていく。

			「とりあえず、新たな特効薬を作ることができれば、金持ちになれる。これだけでも結構な破壊力持っとると思うで？」

			「た、確かにそうね。でも、私じゃなくて、あんたがなればいいじゃない」

			　リースはもっともな意見を口にする。薫(かおる)自身が受ければ何の問題もないのだから。

			　しかし、薫(かおる)は困った表情を浮かべる。

			「お願いや。多分、もう２週間したらエクリクスに手紙が届くはずなんや。それのせいもあって、俺は今回の件から手を引いたんや」

			「手紙？」

			　リースは首を傾げて聞き返す。

			「カインさんが、アリシアの病気が治ったって書いた手紙や。それが届くとどうなると思う？　治した俺のことが書かれとるんや。俺が狙われるのは、目に見えとるやろ？」

			「あ……」

			　リースは例の２人組のエクリクスの治療師の行動を思い出す。

			　従わなければ殺される。

			　今回はどうにかなったが、次はどうなるかわからない。

			「危険に晒されることが多くなるんや。自分だけで精一杯や」

			「じゃあ、あんたこれからどうすんのよ？」

			「そのうち街を出て、小さな村にでも行って、ほとぼりが冷めるのを待つつもりや」

			「そうなんだ……」

			「やから、先陣切ってリースが、この街の治療師どもをまとめてくれるとありがたいんやけど……。その安全のための地位でもあるんや」

			「そこまで考えて行動してたの？　あんた？」

			　薫(かおる)は、さぁ？　どうやろといった感じで笑う。相変わらず、読めない表情を浮かべるのだ。

			　この街の治療師たちは、権力で簡単に靡(なび)く。

			　誰１人、アルガスに歯向かわなかったのがいい例だ。

			　それを利用して、意識を改革することができれば、もっとよいものになるんじゃないかと薫(かおる)は思っている。アルガスだろうと臆せず、立ち向かっていったリースならばできるはずだ。

			「一筆書いてもろたし。一安心やわ」

			　薫(かおる)は冗談めかしくアイテムボックスから１枚の紙を出して、ひらひらとさせる。

			「ちょ、ちょっと待ってよ。貴族の振る舞いとかできないわよ！」

			「カインさんのところで、どうにでもなるやろ。後は頼むで」

			「一筆書くなんて言わなきゃよかった……」

			　がっくりと肩を落とすリース。もう、後には引けない状況になってしまっている。

			「言わなかったら、他の手使うから大丈夫や。今のところ俺に隙はないで？　拒否権もな」

			「アリシアって子には、甘そうよね……」

			　リースはジト目を向けるが、薫(かおる)はからからと笑っている。

			「否定はせんよ」

			「反応がつまんない。からかう材料だと思ったのに残念だわ」

			　リースは心底残念そうだった。

			　その後は、手続きなどはカインに全部任せてあることを伝えると、確定事項だったのかと青筋を立てていた。正直に言おう。すまんかった。

			　次の用事のため薫(かおる)は治療院を後にする。

			　薫(かおる)が去ったあと、リースはソファに身を預け、考え込んでいた。今後、どのように特効薬を広めるかは、カインと直接話をしなければならない。後日、オルビス商会に出向くかとリースは思う。

			「にしても、嵐のような奴ね。あいつが通ったあとは、すべてが変わっちゃった。それが全部いい方にだから腹を立てられないのよね……。もう……。何なのよ……」

			　そう呟くと、リースは戸締りをしてから寝室へと入っていった。

			　

			　薫(かおる)はリース治療院を後にしたその足で、ディアラの住む貴族区域へと向かった。カイン曰く、すぐにわかると思うから、行ってみるといいということだった。この広い貴族区域で最も目立つ造りなのだとか。

			　そんな簡単に見つかるものなのかと思いながら歩いていると、あからさまにでかい敷地を有した場所に出た。

			　周りの豪邸より一回り小さい屋敷を中心に、天然の自然と言い表したらよいのか、まったく手をつけていないというべきか、荒れているのではなく、言うならば神秘的な森が広がっていた。とにかく異質なのだ。敷地面積は周りの貴族の屋敷よりはるかに広大だったからだ。

			　薫(かおる)がポカーンと口を開け屋敷を眺めていると、ギィイイと音を立て扉が開く。

			　開いた先には、ディアラと小さな少女が立っていた。目はディアラと同じくタレ目で、お揃いの白のワンピースと髪型で出迎えてくれた。

			「いらっしゃい。お待ちしておりました」

			　ディアラは薫(かおる)に挨拶をする。少女はきょとんとした表情で薫(かおる)を見る。

			「どうも、ディアラさん。えっと、こっちの女の子は？　娘さん？」

			　薫(かおる)は膝を曲げ、少女と目線を合わせる。

			　少女の目は、ディアラと同じ青と赤色のオッドアイであった。

			「私の娘のニアです。好奇心旺盛で、カオルさんが来ると言ったら一緒についてくるってきかなかったの。ごめんなさいね」

			「いや、構わないですよ。どうも、ニアちゃん、俺は薫(かおる)や。よろしゅうな」

			　そう言って、きょとんとしているニアの頭を撫でる。

			　すると、ニアはくすぐったそうにしながらも、嬉しそうな表情を浮かべた。そして、薫(かおる)をオッドアイでじっと見つめて口を開く。

			「えへへ、わたし、ニア。おにいちゃんフシギなかんじがする。このせかいのひとじゃないみたい」

			「え!?」

			　その言葉に薫(かおる)はドキッとする。見事に言い当てているからである。

			「あらら、ごめんなさいね。カオルさん、ニアはまだ力の制御ができてないの。変なこと言うかもしれないけど気にしないでね」

			　気にしないでと言われても、気にせずにはいられなかった。見ただけで言い当てられるなど、普通ではありえないからだ。しかし、そこを突くと何が出てくるかわからないので、薫(かおる)は話題を変える。

			「ニアちゃんも魔眼が使えるんか？」

			「私のスキルが色濃くでちゃって、困ってるのよね。あ、魔眼のこと、カインから聞いたのね」

			「はい、そうです」

			　薫(かおる)の返答にディアラはとても楽しそうに笑った。

			　魔眼について、隠すつもりはまったくないようだ。薫(かおる)は、ディアラとニアのオッドアイを交互に見つめる。

			「ニアちゃん、ディアラさんに似て綺麗な目しとるなぁ」

			　薫(かおる)がそう言うと、ニアは驚いたようにディアラの方を向きソワソワしだした。

			　何事かなと思いつつ、薫(かおる)はその様子を観察していると。

			「ははさま！　わたしの目キレイっていってくれたぁ〜」

			　ニアはディアラにぎゅっと抱きついて、満面の笑みを浮かべる。

			「あらあら〜、よかったわね」

			「うん！」

			「立ち話もなんだから、少し先にテラスがあるの。そちらでゆっくり話をしましょうか」

			「わかりました」

			　薫(かおる)の返事に、ディアラはちょっと頬を膨らませる。

			「硬苦しいのはやめましょう。私はそういったのは好きじゃないんで。いいかしら？」

			「そう言ってくれると助かるわ」

			　薫(かおる)は砕けた言い方へと変える。ディアラはこの街の最高責任者であるがゆえに、薫(かおる)もついつい硬い言葉遣いをしてしまっていた。

			　薫(かおる)は２人に連れられ、テラスへと向かう。

			　神秘的な庭園を歩く。足元は、石畳で所々に青白い線が走っていた。少し違和感を覚えながらも歩みを進める。

			　そして、庭園を抜けると、屋敷の前にこぢんまりしたテラスがあった。

			　木材加工で彫刻されており、かなり高級なものだと思われる。

			　３人は席に着く。

			　ディアラが鈴を鳴らすと、メイドがティーセットとお茶菓子を持って現れ、丁寧に配膳していく。

			「カオルさん、私にして欲しいことがあるんでしょう？」

			　ディアラはラックスティーを１口飲むと、そう言った。

			「なんか、すべてお見通しって感じやなぁ……」

			　薫(かおる)は心でも読まれているのではないかと思ってしまう。カップを手に取り、少し紅茶を口に含むとディアラを見る。

			　ディアラは終始笑顔で頬杖を突き、見つめ返す。

			　観念したように、薫(かおる)は先ほどリースから一筆もらった用紙を渡す。

			　ディアラはそれに、サッと目を通した。

			「この子に譲渡するってことでいいのね？」

			「そうや」

			「私的には、カオルさんはここにいて欲しいのだけれど……」

			　まぁ困ったわ、と言わんばかりの表情だが、本当に困っているのか怪しいものだ。手放すのが惜しいとは思っているのだろうが。

			「いろいろ迷惑かけるのが嫌やから無理な相談やな」

			「私が守る、と言っても？」

			「守られるのは嫌いなんや」

			　薫(かおる)が一瞬、鋭い目つきになると、ディアラは声を上げて笑う。

			　いきなり笑われ、どうしたのかと薫(かおる)はキョトンとする。

			「旦那にそっくりで……。あ～もう、あの人も頑固だったのよ」

			「旦那さんにか？」

			「そうよ。守る存在じゃないといけないんだって。弱かったくせに……。でも、いつの間にか追い抜かれちゃってたわ。そして、今では誰もが目指す目標よ？」

			「凄いんやな」

			　薫(かおる)は話を聞きながらお菓子を１つ頬張る。うん、美味(うま)い。

			「苦しいくせに、いつも仮面被って周りを気遣ってばかりいたし」

			「惚(のろ)気(け)まくりやな……。で？　旦那さんは？」

			「もういないわよ。７年前に……ね」

			「すまん。なんか……」

			　薫(かおる)は、踏み入ってはならないところへ入ってしまったと思い、謝罪する。

			「いいのよ。まぁ、不治の病だったし、私もそのころに娘がお腹の中にいたしね。ああいう選択をしたのは旦那だし、本人はそれでいいって言ったんだから止められなかったわ」

			「娘の顔見れんかったのは、悔いが残りそうやな」

			「そうかもね。っていけないわ！　脱線しすぎね。はぁ、わかってたけど断られちゃったら仕方ないし、その子に爵位を与えましょう」

			　渋々ですよという感じを醸(かも)し出すディアラに、薫(かおる)は頭を掻くことしかできなかった。

			「そうしてくれると助かる。それと、なんかあったときは、手を貸してやって欲しいんやけど……ええかな？」

			「そうねぇ～。別にいいんだけど、無償ってわけにはいかないしぃ〜」

			　ちょっと意地悪な言い方をするディアラ。いろいろと借りが膨れていきそうだと思い、薫(かおる)はディアラに提案する。

			「じゃあ、もしもディアラさんとニアちゃんが、治療師の治せない病に罹(かか)ったとき、俺が必ず治すってのでどうやろ？」

			　その提案にディアラの表情が、真剣なものへと一変する。オッドアイの赤目の中に複雑な魔法陣が現れたような気がした。

			　すぐに魔法陣は消え、真剣な表情は崩れた。ニマニマしながら親指と人差し指で丸を作り「交渉成立」と言ってきた。
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			　魔眼の能力を使ったのではないかと、薫(かおる)は推測する。どのような効果があるのかはまったくわからないが。

			「それと、カインさんのところのアリシアちゃんなんやけど……」

			「あ～、それは無理です。守って欲しいんでしょう？　カオルさん、あなたが守ってあげればいいじゃない？」

			「いや……俺この街離れるんやから無理やん」

			「連れていっちゃえば？」

			　ニンマリとした笑顔を向けるディアラに、何を言ってるんだと薫(かおる)は言い返す。

			「いやいや、さすがにそんなことできへんよ。カインさんが許すはずないやん。あんな親馬鹿な行動を連発する人が、大切な１人娘をどこぞの馬の骨ともわからん奴に預けるとは思えんわ」

			「どうでしょうねぇ〜」

			　ディアラは、なぜかアリシアのことには首を縦に振らず、すべてはぐらかした。

			　なぜそのようにするのかは、薫(かおる)にはまったくわからない。多分だが、魔眼で何かしらが見えているのかもしれない。

			　薫(かおる)はディアラに考えておいてくれとだけ言い、話を切った。

			「そうや、エクリクスの奴らなんやけど」

			「うーん、私がわかる範囲でなら教えるわよ」

			「ああ、頼むわ」

			　するとディアラは、薫(かおる)が倒れたあとエクリクスの２人がどうなったか、わかる範囲で話してくれた。

			　全身複雑骨折で、身動きが取れない状態だったので、適当に何人かの治療師を集めて、治療をしてから運ばれたらしい。

			　翌日、ディアラが魔眼の力を使い、すべてを見透かす予定だったが、その日の夜に身体が自然発火し、焼死体として発見された。

			　服や身体が跡形もなく燃えていたことから、どのようにしてそうなったかは、わからないでいた。

			　かろうじて残ったのは、エクリクスから配られているアクセサリーのみだという。

			「エグいなぁ……」

			「どうやってそうなったか見当がつかないのよ」

			　ディアラは頬に手を当て、う～んと唸っていた。

			　しかし薫(かおる)は、残ったアクセサリーが何かしらの手がかりではないかと思う。そのアクセサリーを見せてもらえないかディアラにたずねた。

			「あるにはあるんだけどね……」

			「どうしたんや？」

			　歯切れの悪いディアラの言い方に、薫(かおる)は首を傾げる。

			「回収してからいつの間にか砂に変わってたの」

			「それが、手がかりかなと思ったんやけどなぁ」

			「それに、鑑定には時間がかかるのよね。砂に変わってしまったら、もうお手上げだし」

			「憶測やけど、そのアクセサリーが発火した原因やないかと思ったんやけど、調べれんのんやったら意味ないしなぁ」

			「ごめんなさいね」

			　謝られてもこればっかりは仕方ないので、薫(かおる)は「気にせんでええよ」と言う。

			　エクリクスの話は、これ以上しても何も進展しそうにないので、薫(かおる)はアルガスたちのことについて話を変えた。

			「あの２人なら元気よ。爵位もなくなってただの治療師として働いてるわ」

			　その言葉に、薫(かおる)は少し安(あん)堵(ど)する反面、なぜ安静にしていないのだと頭を抱える。術後のことは、紙に書いたはずなのに。

			　会いに行ったら一発しばいたろかと、薫(かおる)は本気で思う。

			「それにしても、罪としてはちょっと軽い気がするんやけど。どうなん？」

			　ディアラにそう聞くと、この街の立ち上げからいるためと、一応この街で２番目に高度な回復魔法が使えるからだと話してくれた。

			　だが、ディアラはアルガスの罰に対して、奴(ど)隷(れい)に落ちると同等ということも教えてくれた。

			　建前として、罪人の館の治療師となっているだけだということを。

			　また、アルガスの治療院は残ったままで、今のところディアラが仕切っているそうだ。

			　そのうち、誰かに譲渡するとのこと。その中で働いている者は腕もよく、引き抜かれた者が多い。

			「ならよかったわ。回復の早いように治療したからなぁ」

			「そうよ！　カオルさんが使ったのって、特殊固有スキルでしょ！」

			「ま、まぁ、そうなるんかな？　特殊かは知らんけど……」

			「どんな能力なの？　空間に干渉するスキルは、物凄く希少なんだから」

			　ディアラはかなり鼻息を荒くして聞いてくるが、後ずさりする薫(かおる)に気づき、頬を染めて謝る。

			　何やらディアラは、特殊な魔法やスキルなどの研究をしているようだ。そのため、薫(かおる)の持つ『異空間手術室』が、気になって気になって仕方なかった。

			　薫(かおる)は詳しく話すわけにもいかず、どうするか悩んだ結果、簡単な仕様を説明するだけに留めた。

			　それだけでも、ディアラは嬉しそうに知識を噛み砕き自身の糧としていく。聞いている姿は、子供のようだった。

			　話し終えた薫(かおる)は、罪人の館の場所を聞いた。アルガスを診察し、薬を渡すためだ。

			　一応、『解(かい)析(せき)』も入れて経過の予測はわかっているが、直接診断しないと安心できないのだ。医者としての性だろう。

			　そんなことを話していたら、思い出したかのようにディアラが声を上げた。

			「あ！　そうだったわ。周りの貴族からかなりの請求が来てたわよ」

			「はぁ？」

			　キョトンとして聞き返すが、聞き間違いではなかった。

			　薫(かおる)の莫大な魔力放出で、近隣にかなりの影響が出たのだ。

			　今回の被害総額は、約８００万リラだという。しかも、カインが一括で出したことを聞き、薫(かおる)は頭を抱えた。

			「ほ、報酬から差っぴいてもらうわ……。文無し一歩手前か……」

			「あら？　カオルさん、そんなお金持ってらっしゃったんですね」

			「アリシアちゃんを治した報酬金で何とか賄える範囲や。ほとんど残らんけどな……」

			　薫(かおる)は溜め息を吐くしかなかった。

			　そんな薫(かおる)を見て、ディアラは大いに笑う。そして、１つだけ魔力の使い方を指摘した。

			　今回の件で、薫(かおる)が引き起こしたのは魔力暴走というものらしい。爆発的に膨らんだ魔力を放置すれば大爆発を起こすらしい。

			　それを聞いた薫(かおる)は青ざめる。感情任せにあのようになると、もう自身では抑えようがなかったからだ。

			　あの場にディアラが現れなければ、このグランパレス全域は更地になっていたという。莫大な魔力を保有している薫(かおる)だからこそである。

			　なので、ディアラからは感情で魔力を使わないことと注意された。

			　それを使わなくても、近距離戦では人間には負けないでしょ？　とも言われて、嫌な汗を掻く羽目になった。いきなりジャブを打つのはやめて欲しい。

			　最後に、今回ディアラが使ったスキルは、魔力に制限を掛けるものだと説明してくれた。だから、そのまま魔力をコントロールする訓練に励めばいいと。

			　冒険者ランクでＡランクくらいの強さまでは出せるであろうが、暴走してはかなわないため、できるだけ戦闘は避けた方がいいと言われた。

			　できれば、完全カウンタースキルの使える接近戦がベストかなと薫(かおる)は考える。無闇な力の執行は、呼ばなくてもよい敵を招く。

			　それに、魔法との相性がスコブル悪い。状態異常や妨害系の魔法の怖さは、今回の死闘でいやというほど理解した。あんなことは二度とごめんだと思うのであった。

			　薫(かおる)とディアラが喋(しやべ)っているのをニアは、お菓子を頬張りながら楽しそうに見ていた。

			　話が終わったのかと思い、ニアは薫(かおる)の横へ来てちょこんと膝の上に乗った。そして、キラキラと期待の眼差しで見つめてくる。それをディアラも楽しそうに見ていた。

			　薫(かおる)は目の前のニアに視線を向けると、柔らかそうなほっぺをちょんと摘み、外側に軽く引っ張る。

			「どうして、膝の上に乗ったんや？」

			「のりごほちがよさそぉうらったから♪」

			　痛くないように引っ張ってはいるが、呂(ろ)律(れつ)が回っておらず、聞き取りにくい。薫(かおる)はゆっくりと手を離した。

			「おはなしおわった？」

			「まぁそうやな、あらかた終わったで」

			「あそんでくれる？」

			　うるうるとした目で見てくるニアは策士だなと思いながら、薫(かおる)は頭を掻き、ニアを肩車して立ち上がる。

			　ニアは肩車されたまま「あっちにいってぇ～」「こっちにいってぇ～」と、薫(かおる)に指を差してきゃっきゃとはしゃぎながらいつもと違う景色を楽しんだ。

			　それを見守るディアラもまた、自然と頬がほころぶ。

			　30分くらいだろうか、薫(かおる)と盛大に遊び倒したニアは、大満足といった表情を浮かべる。

			　肩車から降り、ディアラの下まで行くと、小さな声で、「おりこうにしててよかった♪」と言っていたが、薫(かおる)は話が終われば少しくらいなら遊んであげようとは思っていた。

			　しかし、ニアは「これが１番楽しそうな結果だったから、選んで正解だった」とも言っていた。

			　未来視しているのか、薫(かおる)は突っ込んだら負けだと思い、考えるのをやめる。

			　その後、薫(かおる)はまたニアを肩車したまま軽くディアラと話をした。そうしているとディアラは、「そろそろ、次の場所に行かないといけないんじゃない？」と促してきた。

			　そう言われた薫(かおる)は、次の場所へ行くためディアラとニアに別れを告げる。

			　すると別れ際に、ディアラは忠告よと、耳元で、「この街を離れるなら１週間後に出なさい」と言ってきた。

			　そして「出ないも出るもあなた次第。でも、もし出るのならそのくらいが、あなたにとって１番よい日と思うわよ」と付け加えて、満面の笑みを浮かべる。

			　前のこともあるため、薫(かおる)はその助言をありがたく胸にしまう。

			　薫(かおる)自身もそのあたりがちょうどいいかなと思っていた。エクリクスへの手紙も、そのくらいには着くだろうと思うからだ。

			　アリシアも、こちらの世界の薬で免疫力も付き、安心できる水域まで達していた。

			　残りの期間も、その薬で問題ないだろう。

			　薫(かおる)は少し考えて、ディアラに「そうさせてもらうわ」と告げ、商業区域を目指した。

			　

			　薫(かおる)が次に向かったのは、商業区域の露店のおばちゃんのところだった。アルガスのいる罪人の館は、商業区域の南に位置している。歓楽街と奴(ど)隷(れい)の売り買いなどがある区域だ。

			　だから、先に露店へと足を運ぶ。

			　いつも通り、店先で人と話をしている露店のおばちゃんを発見する。

			　人が去ったところで露店のおばちゃんの下へ近づく。

			「どうも、景気はどうや？」

			「まあまあだよ。１週間も顔見せないから、死んでしまったのかと思ったよ」

			　少し意地悪そうに言う露店のおばちゃんは、事の顛末を知っているかのようだった。

			　驚かないところを見ると、何かしらの情報が確実に入っているはずだ。

			「噂が飛び交ってるよ。アルガスが爵位を失ったとかも流れてて、お祭り騒ぎさ」

			「大好物そうやん。そういう噂」

			「みんな、話したがりだから仕方ないよ。あんたも大変だったっていうじゃないか」

			「そんなことあらへんよ」

			　他愛のない話をしながら笑い合う２人。そして、薫(かおる)は本題を切り出す。ここに来たのは、また噂を１つ流して欲しかったからだ。

			　リースの件と特効薬の報酬だ。

			　それを聞き、おばちゃんもなんとなくわかったのだろう。いい笑顔でそれを了承してくれた。

			「で？　実際のところ特効薬を作ったのは誰なんだい？」

			「誰でもええやん。そんなん」

			　ジッと薫(かおる)を見るおばちゃんは、溜め息を吐きながらも、それ以上追求しなかった。むしろ、わかっていて聞いているようにも見えた。

			「そういえば、１つおばちゃんに聞きたいことがあったんやけど」

			　ジト目で訴えかけてくるのを回避するため、薫(かおる)は話題を変える。

			「何だい？　この街のことなら大抵はわかるから言ってみな」

			　悪い表情に変わったおばちゃんに薫(かおる)は苦笑いを浮かべる。

			「ああ、アルガスの執事にバルドっていると思うんやけど……」

			　薫(かおる)はそう切り出して、なぜあそこまでアルガスに忠誠心を持っているのかを聞いた。普通なら切り捨てることだって考えるのに、アルガスと共に罪を受け入れているからだ。

			「それはね、バルドの娘をアルガスが救ったからさ。完全とは言えないけどね」

			　露店のおばちゃんは、そう言いながら目を細めて説明してくれた。

			　バルドの娘の病気は、エクリクスでの治療で完全に治るものだった。しかし、貴族ではなかったバルドは、エクリクスの治療をするための金とコネすらなく、娘の治療をすることができなかったという。

			　そんなバルドを救ったのが、アルガスだったそうだ。他の治療師は、エクリクスでしか治せないことがわかっていたため、治療を拒んだ。

			　失敗は、治療師としての信頼が崩れるからだ。なので、簡単に治療はできなかった。

			「意外とできるんやな……」

			「ふん、善意とかではないとは思うよ」

			　露店のおばちゃんは、ちょっと不機嫌な雰囲気を醸(かも)し出し話を続ける。

			　ちょうど、アルガスはそのころに新たな中級回復魔法を覚えて、それを試す者を探していたという。それにバルドの娘が選ばれただけだと。

			　しかし、結果的にバルドの娘の治療は成功した。それを機に、バルドはアルガスに絶対的信頼と忠誠を誓ったのだとか。

			「動機はどうあれ、救ったことには変わらへんからな」

			「どうだかねぇ……。動機が不純なんだよ。あの男は」

			　かなりの嫌われようは、その後のアルガスの行動が影響しているのだろう。

			「それじゃあ、俺は次に向かうところあるから、これで」

			「体に気をつけるんだよ。まったくもう……」

			　露店のおばちゃんは、手を振って薫(かおる)を見送る。

			　それに、薫(かおる)も手を振り返すのであった。

			　

			　薫(かおる)は罪人の館のある通りを歩く。

			　昼間なのに、ガラの悪そうな人たちが何人もいる。

			　歓楽街も入っているせいかなと思い、罪人の館へ向かう。

			　すると、レンガで積み上げられた大きな建物が見えた。４階建てで窓は少ない。

			　扉の前には、兵士のような者が２人立っていた。ガタイもよく、装備もかなりいいように見える。

			「どうも、この中に用事があるんやけど」

			「治療師の方ですよね？」

			「ん？　そうやけど」

			「すいませんが、お名前を聞いてもよろしいですか？」

			　兵士は少し申し訳なさそうに聞く。

			「薫(かおる)や、芦(あし)屋(や)薫(かおる)」

			「あ～、どうぞ中へ」

			　薫(かおる)は頭にクエスチョンマークを浮かべながら、館の中へと足を踏み入れた。

			　入るとすぐに受付のようなカウンターがあり、そこで薫(かおる)は用件を伝えると奥へと通される。

			　応接間は意外と綺麗で、ここだけ違う空間に思える。

			　少し豪華に飾られた室内を薫(かおる)は見回す。

			　５分くらい待つと、この屋敷を管理しているという者と一緒にアルガスもやってきた。

			「どうも、お待たせしました、カオル様。私はリグロスと申します」

			　そう言いながら、手を出し握手を求めてきたので薫(かおる)も返す。

			　見た目は、アルガスと同じ年くらいか少し上に見える。ひょろっとした体格に薄手のシャツにズボンといった感じだ。

			　アルガスは、薫(かおる)の考えていることに気づいたようだ。

			「おい、言っておくが、こいつは見た目以上に強いからな。姿だけで評価すると痛い目に遭うぞ。しかも、まだ現役だ」

			「はっはっは、大したことないですよ。ほんの20個ほど中規模の迷宮を攻略して潰した程度の力量ですから」

			　薫(かおる)の顔が若(じやつ)干(かん)引きつる。イルガたちより遥かに上の存在に、失礼なことを言ってしまったも同然だったからだ。

			　しかし、そのような者がこの館を任されているということは、安心してよいと言える。脱走などしようと思えば、この人が飛んでくるからだ。

			　怖いもの知らずが、眠れる獅子を起こさなければいいがと思う。

			「私がこの館を統括しておりますので、アルガスのことは私がすべて責任をもって預かります」

			　そう言って、リグロスは薫(かおる)に一礼をする。

			「ああ、なんか安心できるわ。引き続きよろしく頼む。あと、今日来たのはアルガスの診察をしに来たんや」

			「は？　俺か？」

			「話は聞いてますよ。私同伴でしたら、好きにしてもらって構いませんよ。アルガスが下手なことをするようでしたら、即首を刎ねますから」

			「意外と物騒やなぁ……。まぁ、命は簡単に取らんといてやってくれ。折角助けたんやから、ちゃんと罪の精算をしてからやな」

			　薫(かおる)とリグロスの会話を聞いていたアルガスは、冷や汗を掻く。リグロスが鋭い目つきでアルガスを睨(にら)んでいるため、気が気ではないのだろう。

			　そんな中で、アルガスはなぜ今回診察をするのかがわからないでいた。

			　なので、薫(かおる)は面倒くさがりながらも、病気というものをかなり簡略化して教える。手術・医療と回復魔法の違いをだ。

			　回復魔法は、主に外傷を治療するもので、目に見えてよくなるのがわかる。

			　だが、手術・医療は、体内の回復のため時間がかかるのだと説明する。

			　そして、無理は禁物とも。かなり端折ってはいるが、間違いではない。

			　またぶり返して不治の病になりたいのならば、勝手にどうぞと薫(かおる)が言うと、アルガスは素直にわかったと返した。あのころの不安な日々には戻りたくないのだろう。

			　薫(かおる)はアルガスの診察を始める。

			　至って健康、術後の経過も良好だ。このまま薬を飲み続ければ大丈夫と伝えると、アルガスは不安の色を浮かべる。

			　何度も本当に絶対だろうな？　と聞いてきた。でなければ、すべての地位をなくした意味がないと言うのである。

			　薫(かおる)は、そんなアルガスを見て、どうしようもない奴だなと思う。アルガスにちゃんと償えよとだけ言うと、絶対に元の地位に返り咲いてやると宣言した。

			　野心の塊(かたまり)のようなものを感じながら、薫(かおる)は罪人の館を後にする。

			　今回の件で、アルガスは完全に地に落ちた。残りの人生を賭けても取り返せない可能性の方が大きいほどに。

			　ディアラとの話では、建前はただの治療師だが、罪人の館内の治療師の時点で、普通の治療師へは戻ることはまずできないということだった。今のところは、緊急の治療が必要なときに派遣されるなど、使い潰される役割を担うことになる。

			　救いがあるとすれば、研究はできるということだ。

			　元いた場所まで這い上がるには、それ相応の結果を出さなければまず不可能なレベルだ。

			　そう、特効薬でも作らないかぎりは……。

			　多分だが、アルガスもわかっているのだろう。この罪人の館内で、外の治療師たちとの競い合いが復活への鍵となることを。

			　薫(かおる)はディアラから、最初の結果を聞いたとき軽いなと思ったが、裏側に潜んだ真意を理解して妥当だなと思ってしまった。

			　元いた世界でも、こういったことになれば二度と表舞台には出られない。

			　薫(かおる)は一瞬、過去のあの忌まわしいことを思い出す。嵌められたことが脳裏によぎり、苛(いら)立(だ)つのがわかった。

			　薫(かおる)は頭を振って、脳を一度リセットする。

			　そして、最後にイルガたちの下へ向かった。

			　

			　予定よりも早く、薫(かおる)は宿屋へと着いた。

			　カウンターの人とも顔馴染みになり、少し話をしてからイルガたちを共有スペースで待つ。

			　周りがだんだん暗くなり、何人もの探索者が宿屋に帰ってくる。

			　その中に、イルガたちもいた。

			　薫(かおる)が手を振ると、イルガたちもこちらに気づき、近づいてくる。

			「カオルじゃないか。もう大丈夫なのか？」

			「お見舞いに行っても会えないから、死んじゃったのかと思ってたわ」

			「元気や……。てか、勝手に殺すな」

			　薫(かおる)の返しに、２人は笑う。

			　そして、薫(かおる)が報酬金の話を出すと、イルガたちが場所を移そうと言ってきたので、それについていく。

			　部屋に着くと、イルガは重い鎧を外してラフな格好になる。リリカはもともと軽装備なので、そのままだ。

			「ほんじゃあ、これが今回の依頼の報酬金や」

			「素晴らしいぞ！　カオル、お前は最高の友だ！」

			「何かあったら、またよろしくね。じゃんじゃん、受けちゃうんだから」

			　２人はそのまま踊り出してしまうかの如く、はしゃぎまくっている。

			　それもそのはず、イルガたちに払った金額は、１人50万リラ。

			　２人で、１００万リラなのだ。

			　危ない目に遭うかもしれないからこその値段でもあった。

			　金額を提示された際に、２人は事の重大さを理解していた。一文無しに近かったのも相まって、依頼を受けたのだ。

			　イルガとリリカはアイテムボックスに金貨を詰め、ほくほくな顔で薫(かおる)に絡んでくる。

			　報酬を得たのももちろん嬉しいのだが、その表情をしているのにはもう１つの理由があった。　そう、アリシアのことだ。

			「可愛い子だったぞ。なぁ、リリカ」

			「そうよ。あんな、お嬢様を引っ掛けるなんて大したものよね」

			「なんか人聞きの悪い言い方やめーや」

			「何照れてんだカオル。祝ってやってるんじゃないか」

			　イルガは仕返しとばかりに、薫(かおる)をいじる。とても楽しそうなのが腹立たしい。

			　その顔面を鉄拳で撃ち抜いてやろうかと、薫(かおる)は思い始める。

			「あのなぁ、祝えることはしとらんし。それに、俺は１週間後にはこの街を出るんやからな」

			「「え!?」」

			「なんや？　びっくりしすぎやろ」

			「アリシアって子、どうするのよ？」

			　リリカが薫(かおる)に詰め寄る。

			「どうするも何も……連れていけるわけないやろ」

			「しかしだな……かわいそうじゃないか？」

			「あのなぁ、イルガのおっちゃん……他人の恋路言う前に自身の方どうにかしろや。進展どころか、なんか物凄くよそよそしいわ。第三者がいないと会話がなりたたんって感じやぞ？」

			「「……」」

			　薫(かおる)の言葉に２人とも黙る。

			　完全に痛いところを突かれたのか、俯いてしまった。

			「解決するんは当人同士や。俺はいつまでも、２人の仲を取り持つことなんてできへんのんやぞ？　ちゃんと、いろいろと話し合わなあかんのんちゃうんか？」

			　ディアラから１週間後に旅立つのが吉と言われた薫(かおる)は、ここに来る前に決めていたのだ。

			　あまり長居をしても、どうしようもないことはわかっている。

			　今日やるべきことはすべて終わったので、そろそろ帰るとイルガたちに告げる。

			　２人は止めることもできず、ただ沈黙するだけになっていた。

			　薫(かおる)はイルガたちと別れ、オルビス邸へと戻った。

			　

			　オルビス邸の扉を開けると、心配そうに駆け寄ってくるアリシアの姿があった。

			　もちろんカリンも付き添っていた。

			「お帰りなさいませ、カオル様」

			「すまんな。ちょっと遅うなってしもうたわ」

			「いいんです。今日だけと言いましたから……」

			　アリシアは薫(かおる)が朝言ったことを信じていた。

			　しかし、ついつい横槍を入れたがるアホの子カリンは、薫(かおる)が出ていったあとのアリシアの状況を報告してきた。それはもう満面の笑みで。

			　朝の出来事のあと、アリシアは薫(かおる)の部屋で硬直したままお昼までいたという。

			　なぜ、そこまで放置したのかとカリンを問い詰めると、あまりの可愛さに見(み)惚(と)れていたという。

			　仕事しろよ、このダメイドと、薫(かおる)は心の中でツッコミを入れる。

			　暴露されたアリシアは顔を真っ赤にさせたまま、自身の部屋にダッシュしてしまった。

			「あらら〜、ちょっとやりすぎちゃいました」

			　舌を出すカリンに、薫(かおる)は「やりすぎや」と言いながら脳天にチョップを叩き込む。

			　大きな溜め息を吐くと、薫(かおる)はカインのいる書斎へと足を運ぶ。また、いろいろと迷惑をかけたことがわかったからだ。

			　扉をノックし、返事を待つ。

			　どうぞと返ってきたので薫(かおる)は中へ入る。

			「カオル様、戻ってたんですね」

			「ああ、今日いろいろ聞いて回ってきたんやけど……また迷惑かけてたみたいや。申し訳ない」

			「請求書のことでしたらいいですよ？」

			「いや、それはあかんって。その金額は、報酬から差し引いてもらえるやろか？」

			「そうですか？　カオル様がそういうのでしたら……」

			　薫(かおる)の申し訳なさそうな表情に、参ったなぁと、カインは頭を掻く。

			「受け取れないって言っても、カオル様はお金を置いていきそうですし、わかりました。では、請求された金額は、カオル様の報酬金から引かせていただきますね」

			「それで頼むわ。あとこれが、足りない金額の３００万リラや」

			　そう言って、アイテムボックスから金貨を取り出した。

			「カオル様は、もっとがめつく生きてもいいと思うんですけど……」

			「そこまで甘えれへんしな。稼ぐんやったらまた治療で稼ぐわ」

			「そうですか、わかりました」

			　薫(かおる)からお金を受け取ると、カインは書斎の引出しにしまった。そして、椅子に深く座り、笑顔で報告を始める。

			「やっと特効薬の流通を確保できました。あとは、リースさんと話し合えば終わりです」

			「思ったより早いな」

			「我々の仕事ですからね」

			「そうや。ディアラさんといろいろ話してきたで」

			「不思議な方だったでしょう？」

			　薫(かおる)はそれに頷くと、今日聞いたことや頼んだことをカインに話す。

			　それを聞いたカインは、エクリクスには要注意だなと、溜め息を吐く。

			「そうそう、俺はあと１週間でこの街を出ようと思うんや」

			「え!?　そ、そうですか……。では、アリシアの病気はどうするのですか？」

			「ああ、もう心配あらへんよ。安定してるからな。薬の量も定量で問題ない。あとは、その薬を10日ほど飲めばもうなんの心配もせんでええよ」

			　薫(かおる)の言葉に安(あん)堵(ど)するカイン。

			「そうですか……。ありがとうございます」

			　カインは立ち上がって深々と頭を下げる。

			「ええよ。長いようで、短い期間やったけどお世話になったしな」

			「とんでもない。カオル様が来てから、もう毎日が驚きっぱなしでしたよ。でも、１週間後ですか……」

			　そう言いながら、カインは顎(あご)に手を当てる。

			「ディアラさんに出るなら１週間後がええって言われてな……」

			「なるほど……何かあるんでしょうね」

			「ようわからんけど、その言葉に乗っかるつもりや」

			　突然、ガシャンとドアの方から何かが割れる音がする。

			　それに反応したときには既に遅かった。

			　ドアが少し開き、アリシアの姿が見えた。

			　薫(かおる)の言葉が永遠とループしているのか、立ったまま涙を流していた。

			「「ア、アリシア（ちゃん）!?」」

			「あ、あの、え、えっと、す、すいません……。あ、あれ……えっと、お茶を持ってきたのですが……。そ、その……ごめんなさい」

			　そう言うとアリシアは、走って逃げてしまった。

			　アリシアは自室に辿り着くと、鍵を閉めドアに寄りかかる。止めどなく流れる涙に、訳がわからなくなっていた。
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			「あ～、くっそ……。まだ、アリシアちゃんには、言うつもりやなかったんやけど……」

			「まさか、お茶を持ってくるなんて……」

			　頭を抱える２人に、能天気な声が聞こえてくる。ドアを開けこちらを見るのは、笑顔のカリンだった。

			　その姿から容易に想像できた。

			　先ほどの罪滅ぼしのつもりだろう。アリシアに、薫(かおる)が今、書斎にいるのでお茶でも入れて、持っていってはどうか？　と提案したのだろう。

			　カリンに聞くと大当たりだった。

			　カリン自身も、今回は悪気があったわけではないが、あまりにもタイミングが悪すぎた。

			　最悪と言ってもいい。

			　精神面の問題のうえ、薫(かおる)が当人なので関与しづらいのだ。

			　カリンに説明すると、青くなりワタワタとし始める。

			　落ち着かせて、今はアリシアを１人にさせておこうということになった。下手に動いて、悪化するのもよくない。

			　特にカリンがである。

			　時間を置いて、後で薫(かおる)が話しに行くということになった。

			　カリンには、サラへの報告だけを任せた。

			　

			　時間が経ち、薫(かおる)は満を持してアリシアの部屋の前にやってきた。

			　コンコンとドアを叩くと、啜るような音と、か細い声が聞こえる。

			　聞き逃さないように、薫(かおる)は耳をすませる。

			「すまん、ちゃんと言うつもりやったんやけど……。タイミングが最悪やったな」

			　薫(かおる)はゆっくりと、自身を落ち着かせるかのように話す。

			　すると、小さな声でアリシアが喋(しやべ)る。

			「カオル様が……謝らなくてもいいんです。わかってました……。治してくれるって言ったときも、いつかは別れがあるって……。ずっと、ずっと一緒になんて……夢を見てました……だから、だから……」

			「……アリシア」

			「わがままなんて、言いません……。治してもらっただけでも、返しきれないのに……。私のわがままなんて……」

			「すまん、辛い思いさせてしもうて……」

			「い、いいんです。わ、私は幸せ者ですから……。ほ、本当に、本当にありがとうございました……。きょ、今日は、疲れてしまったんで、これで……」

			　アリシアはとぎれとぎれになりながらも、一生懸命話す。

			　それを聞くだけで心が痛くなる。多分、アリシア自身はもっと辛いのだろう。

			　ドアの前からアリシアの気配が消える。

			　薫(かおる)はそれを止めることができず、部屋へと戻ることしかできなかった。

			　なんとも言えない１日になってしまった。それを招いたのは自分。１番悲しませたくない人を悲しませてしまった。それも自分自身の行動でだ。

			　ベッドの上で目を閉じると、ショックを受けて涙を流すアリシアの姿が目に焼きついていた。

			　薫(かおる)は自身の失敗に苛(いら)立(だ)ち、拳を力一杯握りしめる。

			　今日、イルガたちに言った言葉が、自身に返ってきた気分だ。

			　どうにかするなら、動かなければいけないが、なんともタイミングが悪い。

			　痛みで我に返るが、もう過ぎたことは取り返しがつかない。

			　もっとちゃんとした別れができたのではないかと、頭の中がぐちゃぐちゃになる。

			　薫(かおる)はただただ、頭を抱えることしかできなかった。

		

	
		
			　

			第五話　ちょっとしたきっかけと歌姫

			　

			　あの日を境に薫(かおる)とアリシアとの距離は開いていた。

			　あっという間に１週間のうち６日が過ぎた。

			　アリシアの元気のない姿にカインは肩を落としていたが、薫(かおる)の出発のために馬車を手配してくれた。

			　それと冒険者ギルドでカードも作ってくれた。もちろん、偽名での登録だ。

			　足がつかないようにとのことで、慎重に事を進めてくれたのだ。

			　何から何までお世話になりっぱなしで薫(かおる)は恐縮するが、カインはこのくらいはさせて欲しいと言ってきた。

			　なので、素直に甘えることにした。

			　少し、質素な馬車が届く。オルビス商会の紋章付きだ。それに旅に必要なものを詰めていく。

			　注意事項や、野宿するときのことなど、必要であろう知識を６日間で教わった。

			　その間もアリシアとは、会話という会話はほとんどできなかった。

			　ほとんど部屋から出てくることはなく、ご飯も自室で食べていたからだ。薬もちゃんと受け取るが、目が赤く少しやつれているようにも見えた。

			　薫(かおる)は何もできない自分を不甲斐なく思う。

			　

			　出発前夜。夜の20時ごろだろうか。

			　薫(かおる)はフラッと歓楽街を訪れていた。

			　酒場や水商売店が何軒も並び、活気に溢れている。

			　オルビス邸にいると、考えなくてもよいことまで考えてしまうため、薫(かおる)は息抜きのつもりでやってきたのだ。

			　冒険者や探索者たちが、今日はどこで飲むかを話し合いながら練り歩いている。

			　薫(かおる)も少し酒でも飲むかなと思い、１軒の酒場へと足を運ぶ。

			　その店を選んだのは、扉が開いたときに音楽が聞こえてきたからという単純な理由であった。

			　店の中はシックな感じで、現代で言えば、ジャズバーとでも言ったらよいのだろうか。

			　ステージの上では、演奏者が曲を奏でていた。高級感に溢れ、周りもゆっくりとこの場を楽しんでいるような人たちばかりであった。

			　薫(かおる)がカウンターに座ると、酒場のマスターが注文を聞きに来た。

			　年齢は、60代だろうか。渋目の叔父様という表現が１番しっくりくる。

			　ピシっとシワのないシャツに黒の蝶ネクタイ、黒のズボンに黒のベストを身につけている。

			　落ち着いた雰囲気で、余裕が見て取れる。

			「お酒は何になさいますか？」

			「ちょっと強い酒ってあるやろか？」

			　薫(かおる)がそうマスターに聞くと、少し考えてから１本のボトルを取り出し、グラスに氷を入れて注いだ。

			　琥珀色の酒。ブランデーだろうか。

			「どうぞ」

			　差し出されたグラスを受け取り、匂いを嗅ぐ。キャラメルのような、甘く香ばしい香りが鼻(び)孔(こう)を擽(くすぐ)る。

			　それを薫(かおる)は口に含んだ。ほのかな甘味を感じ、まろやかな口当たりがする。度数としてはちょっと低いかもしれない。だが、体に染みて一気に温かくなる。

			「うまいなぁ、こんな気分で飲むもんちゃうわ……」

			　マスターは聞き役に徹し、そっとつまみを出す。

			「おおきに、てか、タイミングええなほんまに……。まぁ、プロやからか……」

			　そう言いながら、ドライフルーツを口に運ぶ。

			「ええ雰囲気やなぁ……」

			「ありがとうございます」

			　マスターはグラスを磨きながら、そう答える。

			「この世界にも、こんな娯楽があるんやなぁ……」

			「ん？　ああ、音楽ですか？」

			「ああ、でも、楽器は俺の知ってるのとはちょっと違うなぁ」

			　薫(かおる)は現在演奏されている音楽を聞きながら言う。

			　３人組で、ピアノらしきものは単音か２音で弾き、コントラバスのようなもので低音を響かせて、ドラムはハイハット、スネア、バスドラの３点しかない。それでリズムをとっている。

			　必要最低限で、多彩なメロディを奏でていることに薫(かおる)は感心する。

			　しいて言えば、ピアノの単音か２音というのがもったいない気がする。

			　そっとピアノの演奏者を見ると、なぜ単音なのかがわかった。

			　音の調律がなされていないのだろう。

			　鍵盤の音階がちゃんと並んでないから弾きにくいというのもありそうだった。

			　似た音が並ぶが１つとして同じ音はない。多分だが、調律をちゃんとできる者がこの異世界にいないのだろう。

			「そろそろ、メインの登場ですよ。いろいろと悩みがあるかと思われますが、今はゆっくりとこの場を楽しんでください」

			　マスターは渋い表情でニッコリと笑う。

			　薫(かおる)はいつものように本心を裏に隠すことすらできてないようだ。

			　薫(かおる)は苦笑いを浮かべ、今は音楽を楽しむことにした。

			　演奏が一旦終わると、拍手が起きる。指笛を鳴らす者もいた。かなりここに通っているように見える。

			　常連たちは、次の登場する者を心待ちにしているようだった。

			　薫(かおる)も頬杖を突き、ステージを眺める。

			　すると、１人の女性がステージ脇から歩いてきた。

			　黒色の髪の毛をポニーテイルにした女性は、スポットライトのような光に照らされ、輝いているように見えた。肌は白く、タレ目で服装は黒のタイトなパーティドレスのようなものを着用している。所々に刺繍が入っていて、それがまたいい感じのアクセントになっている。
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			　その女性はステージに立つと、一礼をしてから演奏者と目で合図を送り、曲の演奏が始まった。

			　音楽に合わせてその女性は歌い始める。柔らかな声が、店の隅々まで一瞬で広がった。

			　薫(かおる)の心は、温かく、気持ちを落ち着かせるような感覚に包まれる。目を瞑(つぶ)り、その美声をもっと聞きたくなる。ピアノ、コントラバス、ドラムは、その歌声を絶妙なバランスで引き立てる。

			　聞き入っている薫(かおる)は、頭の天辺からつま先までゆっくりと力が抜けていくのがわかった。無意識に力が入っていたのを実感して笑ってしまう。

			　この歌声は音楽を司る女神が歌っているのではないかと錯覚する。

			　ただただ、神秘的と言ってもよい。そう表現することしかできなかった。

			　薫(かおる)はその歌声が終わるまでじっと聞き入ってしまった。

			　他のお客さんたちもそうだ。皆、聞き入り心をがっちりと掴まれていた。

			　しかし、心地よいひとときは一瞬で終わりを迎える。

			　薫(かおる)のぐちゃぐちゃとした心に、ほんの少しだが余裕が生まれた。きっかけはどうあれ、このような感覚になったのは初めてだった。

			　元いた世界でも、いろいろと音楽は聞いてきたが、ここまで気持ちが揺れ動き、少しでもよい方向へと動くことなどなかった。

			　薫(かおる)は、もう一度アリシアにちゃんと話をしたいと思いながら、残った酒を口に含む。

			　悲しむアリシアを見るのが耐えられず、今まで何もできないでいた。いや、避けていたというのが正しいだろう。

			　ちゃんとけじめはつけないといけない。今までもそうやってきたはずだ。だが、アリシアに対してはそうするのが怖かった。大切な人だから……。

			　面と向かっては無理かもしれないが、ドア越しでもいい。ただ、ちゃんと伝えたい。そう思いながら、薫(かおる)は１つ大きく息を吐き前を見つめる。

			　マスターは、薫(かおる)の表情の変化に笑顔を見せる。

			　薫(かおる)がそろそろ帰るかなと思ったとき、横に女性が座った。

			「マスター、今日はどうでした……か？」

			　不安げな表情を浮かべる女性。

			「ええ、最高のステージでしたよ。シャーリーさん」

			「ほんとに？　よかったぁ～。今日で最後だから、物凄く張り切っちゃって……」

			　先ほどの表情はどこへやら、屈託のない笑顔を見せる。不安でたまらなかったようだ。

			「私としては、もう少し契約を延ばしてもらいたいところですがね」

			「ええ!?　凄く嬉しいですけど……別の契約がありますから予約でもいいですかね？」

			「構いませんよ。シャーリーさん」

			「では、契約書をいただけますか？」

			　マスターが契約書を手渡すと、シャーリーは笑顔でそれにサインをした。

			　嬉しくてたまらないというのが、目に見えてわかる。

			「でも、すいません。途中、迷宮熱でお休みをいただいてしまって……」

			「それは仕方のないことですよ。でも、運がいいですよ、シャーリーさん。この街で、迷宮熱の特効薬が作られたのですから」

			「そうなんですよ！　私、もうびっくりですよ！　たった１日で高熱が引いて、喉の痛みもなくなっちゃったんですよ！　私にとって、リースさんは女神様ですよ」

			「ふっふっふ、違いないですね。あのエクリクスですら、まだそのような薬を作れてないのですからね。本当に女神様なのかもしれませんね」

			　どうやらリースの女神化が進んでいるようだ。

			　薫(かおる)は少しおかしく思いながら、席を立つ。そして、シャーリーにお礼を言う。

			　きっかけをもらったことへのお礼だ。

			「今日はいい気分転換になったわ。歌凄くよかったで」

			「えへへ、どういたしまして。嬉しいなぁ」

			　シャーリーは嬉しそうに笑顔を見せると、マスターの出したジュースを飲む。１口飲んだあと、咳払いをして喉を一度手で押さえる。

			　ほんの一瞬だが、不安な表情を浮かべたのを薫(かおる)は見逃さなかった。

			「喉が痛いんか？」

			「え？　いや、何でもないですよ？」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)すとかではなく、癖のようなものなのだろう。本人すら自覚をしてないようだ。

			　薫(かおる)は少し考えてから、シャーリーの目の前に手を出した。

			「何の変哲もない手から……指を鳴らすと、ほい」

			「おお！」

			　薫(かおる)がパチンと指を鳴らすと、飴玉が３つ出てくる。

			「え!?　どうやったんですか？」

			「ただの手品や。喉にいい飴ちゃんやで」

			「ほほう……」

			　そう言いながら、シャーリーはピンク色の包み紙に入った飴を見つめる。どうやって出したんだろうと、本気で考えているようだった。

			　これは、薫(かおる)の『薬剤錬成』で作ったものだ。無から有を生み出すことができる薫(かおる)だからこその技であり、一般の人が真似できるようなことではない。

			「本当に効くの？」

			「こんななりやけど、一応は治療師や。騙(だま)されたと思って、１個食べてみ。悪くなることはないからな。もしもそうなったときは……そうやなぁ、一生分の金でも請求したらええよ」

			　薫(かおる)がそう言うと、シャーリーはおかしそうに笑った。そして、ピンクの包み紙を開けて中の飴玉を取り出す。

			　手に持つ飴の色を見て、シャーリーはうっとりとしてしまう。

			「琥珀色だね。アルルの飴と一緒っぽい。では……騙(だま)されたぁ～！」

			　冗談っぽく言って、口に飴を含む。すると、シャーリーの表情がほころぶ。

			「やだ……。はちみつの甘さがいい。おいひぃ～」

			　舌の上で飴玉をコロコロと転がし、大変満足といった感じで、薫(かおる)にＶサインを出す。

			「そうやなぁ、あんまり無理して、発声練習はせん方がええで」

			「え？　どうし……」

			　薫(かおる)の一言に、シャーリーは目を見開く。だが、それに薫(かおる)が答えることはなかった。

			「さぁ、なぜでしょう？　ほしたらな～」

			「ちょ、ちょっと!?」

			　シャーリーは驚きを隠せず、薫(かおる)を引き止めようとする。

			　だが、薫(かおる)はテーブルに硬貨を置いて、片手を上げながら店を出ると、夜の街へと消えていった。

			　残されたシャーリーはそっと席に着き、口の中の飴玉を転がす。

			「なんで……無理してること知ってるんだろ？」

			　シャーリーは答えが見つからず、考えるのを諦める。

			「あ！　喉のイガイガが取れた……」

			「ん？　どうしました？　シャーリーさん」

			「え？　いや、何でもないよ。ふふふ、ふっしぎ～魔法の飴みたい」

			　テーブルの上にある残り２つの飴玉をジッと見つめながら、シャーリーは人差し指で転がすのであった。

			　

			　オルビス邸に戻った薫(かおる)は、一旦自室へ入る。

			　そして、服を着替えてからアリシアのいる部屋へと向かった。

			「あっ！　カオル様」

			「おう、カリンか。どないしたんや？」

			「え？　いや……何でもないですよ？」

			　あたふたしているところを見ると、何かしら悪いことを企んでいるのではないかと疑ってしまう。前科があるから仕方がない。

			　だが、アリシアのあの一件以来、カリンはかなり大人しくなった。よいと思ってやったことが、裏目に出てアリシアを傷つけてしまったからだ。

			　アリシアが自室にこもってしまったあと、カリンも相当滅入っていた。

			　１番大切だと言っていたアリシアに、つらい思いをさせてしまったのだ。カリン自身もサラに報告したあと、皆の前で崩れ落ちた。取り返しのつかないことをしたと涙を流して大変だった。

			「これから……また出かけますか？」

			「いや、もう１回アリシアちゃんと話をしてみるわ」

			「……そうですか」

			「何も言わんで明日旅立ちたくないからなぁ。やけど、話をちゃんとできるかはわからんけどな……」

			　薫(かおる)は苦笑いを浮かべて頭を掻く。

			　カリンは、そんな薫(かおる)に「大丈夫ですよ」と笑顔で言う。何の根拠もないのだが、カリンは絶対に大丈夫というオーラを醸(かも)し出していた。

			　そんなカリンを見て弱腰ではいけないなと思い、薫(かおる)は気持ちを引き締め直す。

			　そしてカリンと別れ、アリシアの部屋へと向かった。

			　そんな薫(かおる)の後ろ姿を見つめながら、「絶対に大丈夫ですから……」とカリンは独りごちた。

			　

			　薫(かおる)はアリシアの部屋の前に着いた。

			　部屋の中に気配はまったくない。

			　眠ってしまっているのだろうかと薫(かおる)は不安になる。意を決してノックをし、アリシアの名前を呼ぶ。

			「アリシアちゃん……ちょっとええか？」

			　返事はない。だが、扉の前まで人が歩いてくる気配がする。

			　そして、部屋の中からノックがコンッと返ってきた。

			　その返しだけで、薫(かおる)はホッとする。まったくの無反応ならどうすることもできないからだ。

			「俺と喋(しやべ)りたくないなら、そのままでええ。けど、話だけでも聞いてくれるか？」

			　薫(かおる)がそう言うと、ノックがコンッと返ってくる。

			　これは話を聞いてくれるということでいいのだろう。

			「アリシアちゃん、この前はすまんかった。いきなりでびっくりさせてしもうて……。ちゃんとアリシアちゃんには、時間を取って話をしようとは思うとったんや。こんな形になってしもうて申し訳ないと思っとる。ここにおれるんは、明日までや……。やから、ちゃんとアリシアちゃんには言っときたいんや。大切やから……側にはおれん。アリシアちゃんを巻き込んだりはしたくないからや……。やから、明日ここを立つ。治療師の弟子の件もすまん。短い間やったけど、ありがとな」

			　薫(かおる)の言葉はアリシアに届いているだろう。

			　だが、たった１枚のドアの向こうにいるというのに、あまりにも遠く感じてしまう。

			　アリシアがノックを返すことはなかった。

			　薫(かおる)は「遅くにすまんな」と言って、アリシアの部屋を後にした。

			　薫(かおる)が去ったあと、ドアがゆっくりと開く。

			　ピンクのウサギさんパーカーを着たアリシアは、服の裾をギュッと掴んで俯く。

			　目に涙を浮かべたアリシアは、すぐに真っ直ぐ前を向き、ゆっくりと歩き出した。

		

	
		
			　

			第六話　旅立ち、そして……

			　

			　出発当日の朝。

			「ほんまに、カインさんにはお世話になりました」

			「いいんですよ。むしろ、こちらが言いたいくらいですよ」

			「サラさんもこの１週間、仕事そっちのけでアリシアを見ててもらってすいません……」

			「あらあら、気に病まなくていいのよ。娘ですからね。これから寂しいけど、カオル様がいた時間は本当に楽しかったわ」

			　相変わらずのサラさんに安心する。そして、カリンにも挨拶をする。

			　ここ１週間は、カリンも元気がなく、いつもの馬鹿騒ぎがなくて寂しく思うほどだった。

			「カリンもアリシアちゃんのこと頼むで」

			「はい……」

			「アリシアは……」

			　見送りの場にアリシアの姿はなかった。

			　仕方ないよなと思いながら、薫(かおる)は天を見上げる。

			　晴天で雲一つない空。旅立ちには最高の日和といってもよい。

			　そんな景色を見ると、薫(かおる)はオルビス邸での生活を思い出してしまう。

			　あまりにも充実していたあのころを。

			　馬鹿騒ぎをしたり、カインさんたちといろんな話をした。たった数週間で、言葉では表せないくらいの楽しみがあった。

			　だが、それも今日で終わりを告げる。

			　悔いが残っているのは、アリシアと面と向かって別れを言えなかったことだ。

			　もっとちゃんとした形で、別れを告げたかった。昨日のあれは、こちらからの一方的な別れ話だ。本当に悔いしか残らず、言わなかったよりかはましなくらいだ。

			　今あれこれ考えても仕方ないかと思いながら、薫(かおる)は御車台へと乗る。

			「カオル様、この馬車はオルビス商会の紋章付きですので、襲われることはないと思います。取り外しもできますので、必要なときに付けていただければよいかと」

			「本当にこんなもんまで準備してもろて……。頭が上がらんわ」

			「でも質素に見えるでしょ？」

			　カインは冗談めかしく言った。

			　確かにそうだなと薫(かおる)は思った。出会ったときのあの豪華な内装の馬車に比べたら質素とも言えるが、それを直には言えない。

			「まぁ、ちょっと違和感があるかな……」

			「それはそうですよ」

			　そう言うと、この馬車をなぜ選んだかを話してくれた。

			　これは、カインとサラが商会を始めてから最初に買った馬車である。コツコツと拠点からネットワークを広げていった。

			　その苦難や喜びを分かち合い、最も長く活躍してくれた思い入れのある馬車とのこと。

			「カオル様にも、幸運が訪れますようにと思いましてね」

			「でも実際は、年季が入ってて商会の人たちからはどうにか有効活用してくれる人はいないかって言われてたの。今は、大きな馬車で毎日運んでるから、これくらいの規模だと物が積み込めないのよ」

			「なるほど、俺やったら譲ってもええっていうふうに受け取ってええんやろか？」

			「うふふ、まぁ、そうですね。それに誰かれ構わず渡したりはしませんよ。この子には、大切な思い出がたくさん詰まってるんですから」

			「だからカオル様、どうかこの子を有効に使っていただけたら幸いです」

			「めっちゃ大事にさせてもらうわ」

			　お互いに頭を下げ合う。

			　本当に腰の低い夫妻である。人柄も感じもよく、今のオルビス商会を積み上げてきただけのことはあると思えた。

			　別れを惜しみながら、薫(かおる)は馬車を走らせる。

			「それじゃあ、行ってきます」

			「いつでも帰ってきてください。カオル様は、もう家族のようなものです。歓迎しますから」

			「体に気をつけてくださいね。私たちは、ずっとカオル様の味方ですよ」

			「カオル様、お元気で〜」

			　薫(かおる)は、カインたちに大きく手を振る。

			　皆の温かい言葉に目頭が熱くなる。元いた世界では、考えられないくらい深く人と関わったせいもある。

			　何よりカインたちはいい人なのだ。

			　いや、いい人すぎる。心が綺麗で、楽しくて仕方なかった。

			　もう少しの間、一緒にいたいというわがままも通用するかもしれない。だが、関わった大切な人を危険な目に遭わせるなんてことはできない。

			　そんなことを思いながら、薫(かおる)はこの大迷宮都市グランパレスの南門を目指した。

			　

			　南門に差し掛かると、門の前には商人などの人だかりができていた。

			　この街を出るための審査待ちだろう。そこには見覚えのある顔が３つあった。

			　イルガ、リリカ、リースだ。

			　３人は悪態をついているのか、薫(かおる)の姿を見つけると大声で叫ぶ。

			「カオル！　今日のいつごろ出るかも言わないから、ずっと待ってたんだぞ。俺らに何も言わずに出ていく気か！」

			「そうよ！　私たちだってあんたに言いたいことがあるんだからね！」

			「嵐のように来て、スッと消えるなんて許さないんだから！」

			　３人が３人、人目もくれずに馬車に駆け寄ってきた。

			　薫(かおる)はさすがに無視できず、馬車を止める。

			「いや……一応、１週間後って言ったしなぁ……」

			「いつごろ出るかなんて聞いてないぞ！」

			「あんな別れ方、嫌なんだからね。あの後、イルガと話して何かするって決めたの」

			「お、おう……」

			　ずいずいと詰め寄ってくるリリカに、薫(かおる)はたじろぐ。顔が近いから少し離れていただきたい。

			「私もやられっぱなしなんてまっぴらごめんよ」

			「いやほら……皆とりあえず落ち着こうや……。目が怖いって、マジで」

			　かなり血走っている３人を逆撫でしないように、薫(かおる)は慎重に言葉を選ぶ。

			「おし、まずは俺からだ。これを受け取れ」

			「な、なんやこれ……グローブ？」

			　イルガは、主に魔力で戦う者用の装備を薫(かおる)に渡した。

			　見た目は黒く、手の甲に魔法陣の刺繍が施してある。かなり高そうなものに見える。

			「こ、こんなもん、もらってってええんか？」

			「いいんだよ。あとカオル、俺も腹くくったからな」

			「ん？」

			「リ、リリカとのことだ……」

			「あ〜、やっとかいな」

			　１週間前に、イルガがアリシアとの恋路についてとやかく言ったときに、薫(かおる)がついつい言い返してしまったことを気にしていたようだ。

			　相変わらずの歯切れが悪い言い方は、イルガらしいと言えばイルガらしい。

			「だから、お前も、そのなんだ……」

			「あ～、もうわかっとる。みなまで言うなや」

			　薫(かおる)には、イルガの言いたいことが嫌というほどわかった。

			　わかってはいるが情けない話、今の自分には、そのようなことが言えない。

			　だけど、必ず迎えに行く。

			　そう心に言い聞かせていた。

			「イ、イルガが言った通りよ。それと、私からはこれ」

			「こないなもんもろて……。気が引けてくるわ」

			「大丈夫よ。あんたからの報酬金から出てるから」

			「うわ……感動がぶち壊しや」

			　笑う薫(かおる)に渡されたのは、ペンダントだった。

			　小さなクリスタルのようなものが２つ付いている。

			「いろいろな厄(やつ)介(かい)事が片付いたあと、アリシアさんを迎えに行くときに……渡しなさい。守りの加護が付いてるから、その……」

			「お前もかい！　たく、本当に他人のそういうことばかりに気が回るんやから……けど、あ、ありがたくもらっとくわ」

			　薫(かおる)は恥ずかしそうに、それをアイテムボックスにしまう。

			　今までと違った反応に、２人は笑う。そんなに珍しいか……。

			　そして、最後にリースからも何かあるようだ。

			「なんか病気のこといろいろ調べてたみたいだから……これ」

			　リースが差し出したのは、広辞苑くらいの分厚さの本だった。

			「かなり分厚いな……」

			「治療師ギルドに保管されてる、病気の症状なんかが載ってる本の写しよ。私は、全部頭に入ってるからもういらないの。だからその……」

			「こういうのは、凄く助かるわ。ホンマにもらってええんか？」

			「べ、別にいらないなら返してもらってもいいのよ？」

			「ありがたくもらっとくわ」

			　こちらの世界の病気に関する本は、かなり貴重だ。

			　症状などで、おおよそどのような病気があるのかもわかる。それを詳しく調べれば、薬を作ることもできる。

			「なんか凄く嬉しいな。この街にまた戻ってくることがあると思うけど、そんときもよろしゅうやってくれるとありがたいわ」

			「ふははは、俺らは迷宮攻略して、この街にはいないかもしれないぞ？」

			「そうね、チャチャッと攻略しちゃうんだから」

			　イルガとリリカは声を高らかに笑う。つられて薫(かおる)も笑ってしまう。何事もなくまた会えればいいなと。

			「私はいるけど、相当忙しくなるから……。はぁ……」

			　リースは少しゲッソリとした表情を浮かべる。

			　この１週間で、身の回りが激変したのは言うまでもない。

			　爵位を受け、アルガスの治療院を譲渡されたリースは、自身の治療院を１号店とし、アルガスの治療院を２号店とした。元いた従業員をそのまま雇用し、すべての指示をリースが出しているのだ。

			　そして、特効薬についてカインと話し、この街の治療院すべてに流通できるようにした。まだ個数に制限はあるが、低ランクの探索者たちに素材の収集の依頼を掛けている。別の街のオルビス商会支店にも話が流れ、流通が安定するまでには、まだ時間が掛かるようだ。

			「リースは、新しい特効薬や魔法の精製はどうするんや？」

			「これが安定するまでは難しいわ。でも、あんただけには負けないからね。いつかぎゃふんと言わせてやるんだから！」

			　かなり強気な発言に、薫(かおる)も楽しそうに言葉を返す。

			　その後も、これが最後となるためか、会話が弾み少し話し込んでしまう。そうしていると、門の人だかりもある程度流れた。

			　そろそろ出ると皆に伝えて、薫(かおる)は御者台に乗り込み馬車を走らせる。

			　最後に薫(かおる)は、皆に体には気をつけろよと言って門をくぐった。

			　イルガは涙を流しながら大きく手を振っていた。相変わらず涙もろいようだ。

			　リリカもまたハンカチで涙を拭いていた。口元が「ありがと」という言葉を紡いでいたのは薫(かおる)にしかわからなかった。イルガとのことだろう。結婚報告が楽しみだと思いながら薫(かおる)は笑顔を向ける。

			　リースはやつれながらも、やる気に満ち溢れているような表情をし、薫(かおる)を見つめていた。

			　本気でそのうち、ぎゃふんと言わせられそうな気がするが、そうなったらこっちも本気を出すかなと思う。よきライバルとして。

			　個性豊かな面々に薫(かおる)は手を振り、別れを告げるのであった。

			　

			　グランパレスを出て、小１時間たっただろうか。薫(かおる)は休憩をとっていた。

			　カインから、街道沿いに馬を休める休憩場が約１時間の間隔で配置されていると聞いていたのだ。

			　石造りで質素な休憩場で、雨などは凌げる感じだ。馬に水を飲ませられるように、湧き水が出ていた。

			　薫(かおる)は御者台から降りて馬を馬車から外すと、手綱を引き、水場へと連れていく。手綱を支柱に括り付け、馬を休ませる。

			　天気もよく、雲一つない。風が肌を優しく撫でる。

			　夏なのに、こちらの世界は過ごしやすい。湿度がそこまで高くないからなのかもしれない。

			　石のベンチがあったので、薫(かおる)はそこに寝転がる。日陰になっているので、ひんやりとして気持ちがよかった。

			　周りは静かで、鳥の鳴き声がよく聞こえてくる。

			　しかし、薫(かおる)は少し物足りなさを感じていた。

			　今までが騒がしかったからだろう。この静かさにいろいろと考えてしまう。

			　アリシアのことをだ。

			　もっと、いい別れ方があったのではないかと。

			　あんな、悲しそうなアリシアは、正直見たくなかった。心のどこかで、痼(しこ)りのようなものができた感覚がした。

			　後悔のスパイラルに入る。

			　やり直せるなら、本気でやり直したい。そんなことを無駄に考えてしまう。

			　薫(かおる)は少し疲れているのかなと思い、軽く目を瞑(つぶ)る。楽しかった想い出が、脳裏から止めどなく溢れてくる。

			　思ったより重症のようだ。昨日も、アリシアとちゃんと会話はできなかった。

			　ドア１枚隔てただけなのに、アリシアとの距離は物凄く遠くに感じた。

			　一方的な別れと言われたらそれまでだ。

			　薫(かおる)の目からは、無自覚で涙が流れた。ツーッと流れる雫を肌に感じる。

			　久しく泣いてなかったなと思いながら目を擦る。いや、年かなとくだらないことを思いながら、小さく溜め息を吐く。

			　もう少しだけ、気持ちが落ち着くまでと、薫(かおる)は目を瞑(つぶ)る。

			「ちゃんと面と向かって謝りたかったな……」

			　ポツリと自然にそう言葉が出てきた。

			　嘘偽りのない本音である。

			「アリシア……」

			「……はい」

			「？」

			　これはやばい、と薫(かおる)は思った。あまりの心残りのせいなのか、アリシアの幻聴が聞こえる。

			　柄にもなく、ゴチャゴチャと考え込んでいるせいだと思う。

			　メンタルも元いた世界で、一度崩壊寸前までいった。

			　信じていた者が、ことごとくいなくなったのがでかい。

			　疲れ果てているときや後悔したときは、このようなことが起こるのだろうかと考える。

			　そっと目を開けると、そこには見覚えのある顔があった。

			　青くすんだ色の髪の毛。ミディアムヘアで、毛先が癖毛なのか少しウェーブしている。瞳は青く、吸い込まれそうなほど綺麗だ。

			　今までずっと外に出ることのない生活をしていたせいか、肌は白く雪のようだ。

			　ピンクのうさ耳フードつきの法衣を纏(まと)ったアリシアが、そこにいた。

			「あ～、これはあかんわ……。幻覚まで見るとか、末期やろうか……」

			「ふぇっ!?」

			　薫(かおる)はそう言うと、また目を瞑(つぶ)ってしまった。

			　アリシアは、現実逃避している薫(かおる)を見てあたふたとする。勇気を振り絞り、寝転がっている薫(かおる)の上に馬乗りになり、ギュッと抱き締める。

			　自分は幻覚ではなく、本物だと言わんばかりに。

			　幻覚かもしれないアリシアは、ほのかに温かくいい匂いがした。

			　だが、アリシアが軽かったせいか、薫(かおる)はまだ夢や幻影であろうなどと思っていた。

			　せっかくアリシアが勇気を振り絞った行動も、薫(かおる)はあっさりと幻覚だと流してしまっていたのだ。

			　アリシアは頬をぷくぅ～っと膨らませ、もうどうにでもなれと行動に出た。

			「んっ!?」

			「……んっ」

			　柔らかい感触が、薫(かおる)の唇に触れる。

			　薫(かおる)が目を開けると、そこには慣れない感じで口付けをするアリシアの姿があった。

			　雪のように白い肌をりんごのように真っ赤にさせ、必死に頑張っている。

			　拙いが、愛くるしい行動であった。

			　そして、それは効果抜群だった。

			　薫(かおる)は一瞬パニックになったが、目の前で起こっていることが現実であることをすぐさま理解した。

			　そしてアリシアの頭を優しく抱き締め、撫でる。

			　薫(かおる)に頭を優しく抱きしめられたことで、完全に逃げ場を失ったアリシアは、存分に薫(かおる)に唇を奪われる。

			　そしてなぜだろう。

			　パニック状態になっているアリシアを見ると、薫(かおる)は意地悪をしたいという気持ちがむくむくと湧き上がってきた。

			　この気持ちは抑えられない。仕方がないね。

			「んっ!?　カオル、さ……ぁ、ちょっ!?　……んっ!?」

			　アリシアはびっくりして、薫(かおる)の手から必死に抜け出す。肩で息をしていた。

			　少し残念と思いながら、薫(かおる)も体を起こす。

			　アリシアは薫(かおる)の膝の上に乗ったまま、相変わらず真っ赤っかなのである。

			「聞きたいことたくさんあるけど。まずは、いろいろとすまん。昨日のことも含めて、ちゃんと謝らせてくれ」

			「い、いえ……私こそすみません……。そのいろいろと……」

			　２人して俯き、沈黙が流れる。

			　その沈黙を先に破ったのはアリシアだった。

			　意を決して、薫(かおる)に思いをぶつける。

			「あ、あの、私のわがままは承知で言います！　私もカオル様と旅がしたいです」

			「なっ!?　だ、駄目や」

			　アリシアの必死な表情に、薫(かおる)は強く言い返せない。前回の失敗もあるのがでかい。

			　何と言えば諦めてくれるかを考える。一緒に行くということは、それだけ危険が伴う。それに薫(かおる)自身、アリシアを守り切れるかわからない。

			　だが、次のアリシアの言葉に薫(かおる)は言い返せなくなる。

			「カオル様は、約束してくださいました。１つだけ言うこと何でも聞いてくれるって。私は、今それを使います！」

			「いや……確かに言ったけど……」

			「だから……お願いします！」

			　アリシアはそう言って、また頭を下げる。目尻に大粒の涙を浮かべながら。

			　薫(かおる)はう～んと悩みながら頭を掻く。

			　どうすればよいかわからない。まさか、アリシアがここでこのようなことを言い出すとは思いもしなかったし、ついてきていたとは普通は思わない。

			　薫(かおる)は考えた末に１つ条件を出した。苦し紛れから出た言葉である。

			「カ、カインさんがいいって言ったのなら、ついてきてもええ……。そうでないなら、グランパレスまで連れていく」

			「……」

			　アリシアが旅をしたいなどと言って、おいそれとカインが了承するわけがない、と薫(かおる)は思っていた。あの親馬鹿だ……。

			　娘を本気で目に入れても痛くないと言いそうな人でもある、と地味に失礼なことを考える。

			　アリシアはきょとんとしていた。何だその顔？　可愛いなこんちくしょう。

			「もしかして、皆に黙ってついてきたんやないやろうな？」

			　薫(かおる)は疑うような目線を向ける。もしそうなら、引き返してオルビス邸へと送り届けなければならない。

			「そ、そんなことはしません！」

			　アリシアは全力で否定する。

			　その姿を見るに、誰かしらの協力があって、馬車に潜り込んでいたのであろう。

			　カリンあたりかなと目星をつける。昨日の夜のアレがそうではないかと。

			　しかし、薫(かおる)の目星はことごとく外れていた。

			「カ、カオル様、その……これを」

			　アリシアは手紙を渡してくる。

			　薫(かおる)は、その手紙から凄く嫌な予感しかしなかった。胸騒ぎがする。

			　手紙の中身を、アリシアも知らないのだろう。かなりそわそわしている。うさ耳フードの耳がぴょこぴょこしているのだ。どういう仕掛けかはわからない。感情と同調しているのだろうか。

			　薫(かおる)はそんなことを考えながら手紙の封を開ける。そして、文面に目を通していくうちに吹き出してしまった。

			　笑わずにはいられなかったのだ。

			　アリシアは、なぜ薫(かおる)が笑っているのかわからず、手紙を覗き込む。

			「なっ!?」

			「本当に何なんや。カインさんもサラさんも揃いも揃って、親馬鹿すぎるやろ……」

			　手紙の文章には、こう書かれていた。

			　カオル様、アリシアのことを頼みますと。

			　カオル様が街を出ると言ってから１週間。ずっと、アリシアの悲しそうな表情を見るのが耐えられなかった。

			　今まで、わがまま１つ言わなかった娘が、一緒に行きたいと初めて言ってきて、胸が張り裂けそうになりました。いや、死ぬ寸前までのダメージを受けました。

			　最初は、大反対でした……。

			　しかしサラから、反対したら、あなたは私たちの結婚を反対した親族と同じだと言われて、気づきました。

			　こんなときこそ、背中を押してやるのが、親というものです。

			　どうか娘をよろしくお願いします。

			　いろいろとディアラ様にも相談させてもらい、これが最善と言われて行動しました。

			　私たちのわがままです。

			　それにカオル様は、他人を守る力がないとおっしゃっていましたが、そんなことはありません。

			　十分な強さを持たれております。

			　自身を過小評価しすぎです。

			　それに、ディアラ様の予言ですと、大変可愛い孫が……。

			「ふにゃ〜！　お、お父様は、何を書いてるんですか!?」

			「あははは、お腹痛いわ。笑いすぎて死ぬ。ま、孫って早すぎやわ」

			「オ、オムレツの刑にしてやります……」

			　アリシアは、カインのみに有効な物騒な言葉を言いながら、手紙をビリビリと破り捨てる。

			　顔を真っ赤にし、かなり必死だ。細切れになるまで一生懸命破く。

			　薫(かおる)はそんなアリシアを見て、面白いとすら思う。

			　ふとこの馬車にどうやって潜り込んだのかも気になった薫(かおる)は、本人に聞くことにした。

			「そ、そのですね」

			　もじもじとするアリシアは、薫(かおる)の膝の上に跨っていることを忘れている。

			　指摘して、またあたふたするアリシアを止めるのが面倒なので、気づくまでそのまま放置することにした。仕方ないね。反応が面白いんだもん。

			　それに軽いので、まったく問題ない。

			　薫(かおる)がそんなことを思っているなどとはつゆ知らず、アリシアは話し始める。

			　

			　動き出したのは、３日前の夜だった。

			　薄暗い部屋の中、ベッドの端っこに、アリシアはちょこんと座っていた。

			　薫(かおる)がこの街を出ると言うことを聞いてから、アリシアの中でいろいろな感情がぐちゃぐちゃになってしまっていた。心の整理すらできていなかった。

			　まだ、別れはずっと先だと思っていたのだから仕方がない。

			　薫(かおる)の言葉を思い出すだけで、また涙が溢れてくる。

			　そんなとき、ドアを叩く音がした。

			　体が一瞬で強張る。

			　すると、おっとりした声でアリシアを呼ぶ声がした。

			「アリシア……ちょっといいかしら？」

			「……お母様」

			　ドアの前までとぼとぼとやってきて、アリシアはドアを開けると、俯いたままサラに抱きつく。

			「あらあら、いっぱい悩んだのね……」

			「……ん」

			　アリシアは、出口の見えない迷宮にでも入ったかのような感覚に陥(おちい)ってしまった。

			　サラは、そんなアリシアを優しく抱きしめ、ゆっくりと背中を擦る。

			　それから少しして、アリシアはどうにか落ち着いた。

			「ごめんなさいね……。気持ちが纏(まと)まらなくて、辛かったわね」

			「えぐ、も、もうどうしていいのか……わからないです……」

			「うん、とりあえず、中に入りましょうか」

			　そう言って、サラはアリシアを部屋の中へと入れる。アリシアをベッドに座らせ、サラも横に座る。

			　アリシアは俯いたまま鼻を啜り、何から話していいのか悩んでいた。

			　そんな彼女に、サラは落ち着いた口調で言う。

			「ねぇ、アリシア。今１番したいことは何？」

			「え？」

			　アリシアは今１番したいことを思い浮かべて口にしようとするが、その言葉を出すことができない。

			　この言葉を口にすれば、サラやカインが傷ついてしまうのではないかと思うからだ。

			　そんなことを考えているのがわかったのか、サラは一言付け加える。

			「今言わないと、後悔しちゃうわよ？　それが、私たちを困らせることでもね」

			　ちょっといじわるじみた言い方だが、アリシアの言おうとしていることがわかっているからこその言葉でもあった。

			　俯いていたアリシアは、ゆっくりと顔を上げてサラを見る。

			　そこには優しい笑みで、ずっとアリシアを見つめる母の顔があった。

			　アリシアはゆっくりと言葉を紡ぐ。

			「カ、カオル様と……い、一緒にいたいです……」

			　すぐに後悔が押し寄せるが、そんなアリシアにサラは「よく言えたわね」と優しく抱きしめ頭を撫でる。

			「お、お母様……私、わがままを……」

			「うふふ、いいのよ。私もアリシアと同じ歳にカインと結婚したんだもの。私の方がもっとわがままだったわよ？」

			「……」

			　サラはそう言ったが、アリシアは申し訳なく思ってしまう。だから、それ以上言葉が出なかった。

			「ほら、そんな顔してたら、せっかく可愛い顔が台無しよ？」

			「ふ、ふにゃぁああ～」

			　しょぼんとしたアリシアのほっぺたを、サラはつまんでこねる。

			「カオルさんのこと好きなんでしょ？」

			「……」

			　アリシアはこくんと頷く。

			「だったら、正直に生きなさい。周りになんて言われようと、真っ直ぐにね。でないと、幸せになんてなれないわよ？」

			　アリシアの不安な気持ちに、サラの言葉が痛いほど突き刺さる。

			「いいのでしょうか……？」

			「いいも何も、私はアリシアの味方よ。なんたって、アリシアのお母さんなんだからね」

			　サラはそう言いながら、アリシアにウインクする。

			「わ、私は、カオル様と一緒にいたいです……」

			「うん」

			「好きになっちゃったんです……。もっともっと、カオル様と一緒にいたいです。こんな気持ちは、私は初めてなんです……。どうしようもないくらい胸が苦しいんです……。カオル様のことを考えるだけで胸がドキドキして、どうしていいかわからなくなるんです。皆に迷惑をかけてしまうと思うのに、それでも……それでも……一緒に。一緒にいたいんです……」

			　アリシアは、サラにありったけの思いをぶつける。

			　今まで病気のことばかりで、色恋をできるなど考えもしなかった。

			　したらばでも、自身が治ることは奇跡が起こらないかぎりない。考えるだけ無駄だと思っていたからだ。

			　だから、今現在どうしようもないほどに悩み苦しんでいた。

			　生まれて初めて異性を好きになった。その気持ちは抑えようもない。

			　それが、自身の不治の病を治す者なのだからなおさらだ。

			　思いを口にして、また涙が溢れる。

			「うんうん、ごめんなさいね。すぐにこうしてあげたかったんだけど、アリシア自身で乗り越えるかと思ってたの……私みたいに。これは私の落ち度だったわ」

			「お母様は、悪くないです……」

			　アリシアはそう言って、鼻を啜る。

			「うふふ、でも、アリシアはいつからカオル様のこと好きになったの？　やっぱり、病気を治してもらったから？」

			　サラはちょっとした興味から、そうたずねた。

			　アリシアは顔を真っ赤にさせて、もじもじとする。

			「え、えっと……最初は、もやもやとした感じだったんです……」

			「うんうん、それで？」

			「私の病気は治らない病気だということは知ってました。それなのに、馬車の中に入ってきたときに……びっくりしたのと、嬉しかったのもあります……」

			　アリシアは恥ずかしそうに顔を手で覆い、告白する。

			「そうなんだ。うふふ、私ね……。アリシアとこうやって、こんな話ができることが幸せよ。できないと思ってたからね……。本当に……」

			　言葉をつまらせ、ぽろりと涙が溢れる。

			「本当にカオル様には頭が上がりませんね……」

			「はい……」

			　そう言いながら、２人はくすりと笑うのであった。

			「じゃあ、これから行動しないとね」

			「ふぇ？」

			「ふぇ？　じゃないわよ。カオル様と一緒にいたいんでしょ？」

			　アリシアは、きょとんとする。いったいどうするというのかと。

			「まぁ、あの感じだとかなりの頑固者と思うのよね。カインといい勝負かも」

			　サラは頬に指を当て考える。

			　薫(かおる)なら、危険な目に遭わせることはできないから連れていくのは無理だの一点張りだろう。

			　作戦を練らなければいけない。

			　ただその前に、絶対にやっておかなければいけないことが１つある。

			「それじゃあ、まずはカインに言いに行きましょうか」

			「へ？」

			「そんな面白い顔しちゃ駄目よ。あと絶対に大丈夫です。私もついていきますからね」

			　そう言って、サラはアリシアの手を取る。

			　善は急げと言わんばかりに、アリシアを連れてカインのいる書斎へと向かった。

			　アリシアはおどおどしながらサラについていく。

			　書斎に着くと、サラはノックをしてから部屋へと入る。椅子に座っているカインは、アリシアの登場に目を見開く。

			「ア、アリシア、どうしたんだ？」

			「あなた、ちょっとアリシアから話があるみたいなの」

			「え？　ちょっ!?　お母様？」

			　サラはそう言ってアリシアの背中を押す。

			　少し困惑したカインには、どのような用なのか見当もつかない。

			　不安げにアリシアはサラの方を向くが、両手を握りしめてファイトといった感じで見つめていた。

			　かなりの無茶振りに、アリシアは緊張で膝がぷるぷると震えだす。何度かゆっくりと深呼吸をし、気持ちを落ち着かせる。

			　そんなアリシアを、カインは心配そうな表情で見つめる。

			「あ、あの！　お父様！」

			「どうしたんだ、アリシア？」

			「え、えっと、その……。わ、私をカオル様と一緒にいさせてください！」

			　そう言いながら、ぺこりと頭を下げる。

			　するとカインの表情が険しくなる。

			「それには反対だ……。危ないということはわかっているだろ、アリシア？」

			「わ、わかってます」

			　つぶらな瞳でカインを見つめるアリシア。

			　その表情にカインはちょっとたじろぐ。だが、反対意見は取り下げることはない。

			「ど、どうしても駄目ですか？」

			「駄目だ……。せっかく病気が治ったのに……。それに、これから私たちと……」

			　しかし、カインは途中で話を切った。この言葉は卑(ひ)怯(きよう)だと思ったからだ。

			　どんなにアリシアが固い決意でも、絶対にその決意をへし折りかねない。そして縛りつけ、苦しむ可能性のある言葉である。

			　アリシアもそれはわかっている。でも、それでもカインにちゃんと言わないといけない。

			「そ、その……私はカオル様が……好きなんです……。カオル様の支えになりたいんです。たった１人でもカオル様の理解者になりたいんです。だから……お願いします……」

			「アリシア……それは……」

			　カインは奥歯を噛み締め、寂しい表情になる。

			　しかし、そんなカインにサラは笑顔で問う。

			「あらあら、あなた。私たちも、アリシアと同じ歳のときに結婚しましたけど、私たちはあのときどうしましたかね？」

			　すると、カインの表情は一気に青ざめた。

			「そ、それは……」

			「あなたが今しようとしてることは、私たちの親がしたことと同じことだと気がつかないのですか？」

			　サラの言葉に、カインは返す言葉がない。

			　カインがサラと結婚するとき、こうして一緒についていくとサラが言った。

			　そして、サラの親は大反対した。まったくと言っていいほど話を聞くことすらしてもらえずに、途方にくれるしかなかった。

			　だが、サラが自身の親に向かって大声で啖(たん)呵(か)を切り、彼らを唖(あ)然(ぜん)とさせたのだ。

			「親になって、子が巣立っていく気持ちがわかった気がするわ……。とっても複雑で、あのとき、なんであんなにも反対したのかがね……。不思議よね。私も最初はあなたと同じ思いをもっていたけど、気がついちゃったの……。アリシアの今の気持ちと私たちのあのときの気持ちは変わらないはずよ？　あなた、ちゃんとアリシアと向き合わないと、後悔するわよ」

			「……」

			　カインはサラの言葉に俯き、苦虫を噛み潰したような表情になる。

			　大切な１人娘で、目に入れても痛くない。

			　やっと元気になったと思ったら、薫(かおる)と一緒に旅に出たいと……。

			　許さなければ、親と同じことをしていると。

			　これでは、いいと言うしかないではないか。

			　そんなカインの肩に、サラはそっと手を乗せる。

			「こういうときこそ、そっとアリシアの背中を押してあげるのが私たちの役目じゃないの？」

			「……」

			　サラにそう言われたカインは、大きく息を吸って吐く。そして、少し天井を見つめてから真っ直ぐアリシアを見る。

			「アリシア、決心は変わらないんだな……」

			「は、はい！」

			「ならば……カオル様にどうやって同意を取るかを考えるか……」

			「お、お父様！　ありがとうございます」

			　アリシアは満面の笑みで、カインに頭を下げる。

			　そんな彼女にカインは苦笑いを浮かべながらも、観念した。

			　自分たちのとき、どれほど苦難な道のりだったかを思い出したのだ。

			　そんなことをアリシアに味わわさせたくはない。

			「まず、カオル様に口で言っても、どうにもならないだろう……。よく頭が回る方だからな」

			「そうなのよねぇ……。あの人、あなたに似て頑固そうだし」

			「なっ!?　サラ、私はそんなに頑固ではないぞ！　どちらかと言えば、サラの方が……」

			　カインはそう言いかけて、サラの右手に青白く光る分厚い本が浮かんでいるのが見える。

			　パラパラとその中身をめくりながら、カインを見つめる。

			　その行動に、サーッと血の気が引いたような表情を浮かべて、カインは先ほど言いかけたことを撤回した。

			　すべて自身が悪いと。頑固なのはサラではなく自分だと。

			　その回答に、サラは満足したのかスッとその本を消した。

			　青白く光る分厚い本には、サラが目で見たものや、聞いたことをすべて映像や文字で記録している。

			　嘘などは絶対につけない。商売では最強のスキルである。

			　アリシアはポカーンとした表情で、２人を見つめる。

			「さ、さてと、では第１回！　カオル様とアリシアを一緒に旅立たせる計画を始める！」

			　カインは先ほどの表情を一瞬で隠して真剣な表情になる。

			「まずは、交渉はなしの方向でいこう。そうだな……荷物に紛れ込むというのはどうだろうか？」

			「あら、いいわね。じゃあ、防音も付与したものが必要よね」

			　パンと手を叩きながらサラは言う。

			「だが、それだけでは引き返してきそうだ……。いや、カオル様のことだ、私が絶対に行ってはいけないというと思ってるに違いないから、そこからまずは潰すか……」

			「手紙なんてどうかしら？　私とあなたの手紙なら、簡単に追い返すことなんてできないはずよ」

			「サラ、それはいい案だ！　よし、それも採用だ！　だが、まだ失敗のリスクがある。今のところ、ディアラ様から１週間後に出発するとよい、とカオル様は言われているようだが……。こっちが動くとなると、私たちでディアラ様に聞くのがいいかもしれないな。なんせ、百発百中の予言だから安心できるというのもある」

			「それは名案ね。そうしましょうよ。あとは、衣服を揃えないと……。そこら辺はカリンに任せましょう。あの子はアリシアの好みをよく知っているし、今回の失敗の名誉挽回ができるのだから馬車馬のように働くはずよ。あとは……偽名は……あれを使いますか。事後報告でも問題ないでしょう」

			　あれよあれよと作戦が決まっていく。

			　しかも、絶対にアリシアが薫(かおる)と一緒にいられるようにするための布石が打たれている。

			　そんな２人の行動が嬉しくて、アリシアもその中に加わり、何かできることがないかと聞く。

			　すると、２人揃って「アリシアは、当日までカオル様との接触禁止！　じっとしてるのが１番助かる」という息のあった言葉を食らう。

			　口をぱくぱくさせて目が点になるアリシア。涙目で「なんでですかぁ～！」と抗議するが、顔にすぐ出てバレるからだと。

			　ぐうの音も出ないことを言われ、カインの書斎の隅っこで体育ずわりをしていじけるのであった。

			「ぜ、絶対にバレないようにできますよぉ……」

			「「いや、絶対にバレるから……」」

			　２人の息のあった返しに打ちのめされ、頬をぷぅ～っと膨らませて、「いいですよぉ～、どうせ役立たずですもんねぇ～だ」ともっといじける。

			　しかし、当たっているのでそうすることしかできないのだ。

			　だが、本気でアリシアのことを考える２人を見て、アリシアは「ありがとうございます。お父様、お母様」と感謝の思いを伝える。

			　その言葉に、２人は最高の笑顔で「親だからね」と返した。

			　アリシアもそんな２人に笑顔を向けるのであった。

			　それからカインたちは、仕事そっちのけで準備をどんどん進めていった。ディアラの予言でも作戦決行可能と言われ、一応安心して行動していた。しかし、サラが１番びっくりしたのは、ディアラの歯切れの悪い回答だった。

			　どのような行動をとっても、ディアラの予知は外れない。

			　それがディアラの能力を知る一部の者からしたら、常識となっていたのだ。

			　このことについては、サラはディアラに口止めされていた。

			　家族以外への流出はなしとすると。サラは、嫌なことを聞いてしまったと後悔していた。もしも流出したのならば、何かしらの罰が降ってくるんだろう。

			　とてもではないが、そんなものは受けたくはないので、素直に首を縦に振った。

			　あとは、作戦決行前夜にちょっとしたトラブルがあったのは言うまでもない。若(じやつ)干(かん)だが、ディアラの予知が外れていた。カリンもそのとき薫(かおる)と鉢合わせている。慌ててしまうのは仕方がないだろう。アリシアの着替えや下着などをすべてオーダーメイドで、アリシアの好みのものを夜なべして作った。それをちょうどアリシアの下へと持っていく最中だった。そのおかげで、ここ３日は目が充血してくまができたくらいだ。

			　アリシアが受けた悲しみと比べたら、こんなの迷宮蚊に刺されたくらいだと思うカリンだが、よくよく考えると、それでは迷宮熱に罹(かか)ることに気がつく。こういうときは、頭が働かないものだ。

			　そして、薫(かおる)がアリシアの部屋の前にやってきた。

			　アリシアは、そのとき今すぐにでも出ていって薫(かおる)に気持ちを伝えたかったが、それをするとディアラ曰く失敗に終わる可能性が高いため却下されていた。なので、ノックを返すというだけに留めた。

			　薫(かおる)の言葉に応えたいという衝動と、胸がちくちく突かれる感覚に苛(さいな)まれ、申し訳ないという気持ちで一杯になった。

			　その後は、自分の部屋からカインたちの寝室へと移動して早朝にこっそりと馬の餌(えさ)の藁(わら)の箱に丸まって隠れた。防音効果付きの箱である。

			　馬車が街を出てから最初の休憩所か２つ目のどちらかに止まることになっていた。

			　あとは、ひょっこり箱から脱出して、薫(かおる)を探すということだった。

			　

			　そして、今に至る。

			「そ、その……一緒に行っても……」

			「はぁ、約束やしなぁ……。それにカインさんの許可が出てるのであればなおさらや」

			　そう言うと、薫(かおる)は迷いを捨てて決心する。ここまで来て、ごねるのもアホらしい。

			　自分に正直に振る舞うと誓ったのだ。

			　この世界で、薫(かおる)にとってアリシアの存在はでかい。

			　薫(かおる)自身もそれを実感している。それはもう嫌というほどに。

			　だからこそ、危険の伴うところには行って欲しくないのだ。

			　だが、先ほどまでの不安や心の痼(しこ)りがなくなり、素晴らしく体が楽になったというのも事実だった。

			　しかし、ディアラが裏で動いているところを見ると、自分は彼女の手の平の上で、転がされていたのだろう。

			　一杯食わされたなと思いながら、この結果ならいいかとも思う。なぜなら、そのおかげでアリシアへの思いが再確認できたからだ。

			　もう１つ、アリシアから渡された手紙がある。ディアラからの頼まれものだ。

			　これは、元の仲間に渡して欲しいらしい。ディアラからは、会えばわかるとだけ言われたそうだ。

			　意味がわからん。

			「カインさんたちは、いろいろと期待しとるみたいやし」

			「そ、そ、そんなことにゃいです」

			　慌てていたため、アリシアは舌を噛んでしまい、またしても顔が赤くなる。

			「あははは、落ち着きいや。もう悲しい顔はさせへんから……。その、何回も言うけど……この前はすまんかった。それと、これからよろしくな」

			「あ、謝らないといけないのは私です。カオル様には、これから迷惑を掛けると思いますが……。こちらこそよろしくお願いします」

			　２人とも同じように頭を下げて、笑い合う。

			「迷惑なんて思うとらんよ。むしろ、これからいろいろと支えてくれるとありがたいんやけどなぁ……」

			「頑張りますね！」

			　アリシアは、薫(かおる)を見上げながら慈愛に満ち溢れた笑みで言う。

			　くそ……この笑顔は反則だ。

			　そして、アリシアはアイテムボックスを開き、薫(かおる)にギルドカードを見せる。もちろん、アリシアの名前も偽名になっている。

			　初めて手にしたギルドカードを薫(かおる)に見せびらかす。とても嬉しそうな表情だ。

			「カオル様、見てください。冒険者のギルドカードです！　私、初めて持ちました」

			「そういや俺ももらっとったわ」

			　薫(かおる)もアイテムボックスからギルドカードを取り出す。

			「偽名ですよね？」

			「そのはずやけど？　サラさんが用意してくれたからなぁ」

			「えへへ、見せてください」

			　薫(かおる)がギルドカードを渡すと、アリシアは名前を見て固まる。

			　ころころと表情が変わって、楽しいなと思いながら薫(かおる)も名前を見ると。

			「カオル・ヘルゲン？　まぁ、名前は一緒やし。そのままで俺はよさそうやな」

			「へ、ヘルゲン!?　なんでこの姓なんですか!?」

			　思ったより面白い顔になっているアリシアに、薫(かおる)は吹き出す。

			　それにアリシアは気づいて、頬を膨らませてポカポカと叩いてくるが、まったくもって痛くない。

			　しかし、なんでアリシアがそのような反応をしたのかが気になり、薫(かおる)はアリシアに聞いた。

			「で？　なんで面白そうな顔になってたんや？」

			「な、なんでもにゃいですよ～」

			「あからさますぎてすぐバレるで？　ほれ、アリシアのも見せてみ」

			「にゃ～!?　だ、駄目です。これは、お母様からの悪意しか感じません！」

			　そう言って見せようとしない。

			　面倒なので、脇をくすぐりササッと回収して名前を見る。

			　アリシアは脇が弱点のようだ。前から知っていたが。

			　ピクピクと笑いながら前に倒れこんできたのを受けとめカードを見る。

			「アリシア・ヘルゲン？　俺と姓が同じになっとるな……。あ～、なるほど」

			「お、お母様の旧姓です。もう、なんでこの名前使うんですか！」

			「ふーむ、あかんのか？」

			「そ、その……あの」

			　意地悪じみた顔で言う薫(かおる)。

			　そんな薫(かおる)の目線から逃げるようにアリシアは顔を逸らした。頭を薫(かおる)の胸に預け、ギュっと何か手の中に隠している。

			　薫(かおる)はそれに気づいた。

			「他にも何か隠しとるやろ？　正直に言うてみ」

			「何もないですよ〜。本当ですよ〜」

			「はぁ、目が物凄い勢いでクロールしとるし……。そんな隠し方やとすぐバレるってさっきも言ったやろ？」

			「カ、カオル様みたいに、器用ではないのですから仕方がないと思います！」

			「ほれ、出してみ」

			　アリシアは観念したかのように、手に握っていた紙を出す。それには、サラからの一言が書いてあった。

			　夫婦名で登録しといたから、これで変な虫もつかなくて安心よ♪

			　だそうだ。

			　なるほど、アリシアが恥ずかしくて出せなかった理由がよくわかった。

			　サラも、ちゃんと考えてのことだろうと思いたいが、いかんせんあの性格だから、面白半分本気半分といったところだろう。しかし、まさか偽名で姓をアリシアと同じにしてくるとは思いもしなかった。

			　アリシアとは徐々に向き合っていけばいい、と思っているからだ。

			「まぁ、これから一緒に行動するんやったら、兄妹とかよりも夫婦の方が動きやすくてええかもな。偽造ではあるけど、サラさんの言葉通り悪い虫も寄ってこんやろ」

			「ふ、ふ、夫婦ぅ……あれ？」

			　アリシアは噛みしめるように、薫(かおる)の言った言葉をリピートさせるが、ふとギルドカードに目を落とす。

			　そして、アリシアは重大なことに気がつくが、今は何も言わないでおこうと心にしまう。

			「俺じゃあ不満か？」

			「ち、違いますよ。その……嬉しくて……」

			　そう言うアリシアのおでこに、薫(かおる)は指を置きツンと突く。

			　すると、アリシアは目を丸くして薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)は悪い笑顔を浮かべて、

			「ちゅうわけやから、これからは様付けなしな」

			「はい!?」

			「何や？　できるやろ？」

			「で、できますよ。そ、そのくらい」

			　焦っているアリシアの顔を見ると、絶対に無理だということは容易にわかる。

			「あ～、その反応やったら。これは要練習やなぁ～」

			「そんなことしなくても言えますよ！　い、いきますよ！　カ、カ、カオ……ル、きゅうぅ〜」

			　言えませんでした。

			　ぽふんと、アリシアの脳みそがオーバーヒートした音が出た。そのまま、ぽてんと倒れたため薫(かおる)は少し慌てる。

			　精一杯、頑張った結果がこれなのだ。

			　薫(かおる)は、ゆっくり慣らしていけばいいかなと思うのであった。

			　アリシアを軽く揺すると、何とか回復する。かなりのダメージを負ったようなそんな表情である。

			「さて、じゃあこれから一緒に旅するんやし。景気よく次の街で飲むか」

			「え？　こんなお昼前から飲むんですか？」

			「ええやん。たまの息抜きや」

			「私は、ちょっとだけ付き合います……」

			「そう言ってくれるとありがたいわ。って言いたいねんけど、ちゃんと病気が完治したら一緒に飲むことにしよか。なんかあってもあかんしな。あと、これからは俺自重せえへんで」

			「え？　どういう……んっ……」

			　そう言うと、薫(かおる)はスッとアリシアの頬に手を添えて唇を奪う。

			　突然の行動にアリシアは戸惑いを隠せない。
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			「さっきのお返しや。それとこれ」

			「い、いきなり何するんですか!?　って、え？　これって……守護のペンドラグルじゃないですか！」

			「え？　凄いんかこれ？」

			「かなりレアな素材で作られてますから。それに、結晶の透明度が異常ですよこれ」

			「もらいもんやし」

			「お祝いごとなんかによく用いられます。私も現物を見るのは初めてですよ。本でしか見たことないです」

			　守護のペンドラグルは、主に恋人や婚約者、既婚者に贈られるものである。それに使われる結晶は、迷宮でもかなりレアなモンスターが低確率で落とすとされている。

			　そして加工するにも、鍛冶屋などでは加工できず、魔導師が加工を施す。精密な魔力を流すことで、結晶の不純物を取り除くこともできる。その工程は、熟練の魔導師にしかできない芸当なのだとか。

			　そう、リリカが薫(かおる)とアリシアのために作った代物だ。

			　もちろん、イルガにも同じようなものを渡している。

			　しかし、付与される効果は１つ１つ異なり、術者が込めた魔力で決まるのだという。

			　今回は、守護の効果を付与されたペンドラグルなのだ。

			　売れば、金貨10枚はくだらない代物なのだとアリシアは説明する。

			「今度会ったらもう１回礼を言わなあかんな」

			「す、凄く綺麗です」

			　２つ付いているうちの１つをアリシアの首にかける。

			　とてもアリシアに似合っている。

			　アリシアはペンドラグルをニマニマと見つめる。よっぽど嬉しいのだろう、ずっと指で突いていた。

			「に、似合いますかね？」

			「うん、ええんとちゃうか。俺は好きやで、こういうシンプルなの」

			　アリシアは目線を下に向け、はにかむ。そして、ようやく薫(かおる)の膝の上に跨ってることに気がついた。

			　あたふたとしながらパニックになるアリシアに、相変わらず期待を裏切らない反応だと薫(かおる)は笑う。

			　アリシアは急いで膝から降りると、頭を下げた。

			　別に、もう少しいてくれてもよかったのにと思いながら、薫(かおる)も立ち上がる。

			　薫(かおる)の心は落ち着き、気持ちも楽になっていた。

			　アリシア効果かな？　と思いながら、薫(かおる)は馬の下へと足を運ぶ。

			　そして馬の手綱を引き馬車へとつなぐ。アリシアを御者台に乗せ、その隣に座ると、街道を走りだした。

			　目指すは、南方。

			　現在、あまり迷宮が発生していない地域だ。

			「カオル様、どの街に行きますか？」

			「ん？　南に行くことは確定や。それ以外は決めてへん」

			　薫(かおる)がそう言うと、アリシアはアイテムボックスからパンフレットを数枚取り出す。

			　完全に旅行気分の女子高生のように見える。

			　えへへと言いながら、南方のパンフレットを開いて薫(かおる)と一緒に見る。

			「ほう、やっぱ最終地点は最南端のここやな。獣帝の都ファルグリッド？　ってとこか？」

			「う～ん、このパンフレット的には……あまりよろしくないところのようです。元々、風の大国の領土で、取り上げられてからは治安が少し悪くなったと書かれています」

			「じゃあ、その１個手前の花の都ブルグにするか？」

			　薫(かおる)は、パンフレットのブルグを指さした。

			「お花がいっぱいなのでしょうか？　ちょっとワクワクしてしまいます」

			「いろんなもんを見て回る旅やから、ええんやないやろか？」

			「はい、凄く楽しみです」

			　アリシアは鼻歌交じりに足をぶらぶらとさせる。

			「まずは、次の街やけど……あんま特産品はないようやなぁ」

			「そうですね……。その次の古(いにしえ)の都ミュージクルというところは、楽しそうかもしれません。音楽の街らしいです」

			「ほう、音楽か……。なんか聞いただけでわくわくするな」

			　薫(かおる)はからからと笑いながら、アリシアを見る。

			　もしかしたら、昨日出会った女性のような歌声をいろんな場所で聞けるかもしれないと思うのだ。それに、アリシアはそのパンフレットの特産品紹介キャラクターに、目が奪われているのがよくわかる。

			　ピンクラビィがラッパのようなものを吹いている。多分、これはご当地の特産品とのコラボだろう。熱心に他の地域のコラボキャラクターを見ては、目を輝かせている。

			　これは、旅が終わるころには、ご当地ピンクラビィを制覇してしまいそうだ。甘やかさないようにしようと思いながらも、きらきらとした眼差しで訴えられると、勝てる気がしない。

			　薫(かおる)はどうするかなと、苦笑いを浮かべる。

			「じゃあ、とりあえずは古(いにしえ)の都ミュージクルを目指すとするか」

			　そう言うと、アリシアはパァーッと明るい笑顔になる。

			「はい、では！　しゅぱ～つ♪」

			「「お～♪」」

			　そして、２人旅の出発の声を元気よく上げるのであった。

			　

			　薫(かおる)が、アリシアの幻覚がなどと言っていたころ。

			「うまくいったか……。あ〜、心配で胃が痛い」

			「そんなに心配ですか？」

			「それは心配するに決まっているだろ！　アリシアの大事なときなんだぞ！」

			「もう、カインったらそんなに心配しなくても大丈夫よ。私たちの娘ですよ？　頑固に育っていますから」

			「サラ様、そんなこと言っていいんですか？」

			「本人がいないから大丈夫。あ！　絶対にアリシアには言っちゃ駄目よ」

			　カイン、サラ、カリンの３人は、リビングでそんな話をしていた。

			　薫(かおる)がアリシアを連れて戻ってくるとは、まったく思っていない様子である。あそこまで手厚い布石を置いたのだ。

			「ディアラ様の予言は百発百中だからなぁ。だが、今回はちょっと不安に思ったな」

			「ええ、今回はちょっと自信なさげでしたし……。こんなこと初めてだったわね」

			　本当に珍しいことだとサラは思っていた。

			　あの【魔眼の魔女】が薫(かおる)に対して予期せぬ行動をとるというのだから。

			「相手が、あのカオル様だからじゃないですか？　すぐ暴力振るうし……」

			　カリンは口を尖らせて、ブーイングのように片手を天に翳(かざ)す。

			「それは、カリンの日ごろの行いが招いていると思うわよ」

			「サ、サラ様、酷いです。私は、アリシアお嬢様のためを思って……」

			「でも、今回は、失敗続きで自重していたじゃないか？」

			「カ、カイン様まで、ひ～ど～い～で～すぅ！」

			　カリンはうわ～んと、ソファにうずくまる。２人して私をいじめると言わんばかりだ。

			　カインとサラは、紅茶を飲みながら昔の自分たちもこのような道のりを歩いたものだと、思い出に浸っていた。

			「さて、仕事をしないとな」

			「そうね。迷宮熱の特効薬を精製しないと、ここ数日間ちょっとサボっちゃったから。まだまだ足りないわよ」

			「お２人とも元気ですね……」

			「「そりゃ……孫が楽しみだからね」」

			「うわぁ……。アリシア様……ご武運を」

			　カリンは呆れて額に手をやり溜め息を吐く。気が早いにもほどがある。

			　しかし、アリシアが幸せになれるのなら、それでいいかと思うのだ。

			「そうだ！　カリンもお見合いなんてどうかしら？」

			「へ？　い、いや、私はまだ大丈夫ですよ！」

			「カリン、独り身は寂しいぞ。私たちに任せるんだ！」

			「ア、アリシアお嬢様がいなくなったからって、今度は私ですか？　嫌です。私はまだまだ遊びたい年ごろなんですよ！」

			　そう言うと、カリンはリビングから飛び出し、廊下で派手にズッコケながら逃げる。

			　あまりにも必死に逃げるカリンにサラは大笑いする。

			　カリンは、アリシアに本気で今すぐ戻ってきて欲しいと願った。このままでは、本当に断れない縁談をカインたちが持ってきそうだからだ。

			　アリシアがいなくなって寂しい日常になるかと思いきや、それ以上に忙しい日常にオルビス邸は賑(にぎ)やかになる。

			　そして、こっそりとカインはアリシアの動向を探るため、支店のオルビス商会に根回しして情報を集める部署を設立させるのであった。

			　

			　カインたちがそのような話をしているころ。

			　真っ暗な部屋で１人目を瞑(つぶ)り、立っている女性がいた。

			　目を開けると、足元から13個の魔法陣が現れる。

			「うふふ、何とかなったみたいね……。でも、本当にこの世界の歯車じゃないのね……。ここまで本気でいろいろと根回ししたのはいつぶりかしら……。あの人以来かしらね。うふふ、まさか、私の力が頼りにならないなんてね。笑ってしまったわ。こうやって、いろいろ考えると、あのころを思い出すわ。でも、これで確信がもてた……。あの人はあなたと同じイレギュラーな存在。なら、私のすることは決まってるわね……」

			　そう言いながら、その女性はまた目を瞑(つぶ)る。瞑(つぶ)っている目尻から涙が溢れる。

			　しかし、その涙は重力に逆らい下へと落ちることはなく宙をさまよう。

			　そして、時間が止まったかのようにピタリと止まった。

			　女性はそっと目を開け、真っ白な腕を正面に翳(かざ)す。すると、爆発的な魔力の波が部屋一面に一気に広がる。

			　そして、どこからともなく機械じみた言葉が聞こえる。

			「ふふふ、ねぇ、あなたも見つけたのでしょ？　あの人のために、私は絶対に渡さないわ。まぁ、今はお互いに動けない立場だけどね……。絶対邪魔はさせないわ」

			　妖(よう)艶(えん)な笑みを浮かべる女性に、機械的な声はそれ以上何も言葉を返すことはなかった。

			　真っ白い霧のようなものが一瞬で晴れる。

			　何かに吸い取られると言ったらいいだろうか。

			「あなたにできて？　私にできることがあるのよ？　そこで、あなたは指を咥えて見ているといいわ。ずっとね……」

			　そう言って、真っ暗な部屋からその女性は出ていくのであった。

			　

			　薫(かおる)がグランパレスを発って、10日後。

			　エクリクスにカインの手紙が届いた。

			　大聖堂で貴族の治療を終え、椅子にふかぶかと座り、体を預けている少女がいた。

			　聖堂内を、ステンドグラスの色鮮やかな光が神秘的に照らす。そんな中、１人の神官がその少女に急ぎ足で近づいていく。

			「ティナ大神官様、カイン・オルビス様から手紙が届いております」

			「にゃ？　オルビスぅ？　あ～、オルビス商会の……たしか、患者として来られたのは令嬢のアリシアさんでしたか……にゃ？」

			　ティナは頬に指を当て、少し考えた感じで言う。

			「はい……」

			　ティナは、ぴょこりとケモ耳を動かし、何かな何かな？　といった感じで立ち上がる。

			　大神官専用の特注素材でできた法衣には、鳳凰のような紋章が赤と金の糸で全体に刺繍されている。肌は透き通ってしまうのではないかというほど白い。

			　年齢は18歳くらいで、身長は１５０センチ。周りの者が高いため、やけに小さく見える。

			　金色の髪の毛は腰の辺りまで伸ばされ、神官帽をかぶっている。

			　神官帽の両端には、亞(あ)人(じん)の特徴である猫耳が生えている。手紙の中身が気になるのかしきりにぴょこぴょこと動く。

			　目は金色に輝き、高貴な印象を醸(かも)し出していた。

			「では、手紙をくださいにゃ」

			「こちらです」

			　ティナはそれを受け取ると自室へと戻る。今日の仕事は終わったからだ。

			　気になって仕方がないのか、真っ白い廊下を早足で歩く。

			　アリシアは治せなかった患者の１人であった。最上位の回復魔法を駆使してもどうにもならなかった。

			　そのことを思い出して、急にその手紙の中身が怖くなる。

			　もしかしたら、死んでしまったのではないかと。対処法をこちらでもいろいろと模(も)索(さく)してはいるが、現時点では何にも成果を上げることができていない。

			　あの病気に罹(かか)れば、死をただ待つことしかできない。

			　考えれば考えるほどドツボに嵌ってしまう。約束したのに……。

			　体が震え、背中に冷たい汗が流れるのがわかった。

			　恐れを振り払うかのように、ティナは頭を振り、前を向く。

			　まだ、そういった内容と決まったわけではない。そんなことを考えていると、自室前まで戻っていた。

			　自室へ入り、神官帽を取って椅子に座る。手紙を取り出し恐る恐る内容を読む。

			「にゃにゃ!?　こ、これは、凄いにゃ!!　って、にゃ？　私、使者なんて送ったかにゃぁ？　カオル・アシヤ？　誰にゃ？」

			　頭にクエスチョンマークを出しながら、首を傾げるティナ。

			　しかし、その中に書かれている内容に驚きと嬉しさが入り交じる。

			　手紙の内容はこうだった。

			　大神官様、娘の治療のためにカオル・アシヤという使者を送ってくださりありがとうございます。

			　そのおかげで、娘の病気は治り、今では元気に過ごしています。

			　このお礼は、後日させていただきます。

			　オルビス商会代表　カイン・オルビスと。

			「でも、使者は送ってないしにゃぁ～。十賢人の誰かかにゃぁ？」

			　ティナは、ますますわからないといった感じで、目をぐるぐると回す。

			「とりあえず、誰かに聞くしかにゃいにゃ……。うぅ……やっぱりダニエラが１番いいかにゃぁ……」

			　ティナは誰に聞くか迷う。

			　十賢人はエクリクス内での重鎮である。大病の患者の管理やいろいろな権限を保有している。大神官のティナに、治療してもらう患者を選別している者たちでもある。

			　十賢人曰く、重病患者から優先して治療していると言われているが、ティナには本当かどうかわからない。

			　ティナは、その中で信頼できる１人の下へと向かった。

			　その者の部屋に辿り着き、ドアをノックする。返事が返ってきたので、ティナはドアを開ける。

			「にゃ～、ダニエラぁ～……」

			　そう呼びながら、ひょっこり頭を覗かせる。

			「おや？　ティナ様、どうしました？」

			　ダニエラはゆったりと椅子に座り、資料を片手にティナに笑顔を向ける。

			　真っ赤に燃えるような赤い髪の毛をハーフアップにし、大神官より少しグレードの落ちた鳳凰の刺繍の入った法衣を纏(まと)っていた。

			　年齢は20代後半だろうか。

			　スタイルもよく、出るところは出ていて、引っ込んでいるところは引っ込んでいる。女性が羨む理想の体型といえる。

			「ダニエラ、ちょっと聞きたいことがあるにゃ」

			　もじもじとするティナに、ダニエラは何か頼みごとかなと当たりをつけて様子を窺う。

			「何ですか？　ティナ様」

			「えっと、オルビス商会がご令嬢の病気が治ったと手紙をくれたにゃ」

			「!?　ほう……興味深いですね……」

			　ほんの一瞬目つきが変わるダニエラだがすぐに戻る。

			　ティナはそれに気づき、どうしたのだろうかとたずねる。

			「ダニエラ、体調が悪いかにゃ？」

			「いえ、大丈夫ですよ。それより誰が治したのでしょうね……」

			「手紙には、私が使者を送ったって書いてあったにゃ」

			「心当たりはありますか？」

			「ないにゃ。でも、名前はわかってるにゃ！　カオル・アシヤって人にゃ」

			　手紙をバシッとダニエラに見せる。

			　ダニエラはそれを受け取り、内容に目を通す。

			「そうですか……。でしたら、私の方で調べておきますね。それに……ティナ様はその治した方に会ってみたいのではないですか？」

			　その言葉に、ティナはピクンと反応する。尻尾(しつぽ)と耳のソワソワ具合でダニエラはティナの心を読む。

			「えへへ、バレバレにゃ。ダニエラ頼めるかにゃぁ？」

			　上目遣いで聞くティナに、ダニエラは笑顔で答える。

			「ティナ様の命とあらば……」

			　ダニエラは深く頭を下げる。

			「楽しみだにゃ～。どんな魔法で治したのか聞きたいにゃ。じゃあ、お願いするにゃ、ダニエラ」

			　そんな会話をしていると、ドアをノックする音が聞こえる。ダニエラが返事をすると、女性の神官が１人入ってきた。

			　そして、ティナを見つけるや声を上げる。

			「ティナ様、探しましたよ！　またダニエラ様の部屋に……。本日は、我々の回復魔法の講習の日なのですから早くお願いします」

			「にゃ？　そ、そんなの聞いてないにゃ!?　私は今日の仕事は終わったはずにゃ」

			　ティナは、ダニエラにぴょんと抱きついて、絶対に嫌という姿勢をとる。ダニエラはそんなティナの頭を撫でながら、助けてあげようとする。

			　しかし、その神官の持つ紙を見て、ダニエラは苦笑いになる。そして、上目遣いでうるうるとした目線を送るティナに言うのだ。

			「ティナ様……自身で１ヶ月前に受理してますね」

			「にゃにゃ!?　う、嘘にゃ……。というよりも、１か月前のことなんてもう覚えてないにゃ！」

			「すいません、今回は助けられそうにないですね」

			　ダニエラが申し訳なさそうな表情を浮かべると、ティナはカクンとうなだれ、とぼとぼと講習へと向かう。

			　ダニエラに何度も今回の件のことをお願いと言いながら部屋を後にした。

			　十賢人のダニエラは１人になった途端、ドンっと机をたたく。

			「っ!!　カオル・アシヤ……。いったい何者なの……。ここ数週間で世の中が動きすぎている……。このままでは、ティナが……」

			　ダニエラは唇を噛み、殺気じみたオーラを放つ。先ほどまでのおっとりした感じはまったくなくなっていた。

			　それもそのはず、エクリクスの方まで噂が広まっていた。

			　迷宮熱の特効薬が精製されたこと。そして、そのせいでエクリクスの評判が下がった。

			　特効薬がすべての街に出回るように、オルビス商会が一緒に動いていることもだ。

			「なぜなの？　なぜ、利益を独占しないの……」

			　莫大な利益を生み出すであろう今回の迷宮熱の特効薬。

			　年間にして、相当な人数が罹(かか)る病だ。

			　１人につき１万リラくらい取れば、莫大な金が手に入るのに。

			　オルビス商会は、庶民でも買える金額で卸しているという情報が入っている。

			　いや、製作者がそうしたいと言ったとか。

			　何より、エクリクスよりも早くこのような歴史に残る薬を精製したことが問題なのだ。

			　ダニエラはとりあえず、グランパレスに何人か送らせ、情報を収集することを決めた。

			　あわよくば、製作者をエクリクスに勧誘する手もだ。入るかはわからないが、そういったことができる者は、いち早く囲わなければならない。レイディルガルドが動くと厄(やつ)介(かい)だからでもある。

			　そして、２週間前にアルガス暗殺に失敗したという内容が、ダニエラの耳にも入っていた。

			　当時は、気にもとめなかったが、今はこれも何か一連の繋がりがあるのかもしれないと思い、再度調べ直す必要が出てきている。

			　しかし、もう暗殺に使っていた者はいない。

			　任務に失敗すれば、エクリクスの配布しているペンダントが身を焼くからだ。

			　身を焼かれ証拠も残らないという代物だ。

			　もちろんこれは、上の人間しか知らない。

			「何か手がかりがあればいいのですが……。名前だけでは……」

			　ダニエラは額に手を当て、溜め息を吐く。

			　どんな手を使ってでも探し出して、アリシアの病気を治した新しい回復魔法か薬の精製方法を手に入れたいと思う。不治の病の特効薬ともなれば、エクリクス自体が不動の地位につくことができる。

			　そして、アリシアと同じような病気の者も、年間で数人ほど出ていることは知っている。選別のときに、ダニエラが治せないリストに入れているからだ。そうしなければ、ティナの立つ地盤が崩れかねない。それだけはなんとしてでも避けたいのだ。

			　治療師ギルドに登録しているはずだと思い、ダニエラは立ち上がる。

			　一瞬目眩がするが、何とか立て直す。

			「はぁ、最近疲れが溜まっているのかしらね……。ティナと一緒に、昔のようにゆっくりと休暇がとりたいものね……」

			　そんなことを言いながら、部屋を後にする。

			　アリシアの不治の病を治すくらいの治療師だ。登録名簿に名前が残っていても不思議ではない。

			　焦る気持ちを抑えて、ダニエラは部下である者に指示を出す。

			　このエクリクス以外で、これ以上好き勝手できないようにしてやると意気込んだ。

			　最悪の事態になる前に、ダニエラはそう思いながら、白い廊下を歩くのであった。

		

	
		
			　

			番外編　たった一言が言えなくて

			　

			　薫(かおる)とアリシアのことで一悶着あった夜。

			　イルガとリリカは互いに沈黙のまま椅子に座ってボーッとしていた。

			　２人とも、かなり薫(かおる)の言葉がかなり効いたのだろう。

			　他人の口出しをする前に、まず自分たちの関係をどうにかしろとのことだ。

			　言い返せない自分自身が情けないと思ってしまう。

			　イルガは、ここ最近のリリカとの距離をどうしていいのかわからずにいた。

			　リリカもリリカで、必要以上にイルガにアピールしては見るものの、まったくと言っていいほど何もない。いや、最近はイルガが少しリリカを避けているといった感じだ。

			　面と向かってだんだん言えなくなってきているといった方が正しい。

			　恋愛経験ゼロのイルガとリリカは、どのようにしてよいのか実際問題よくわかってない。

			　恋人同士はどうしたらよいのか、なんて恥ずかしくて聞けないというのもある。特に、イルガはもう30代だ。恋愛の１つでもしていておかしくない。

			　だが、戦友であるリリカの父親の娘として接してきた時間が長すぎた。リリカが１人前になり、好きな者と一緒になればと、楽観的にしか構えていなかった。

			　リリカがまさか自身を好きになるなんて、これっぽっちも考えていなかったのだ。

			　そんなことを考えていたら、リリカがイルガに話しかけてくる。

			「ねぇ、イルガ……」

			「な、なんだ？」

			「私って……やっぱり子供なのかな……」

			　そう言いながら、魔導師の帽子を脱いでベッドに叩きつける。

			　いきなりどうしたんだと、イルガはびっくりする。そんな彼を、なんとも言えない表情で、リリカは見つめる。

			「イルガ……私はイルガにとってなんなの？」

			「……」

			　いきなりの言葉にイルガは黙り込んでしまう。

			「お父さんが頼むって言ったから、ただそれだけの関係なの？」

			「ち、違う、そんなわけないだろ！」

			「じゃあなんなの……私……１人で舞い上がって無理して、イルガを困らせること言って……馬鹿みたいじゃん」

			　このときようやくイルガは、リリカの今までのちょっとはっちゃけた行動がどこから来たものかを理解する。

			「すまん、まったくもって色恋というものをしたことがないばっかりに、リリカを悲しませてしまった。申し訳ない」

			「いいよ、イルガ……。もう２度と困らせるようなことはしないから……。いつもみたいに私と話してよ……。ここ最近……迷宮以外はずっと、ずーっと、イルガがよそよそしくて、胸がね……ぎゅって痛いんだよ……」

			　そう言いながら、自身の胸を押さえる。

			　イルガは、リリカの話をジッと聞く。

			「私、無理してイルガとの距離を縮めるんじゃなかったって、今すっごく後悔してる……。前の方が、よかったって……今のイルガ……まともに私なんて見てくれないもん……」

			　目からぽろぽろと涙を流すリリカ。

			　それを見て、イルガは何をやっているんだという気持ちになる。

			　死んだ戦友から預かった娘だからと、大切にしてきたつもりだった。だが、つい最近のリリカのたった一言で、どう接していいかわからなくなっていた。

			　だから、問題を後回しにした。時間が経てば、どうにかなるのではないかと。

			　はっきり言って、失礼極まりない話だ。

			　イルガは、リリカの気持ちに何も答えを出してはいない。

			　ただ、後回しにして元の関係に戻るのを待ってしまっていた。

			　答えを出さない最低な冒険者を知っている。死んだ戦友が掲げていたコミュニティ白狼の爪での話だ。

			　新米の冒険者が団長に憧れて、コミュニティに入りたがっていたのを利用して、いろいろと悪いことをさせていた。

			　憧れや好きな者のためには、なんだってできるのだろう。

			　当時、大討伐が行われるため、一時的に新規参入するのを禁止していた。

			　人事の男は、禁止されているのにもかかわらず、その新米を顎(あご)で使って日頃のストレスを発散していた。それは長い間続いた。コミュニティに入るためという餌(えさ)、その新米冒険者が欲しくてたまらないものを利用してだ。入団の話になるとにごして絶対に答えることはなかったという。

			　意味合いは違えど、イルガはその者と一緒のことをしている。

			　最終的に人事の男は、その新米冒険者によって殺された。背後から心臓をひと突きだったらしい。その新米冒険者は、一生出られない霊国要(よう)塞(さい)都市ミュンスというところへと送られた。

			　団長だった戦友は、なぜもっと早く気がつかなかったのかと嘆いていた。

			　イルガもまた、そういう後悔の瀬戸際まで勝手に自身を追い込んでしまっていた。

			　今動かなければ、失ってはならない者を失いそうな気がした。いや、なぜここまで放っておいたのかと自身にイライラする。

			　そっとベッドから立ち上がると、リリカの前まで行く。

			　不安でたまらないリリカは、それでもイルガの目をじっと見つめる。

			　多分、これが最後だと思っているのだろう。

			　イルガは、自分自身が不甲斐なくて仕方がなかった。なぜ、こんな簡単なことに気がつかなかったんだろうかと。

			「リリカ、すまん。お前の気持ちを何も理解してはいなかった。ギリュウスに俺は首を刎ねられかねん」

			　イルガがそう言うと、リリカは目をパチパチさせて見つめる。

			「俺はその……知っているとは思うが……色恋なんかのこととかは専門外だ……。それでいて、不器用でリリカに気の利いたことなんかも言えない。ずっと、ギリュウスの頼みでリリカを預かっている身で、どうしようか毎日があたふたする連続だ……。白狼の爪の副団長とは思えないくらいにな……。カオルからも言われたが……お互いそういうことをちゃんと話し合うことから始めないか？」

			「うん……うん……」

			「返事が遅くなった。リリカ、お前を１人の女性としてこれから扱うことを約束する。もしも、間違っていることがあったら……言って欲しい。小さなことでもいい……。俺はそれすら気がつかないかもしれないからな」

			　まったく申し訳ないといった顔をリリカに向ける。

			「馬鹿……。返事が……遅いのよ！」

			　そう言いながら、リリカはイルガに抱きつき泣いた。

			　イルガはどうしていいかわからずに、ただ泣いているリリカの頭をなでてあげることしかできなかった。

			　泣き疲れたのか、ようやく落ち着いたリリカ。

			　途中、イルガが直立不動ではさすがにリリカがきついかなと思い、イルガたちはベッドへと座った。

			　今現在、リリカはイルガに膝枕状態で目を腫らしている。

			「酷い顔でしょ……。今は見ないで……」

			「いや、なんというか……。もう大丈夫か？」

			「う、うん……」

			「ならよかった。明日も早いし……寝るか」

			　そう言って、ベッドから立ち上がるためにリリカの頭を持ち上げる。

			　その勢いを使って、リリカはイルガの首に手を回して頬をくっつける。

			「今日はありがと……。また、カオルのおかげ？　なのかわかんないけど……。イルガとこうして話し合えた……。イルガ……私、あなたなしじゃ……生きられないから」

			　そう言って、リリカは勢い良く布団に潜り込む。

			　イルガは半空気椅子のまま硬直し、ゆでダコのようになってしまった。

			　いや、いろいろな回路がショートしてしまったのかもしれない。

			　まばたき１つもしないまま、深夜３時になってようやくイルガは再起動した。

			　その日は、まったくもって眠れなかったようだ。

			　イルガは目の下にくまをこしらえて、洗面台で顔を洗う。

			　後ろから、リリカもやってくる。

			「お、おはよ、イルガ」

			「ああ、おはようぅ～」

			「イ、イルガ、大丈夫？」

			「いや、ちょっと無理っぽい気がするけど……気のせいだろ……」

			「だ、駄目よ！　今日は絶対に安静にしとかなくちゃ駄目！」

			　ふらふらなイルガに、昨日の最後のアレはやりすぎだったとリリカはちょっと後悔する。

			　免疫のないイルガにしたら、最高にハイとなってしまったようだ。

			　リリカは、イルガを支えながらベッドへ寝かせる。

			　これは先々進むと、イルガはいろんな意味で死んでしまうのではないかと思ってしまう。ちょっとずつ話しながらでと思いながら、冷たく濡れた布を額にそっと置く。

			　気持ちが良いのか、イルガはホッとした感じになる。

			　そんな表情を見ていると、リリカの母性本能がくすぐられてしまう。

			「も、もう、イ、イルガは私がいないと駄目ね………」

			「ああ、リリカが頼みだ……。俺１人じゃ……何もできない……」

			「え、えっと、そ、そこまで言われると……こまっちゃうんだけど」

			　頬を赤らめ、イルガを見る。

			　ボーッと虚ろな感じで天井を見上げるイルガは、魔物と戦ったあとよりも疲弊し、まるで迷宮攻略後のような表情をしていた。

			　要は、何か大きなことを達成したかのような表情なのだ。

			　そんなイルガを見て、リリカはちょっとだけ前に進む決意をする。

			「イ、イルガ」

			「ん？　どうした？　リリカ」

			「キス……したい……」

			「い、いや、ま、まだ早いんじゃないか？」

			　イルガはわたわたとベッドの上で手だけを動かす。

			「ただのキスじゃないの……。これは誓いのキスだから……」

			「な、何を誓うんだ!?」

			　リリカは一度俯いてから強い意志で見つめる。

			「これから、イルガしか愛さないから……。お、重いかな……」

			　また、イルガを困惑させるようなことを言ってしまったかもと、ちょっと萎縮してしまう。

			　だが、イルガは笑いながらそっとリリカの頬に手を当てる。

			「俺でよければ……。リリカ、後悔しないか？　俺はもうおっさんだぞ？」

			「絶対にしない。イルガとなら……どこまでだって行けそうだもん」

			　そう言って、リリカはイルガの布団に乗り、ゆっくりとイルガに顔を近づける。

			　ぎこちないキスに、お互いが苦笑いになる。

			　歯と歯がぶつかり、それでやっと顔を傾けることを理解する。

			「なんか、いろいろと駄目駄目だな……」

			「いいの、イルガと一緒に……私たちのペースでゆっくりと歩けばいいの……」

			「それもそうか……。はぁ、たった一言を言うだけで……すべてが変わるのにな。それが怖かったとはな。我ながら、いろいろと未熟だったようだ」

			「私もだよ……。ちゃんとイルガと話し合うことをしなかったのも原因だから……」

			　そう言いながら、イルガとリリカは小さく笑い合うのであった。
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